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PART1「宇宙に闇をもたらす創造主」によ

って作り変えられた私達の宇宙 

 

私達の宇宙は「異なる宇宙の創造主」達が入

り込んできたために、様々な混乱が起こりま

したが、エネルギーを浄化してくれる創造主

達のおかげで、だいぶ穏やかになり秩序を取

り戻してきました。 

私達の毎日も恵理さんが病院から退院した

後は、平穏にすごしていました。 

もちろん、夜になると私達の意識は創造主や

スターピープル達と共に働いていますので、

様々な夢を通して、地球と地球の人々が浄化

されている状況を見ています。 

 

5 月 21 日の朝の事、明け方に「第 21 評議

会の創造主」が私達にメッセージを送ってき

てくれました。 

「TAKESHI さん、恵理さん、今回は本当に

申し訳ありませんでした。 

私達がしっかりと見守っていなかったため

に「異なる宇宙の創造主」達、本当の名前は

「宇宙に闇をもたらす創造主」が皆さんの宇

宙に入り込み、大きな混乱を起こしてしまい

ました。 

これは第 20 評議会の創造主をはじめ、皆さ

んの宇宙の創造主達では対処が出来ない事

でした。 

私達がその事を見越して「宇宙に闇をもたら

す創造主」達の行動をあらかじめ止めておけ

ばこのような事にはならなかったのです。」 

 

第１章 生まれ変わる宇宙と

未来 
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いったいどうしたのでしょうか。 

今までの「第 21 評議会の創造主」とは少し

ばかり態度が異なります。 

「いったいどうしたのですか。 

私達は、皆さんやクリアリングの創造主達に、

私達の宇宙をきれいにしてもらって感謝し

ているところです。 

この事を通して、私達の宇宙の創造主達も大

きな学びを得ましたし自分達の欠点も分か

ったようですので、今となっては良かったの

かなと考えています。」 

私も、自分の体調が悪い時は、創造主達に対

してさんざん文句を言っていたのですが、理

性的に考えると感謝する必要がありますの

でそう答えました。 

 

「そういってくださると私達も助かります。 

私達も「宇宙に闇をもたらす創造主」が関わ

ってくる事を予想していたのですが、彼らが

関わってくる事で、皆さんの宇宙の創造主や

スターピープル達が成長するのではないか

と思っていました。 

そのために、彼らが皆さんの宇宙に関わる事

を見て見ぬふりをしたのです。」 

私は、「第 21 評議会の創造主」のこの言葉

に、怒りが沸き起こってきて、先ほどの感謝

の言葉を取り消したいと思いました。 

これほどまでに、私達の宇宙の創造主とスタ

ーピープル達が振り回されてしまった原因

は、彼らが、「宇宙に闇をもたらす創造主」

が私達の宇宙に入り込んでくる事を見逃し

ていた事にあるようです。 

 

「私達のそのような行いに対して、「第 23

評議会の創造主」から、厳しいお叱りを頂い

てしまいました。 

皆さんの宇宙の創造主達が手におえないほ

どの障害を与えてしまった事は適切な事で
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はありませんでした。 

しかも、私達の知らないところで「宇宙に闇

をもたらす創造主」達が今の時代にとどまら

ず、過去にさかのぼって地球や天の川銀河全

体に影響を及ぼしていた事が分かったので

す。 

「宇宙に闇をもたらす創造主」が物理次元で

そのような事までするとは、私達も考えてい

ませんでした。」 

 

私は創造主の言葉が最初理解できませんで

した。 

「宇宙に闇をもたらす創造主」の問題は、地

球のエネルギーをクリアーにすれば、終わる

事だと思っていたからです。 

「それはどういう事ですか。」私は創造主の

何が起きているのか尋ねました。 

 

「彼らは、地球のみならず天の川銀河や皆さ

んの宇宙の過去にまでさかのぼり、皆さんの

歴史に改変を加えた事が明らかになったの

です。 

「宇宙に闇をもたらす創造主」は、この 2

ヶ月くらいの間に、私達の宇宙に入ってきた

のですが、時を遡って私達の宇宙に介入して

しまったために、皆さんの宇宙は闇が多い宇

宙に変えられてしまったのです。 

 

皆さんが今見ている宇宙は、「宇宙に闇をも

たらす創造主」によって変えられてしまった

宇宙なのです。 

彼らの介入が無ければ、皆さんの宇宙のアセ

ンションはとっくに終わっていた事でしょ

う。 

私達は、その事に対して責任をもって対処す

るように、上の評議会の創造主様に命じられ

たのです。」 
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これは時間のパラドックスともいうべき事

でしょうか。 

今の時代に介入してきた「宇宙に闇をもたら

す創造主」によって、私達の宇宙の時間が遡

って変えられ、今の時間と宇宙がある。 

そして、そのような宇宙だからこそ「宇宙に

闇をもたらす創造主」が、私達の宇宙に接触

できた。 

この宇宙の真理はいくつもの逆説を乗り越

えてできているようです。 

 

「彼らはどの様な事を私達の宇宙で行った

のですか。」と私は尋ねました。 

「第 21 評議会の創造主」は答えにくそうな

顔をしています。 

「もっとも古い時代にさかのぼった記録は、

第 20 評議会の創造主が、自分の闇を分離し

た時代からしばらくたった頃のようです。 

彼らは、第 20 評議会の創造主が分離した闇

を見つけ、その闇の封印を解き、闇に内在し

ていた創造主としての意思を目覚めさせた

のです。」 

 

「という事は、もし「宇宙に闇をもたらす創

造主」がこの闇に関わらなければ、この闇が

創造主として成長し闇の宇宙を創る事はな

かったという事ですか。」 

「それは分かりませんが、今回の「宇宙に闇

をもたらす創造主」だけでなく他の創造主が

関わる場合もあったかもしれません。 

しかし、「宇宙に闇をもたらす創造主」が時

間を遡って、この闇の封印を解かなかったな

らば、皆さんの宇宙はもっと異なるものにな

ったでしょう。」 

 

これでは、第 20 評議会の創造主がかわいそ

うです。 

自分が分離した闇が、自ら封印を解き、いつ
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しか創造主としての意思をもって闇の宇宙

を作り上げた事に対して「第 21 評議会の創

造主」が、第 20 評議会の創造主に責任を取

らせ、期限までに処理を行うように通告した

事は創造主全てが知っています。 

 

しかし、その闇の封印を解き、創造主として

目覚めさせたのは「第 21 評議会の創造主」

が「宇宙に闇をもたらす創造主」の行いを見

逃していたためだったのです。 

 

第 20 評議会の創造主も私達のもとにやっ

てきました。 

「TAKESHI さん、私が分離した闇が大きく

成長して、闇の宇宙を作り、私達の宇宙を脅

かしたのは「宇宙に闇をもたらす創造主」の

仕業だったのです。 

私が分離した闇はただのエネルギーだった

のですから、こんな事が起きるはずはないと

思っていたのですが、やはり闇の創造主達の

介入があったのですね。」 

 

第 20 評議会の創造主は、「第 21 評議会の

創造主」に対して怒っているようです。 

「第 20 評議会の創造主よ、もともとは上位

の創造主の言う事を聞かずに闇を分離した

のはあなたですから、「第 21 評議会の創造

主」に怒っても仕方がないですよ。 

自分が行った事の後始末はやはり自分でし

なければなりません。」 

 

「第 21 評議会の創造主」も自分が「宇宙に

闇をもたらす創造主」を私達の宇宙にいれた

事でこれほど大変な問題が起きるとは思っ

てはいなかったようです。 

「第 20 評議会の創造主が分離した闇に関

しては、彼が統合を行う事で処理は出来たよ

うですが、「宇宙に闇をもたらす創造主」が
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行った事はこれだけではありませんでした。 

いくつもの時代において闇の力をサポート

して、皆さんの宇宙の未来を変えていったの

です。」 

 

私は自分達の宇宙の分岐点で起こった事を

考えてみました。 

「それでは古代に起きた創造主大戦争にも、

彼らは関わっていたのですか。」 

「そのようです。 

この宇宙において光と闇の均衡が大きく破

れるときは、おおかた彼らの力が加わったと

みても良いでしょう。 

天の川銀河については、シリウス大戦争もそ

うだったようです。」 

「地球においては、アトランティスの侵略や

エジプトの荒廃もそうだったのですか。」 

 

「第 21 評議会の創造主」も少し考えている

ようです。 

「おそらくは、彼らの影響があったと思われ

ますが、どれほどの関わりがあったのかはま

だ定かではありませんので、これから詳しく

調べたいと思っています。 

物理世界に深く関わっている出来事は、私達

では直接見る事ができないので皆さんのご

協力をお願いしたいと思っています。」 

「もちろんそれは協力したいと思います。」 

と答えながらも、私達は少しばかり気が重く

なります。 

 

 

 

PART2 アセンションする地球人が増え

ていく 

 

その翌日、私達はアシュタールのエレナさん

やフレッド達と会話をしています。 
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今は地球だけでなく天の川銀河を始めいく

つかの銀河に対して「宇宙に闇をもたらす創

造主」が何を行なったのか、詳細な調査が行

われているようです。 

「エレナさん、これから「第 21 評議会の創

造主」は何をするのでしょうか、聞いていま

すか。」と私は尋ねます。 

 

「詳しい事はよく分からないけれど、私達ス

ターピープルにとってはうれしい情報も入

ってきています。 

「第 21 評議会の創造主」は、私達の宇宙に

いるダークピープル達の多くが「宇宙に闇を

もたらす創造主」の指示を受けた闇の創造主

やダークピープル達によって、スターピープ

ルになる事を妨害されてダークピープルに

されてしまった、という事を解明したようで

す。 

その為に、さらに上位の創造主からの指示で、

「宇宙に闇をもたらす創造主」が関わってい

なかった状況を作り出し、ダークピープル達

をスターピープルに戻す事にしたようです。」 

 

「それは素晴らしい事ですね。 

それで、どの種族がスターピープルに変わる

事が出来るのですか。」 

「私達もまだ正確には分かっていませんが、

おそらくディセンションしたナソール人や

オリオン人、アルクツールスやへびつかい座

などの種族もダークピープルから一気にス

ターピープルになる可能性が出てきました。」 

「それでは、エレナさんの仲間だったディセ

ンションしたアシュタールの種族も救われ

るのですか。」 

エレナさんはにっこりと笑いました。 

 

私はその事を詳しく聞くために「第 21 評議

会の創造主」に来てもらい質問しました。 
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「「第 21 評議会の創造主」よ、皆さんのご

厚意でダークピープル達がスターピープル

に戻る事ができるという話をお聞きしたの

ですが、その事について詳しく教えてくださ

いませんか。」 

「第 21 評議会の創造主」は私達に向かって

頷くと話を始めました。 

 

「皆さんの宇宙には、多くのダークピープル

達が存在しています。 

彼らは、創造主の計画で、これからスターピ

ープルになろうとする種族の者達が大きな

学びを得て成長するためにはとても重要な

存在です。 

ダークピープルの行いによって様々な問題

が発生しますが、皆さんはそれを解決する事

で成長していくからです。 

 

しかしながら皆さんの宇宙のダークピープ

ル達は、創造主達の意思に基づくものではな

く「宇宙に闇をもたらす創造主」によって生

み出された事が明らかになりました。 

特に通常のダークピープルは人々のスピリ

ットを奪ったり、人間と一体化してその人を

コントロールする事はありませんが、皆さん

の宇宙のダークピープルは、通常では禁じら

れている行為を平然と行っています。 

 

それは「宇宙に闇をもたらす創造主」達によ

る指示だと思われますので、私達は現在のダ

ークピープルや地球人から、「宇宙に闇をも

たらす創造主」の影響をとり除き、地球人や

ダークピープル達を通常の状態に戻してい

く予定にしております。 

 

本来スターピープルになるはずの者達が「宇

宙に闇をもたらす創造主」によってダークピ

ープルにされたのならば、時をさかのぼって、
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その者達をスターピープルにしていかなけ

ればなりません。 

 

また本来起こるべきではなかった出来事も

「宇宙に闇をもたらす創造主」によって引き

起こされたのならば、その影響が今の宇宙に

残らないように解決しなければなりません。 

私達はそうするように上位の創造主から指

示を受けましたので、現在その事に取り組ん

でいます。」 

 

「それでは地球の人達はどのようになるの

ですか。」 

「地球人は元々、天の川銀河のスターピープ

ル達を統合するために、天の川銀河の優秀な

種族の遺伝子を組み合わせてこの地球に生

み出されました。 

そして他の星々のスターピープル達の指導

を受けて立派なスターピープルになる予定

でした。 

 

しかしながら、地球に集められた種族達にも

「宇宙に闇をもたらす創造主」達が関与して

彼らをスターピープルから引きずりおろし

ダークピープルにしてしまったのです。 

それからというもの、地球はスターピープル

とダークピープル達が地球人を巡って争い

を起こす世界になってしまいました。 

 

更には、地球や天の川銀河を統治する創造主

達にも「宇宙に闇をもたらす創造主」の力は

及び、天の川銀河自体が光と闇がぶつかり合

う宇宙になってしまったのです。 

 

スピリチュアルな世界では、「宇宙に闇をも

たらす創造主」達のエネルギーを抜き取る事

は決して難しくないのですが、地球の物理世

界はすでに歴史が確定していますので、最初
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からすべてを変える訳にはいきません。 

 

私達も、どこをどのように変えていけばよい

か思案中ですが、少なくともダークピープル

になってしまったスターピープル達を元に

戻す事によって、ダークピープルによる地球

人の支配は終わると思います。 

 

そして人と一体化しているダークピープル

も力を失い、多くのダークピープルが今まで

支配していた地球人から離れるでしょう。 

うまく行けば、一体化していたダークピープ

ルがスターピープルに変わりますので、その

人を良い方向に指導していく事も出来るで

しょう。 

 

地球人も、ダークピープル達に意識をコント

ロールされた事によって、自分本来の道を歩

む事ができなくなっていましたので、これか

らは自分達のスピリットや魂に従った人生

が送れると思います。」 

 

私はとても嬉しくなって言いました。 

「そうすると、地球人の多くがダークピープ

ルから解放されて、光が多い世界に行く人達

も増えてくるのですね。」 

 

「勿論、全ての人達が、光が多い世界に行け

る訳ではありませんが、皆さんの宇宙の創造

主が、最初に予定していた 3 割から 4 割く

らいの人がアセンションできる可能性があ

ると思います。 

 

これから、私達創造主やスターピープル達は、

地球人 1 人 1 人の過去をみながら「宇宙に

闇をもたらす創造主」や彼らの力を得たダー

クピープル達の関与を調べていく事にしま

す。 
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そしてその影響がなくなった所で、もう一度

地球人の光の度合いを測り直したいと思っ

ています。」 

 

エレナさんもこの事に大賛成のようです。 

「TAKESHI さん、私達の宇宙の創造主は、

地球人の 3 割から 4 割の人をアセンション

させていく計画だったのですが、地球の実情

を見ると、アセンションできる人は 1 割に

も満たない数の人しかいませんでした。 

 

これは「宇宙に闇をもたらす創造主」達が地

球人を指導するスターピープル達の邪魔を

した事で、地球人の多くが思ったように進化

できなかった結果だと分かったのです。 

 

おそらく「宇宙に闇をもたらす創造主」が関

わっていなければ、創造主の最初の予定通り

3 割以上の人たちがアセンションできた事

でしょう。 

 

しかし「第 21 評議会の創造主」様達が、時

を遡って「宇宙に闇をもたらす創造主」の影

響を消していくならば、最初の予定通り 3

割以上の人達がアセンションしていく事も

不可能ではなくなります。 

これは、私達にとっても本当に喜ばしい事な

のです。」 

この言葉にフレッドやロッド星人たちも喜

んで頷いています。 

 

「もし、地球人の 3 割以上の人がアセンシ

ョンできたなら、地球に関わる多くの星の人

達や天の川銀河、いえこの宇宙全体が大きく

変わっていく事でしょう。 

それこそが私達が望んでいた事なのです。」

と、ロッド星人もいいます。 
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「私達もそう思います。 

「宇宙に闇をもたらす創造主」の影響を受け

ていない地球や天の川銀河の未来は、今まで

よりもはるかに素晴らしいものとなります。 

天の川銀河のスターピープル達の統合の種

族である太陽種族も予定よりもだいぶ早く

生まれてくる事になるでしょう。」フレッド

も嬉しそうです。 

 

「その通りです。 

今回のアセンションが、皆さんの宇宙の創造

主の予定通りに進むように「宇宙に闇をもた

らす創造主」の影響をとり除いていきましょ

う。 

それまでは、私達も地球と天の川銀河の状態

を良く調べ、修正していく予定にしておりま

す。 

TAKESHI さん達にも、地球の物理世界を調

べる為にご協力をお願い致します。」 

 

私達は、地球の未来に今まで以上に大きな希

望が生まれてきた事に大きな喜びを持ちま

した。 

今まで、闇の創造主やダークピープルによっ

てサイキックアタックを受け続けてきた恵

理さんもようやくそのような状況から解放

されていくかもしれません。 

 

最後の最後になって、地球と宇宙を取り巻く

状況が大きく変わりました。 

もう少し時間はかかるかもしれませんが、地

球と宇宙のアセンションは今まで以上に素

晴らしいものとなる事でしょう。 

しかし、私達は「宇宙に闇をもたらす創造主」

がどれほどの事をおこなっていたのか、この

時はまだ気づいていませんでした。 
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PART1 「宇宙に闇をもたらす創造主」が

作り出した巨大ダークピープル 

 

私達は、「第 21 評議会の創造主」達と共に

「宇宙に闇をもたらす創造主」が時間をさか

のぼって行ってきた事をしらべる事にしま

した。 

現在、宇宙の光では、恵理さんが体調を崩し

てしまったために、大天使のセミナーや恵理

さんのセッションを休止にしています。 

そして、私が恵理さんの代わりにアチューメ

ントやセッションを行なっています。 

 

「第 21 評議会の創造主」は、私達のもとに

「宇宙に闇をもたらす創造主」や彼らによっ

て力を得たダークピープル達に関わってい

る人達にアチューメントを申し込んでもら

い、私がアチューメントを行なっている間に

その人のゲートから「宇宙に闇をもたらす創

造主」達が行なった事をしらべるという方法

を取る事になりました。 

 

そしてある人のアチューメントが予定され

ていた日の明け方近く、恵理さんの体が痛み

を感じて起きました。 

私達は、恵理さんに繋がるエネルギーをピカ

フラシュやスターピープル達に調べてもら

います。 

 

ダークピープル達は物理世界の人々と一体

化したり物理世界に近い場所に隠れている

ので、私達の体やスピリットに彼らがサイキ

第 2 章 異なる宇宙のダーク

ピープル達 
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ックアタックを仕掛けてきたときに、彼らに

繋がるゲートを見つけて探す事にしていま

す。 

この時も、私達がアチューメントを行う予定

の人と物理世界で深く繋がっていたために、

その人が持つゲートを通して、ダークピープ

ル達のエネルギーが、私達に伝わってきたの

です。 

 

しばらく探していると、深い闇の中に今まで

見た事もないような巨大なダークピープル

が隠れていました。 

まるで巨人兵とも言っても良いくらい大き

くて不気味なエネルギーを持っています。 

そして闇よりも深い真っ暗な姿をしていま

す。 

 

この姿をみたエレナさんやロッド星人も、今

までに見た事のない姿、今までに感じた事も

ないような深い闇のエネルギーに困惑して

います。 

しかしながら、このダークピープルは、地球

のダークピープル達をたくさん従え、地球人

のスピリットを隠し持っているようです。 

 

私はフレッドにこの存在について問いただ

しました。 

「TAKESHI さん、この存在は私達の宇宙の

存在ではない事は確かです。 

おそらく「宇宙に闇をもたらす創造主」達に

よって送り込まれたダークピープルである

事に間違いはないでしょう。 

このダークピープルは、地球人とはエネルギ

ーが違いすぎますので地球人と一体化はし

ていないようですので創造主にお願いした

ら光に返せるかもしれません。」 
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私達が会話をしている間にも、「第 21 評議

会の創造主」がすぐにやってきて、このダー

クピープルについて調べ始めました。 

「このダークピープルはいったい何をして

いるのですか。」と私が尋ねると、ダークピ

ープルを調べていた「第 21 評議会の創造主」

が答えてくれました。 

 

「この異なる世界のダークピープルは、地球

の古代文明であるレムリアやアトランティ

ス文明時代に生きていた人々のスピリット

を捕えているようです。 

本来この時代は、地球にとってはアセンショ

ンを迎える予定の時期でした。 

レムリアやアトランティス文明は人々の霊

性を高め人類をスターピープルとして大き

く成長させる予定でしたのでこの時期には

優秀なスターピープル達のスピリットがた

くさん地上に降りていたのです。 

 

しかし、その当時のアトランティスが予想も

しなかった方法で他の文明を侵略して、地球

のアセンションは失敗してしまったのです。 

そしてその当時、地上に降り立っていたスタ

ーピープル達のスピリットの多くが行方不

明になっていたのですが、おそらくこのダー

クピープル達によって捕えられていたので

しょう。」 

 

「とすれば、現在地球に生きている人達でレ

ムリアやアトランティスに生きた過去世を

持っている人達の多くは、このダークピープ

ルにそのスピリットの一部を奪われたまま

という事でしょうか。」 

 

「勿論、その時代に生きていた人達のスピリ

ットの全てが捕えられていたわけではない

でしょうが、その当時神官やヒーラー、重要
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な立場にあった人達のスピリットは残らず

捕えられているでしょう。 

つまりアセンションを妨害するためには、ア

センションに関わる人達の行動を封じれば

よいのですから。」 

 

「それもそうですね。 

古代文明に生きた人々は、ダークピープル達

に自分達のスピリットを捕えられ、コントロ

ールされたおかげで、アトランティスを中心

とした古代文明の争いが起き、その当時の古

代文明のほとんどが崩壊してしまいました。 

これでは、地球人として進化していく事も出

来なかったでしょうね。」 

 

その時、捕えられていたスピリットの解放を

していたエレナさんが話しかけます。 

「TAKESHI さん、捕えられていたのはアト

ランティスやレムリアの人達ばかりではな

く古代エジプトのファラオや神官達のスピ

リットも同じように捕えられていたようで

す。 

そしてさらに皆さんの時代に近い人達も捕

えられているようです。 

そしてその多くが、優秀なスターピープルの

スピリットを持つ人達ばかりのようです。」 

 

「という事は、地球のアセンションの担い手

となるような人々のスピリットの多くがと

らえられているという事ですね。」 

 

「そのようです。 

今回の地球のアセンションも驚くほどアセ

ンションする人がいなかったのは、このよう

なからくりが裏にあった事が分かってきま

した。」 
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どうやらこのダークピープルは、地球にやっ

てきたスターピープル達をターゲットにし

ていたようです。 

彼らは普通の地球人とは比べ物にならない

ほどの大きな光を持っていますので、ダーク

ピープルとしては欲しくてたまらない存在

なのです。 

 

スターピープル達の動きが活発になってき

ました。 

おそらくエレナさんから第 1 評議会に連絡

が入ったのでしょう。 

第 1、第 2 評議会に属する様々な星のスタ

ーピープル達が、このダークピープルによっ

て捕えられた仲間達を開放するために集ま

ってきました。 

そして、仲間達のスピリットを探し出し救い

出していきます。 

 

 

 

PART2 フェアリー達のスピリットを捕

えるダークピープル 

 

その翌日、私達の中の良い友人からメールが

届きました。 

その方は、とてもスピリチュル的に優れたお

子さんたちをもっている方で、日ごろから仲

良くしている方です。 

彼女の話によると、息子さんの意識と深くか

かわっているホビットの意識が、彼の元から

ホビットの世界に帰る事が出来ないでいる

というような内容でした。 

 

彼女の息子さんは特殊な能力を持っており、

通常の人では見えないフェアリーや精霊た

ちの姿が見えるのです。 
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彼に話を聞いてみると、最近疲れて眠るとき

にフェアリー達の世界に行って休息を取る

事が多いようです。 

 

そしてその時に、彼のもう一つの意識と出会

いました。 

それはホビットの意識なのですが、息子さん

がフェアリーの世界に行っている時に、彼の

意識の代わりにホビットの意識がこちらの

世界に来ているようです。 

ホビットの意識は、こちらの世界が珍しく

様々な世界を探索しているうちに、自分の世

界に帰りたくなくなったようです。 

 

しかしながら少し様子がおかしいようなの

で、創造主とスターピープル達に調べてもら

いました。 

すると思いもよらぬ事が発覚したのです。 

「第 21 評議会の創造主」が私達に教えてく

れました。 

 

「彼が眠るときに良くいっていた場所はフ

ェアリーやホビット、精霊たちの避難場所な

のです。 

この5月から「宇宙に闇をもたらす創造主」

達のエネルギーが嵐のように地球上に降り

注いできたために、フェアリーやホビット、

精霊たちを守るために、私達が作った場所で

す。 

この場所は、私達の力で守られているために

安全なのですが、この場所を抜け出す者達が

増えてきてしまい困っているのです。」 

 

この場所を守る門番も「第 21 評議会の創造

主」と共に現れてきました。 

「私達もこの世界を出ていかないように止

めているのですが、私達の制止を聞かず多く

の者たちが出て行ってしまうのです。 
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そして出て行った者たちは、この場所に帰っ

てこなくなる事が増えてきました。 

この場所は、創造主様によって作って頂いた

安全な場所なのですが、物理世界に戻ってい

ったフェアリーたちの行方もが分からなく

なってしまったのです。」 

 

私は、息子さんの意識をホビットにつないで

もらい、何が起きているか聞いてみる事にし

ました。 

すると、ホビットやフェアリーの意識の中に

何者かのエネルギーが入り込み、この創造主

が作った安全な世界から外に出ていくよう

に操作をしているようです。 

 

今回私達にメールをくれた女性には、まだほ

かに 2 人のお嬢さんもいます。 

お嬢さんたちもとても心が清らかなフェア

リーのエネルギーをもっているのですが、次

女の状態があまり良くないようです。 

 

もしかしたら、彼女のフェアリーの意識がも

うすでに捕らわれているかもしれませんの

で、スターピープル達に調べてもらうと、や

はり彼女の中にあったフェアリーのスピリ

ットが、彼女の中に見つかりません。 

 

私達は、次女のスピリットにつながるゲート

を利用して彼女のフェアリーのスピリット

がどこに行ったのかを探索する事にしまし

た。 

 

暫くするとひとつのフェアリーの世界が、次

女の意識を通じて、恵理さんのイメージの中

に映し出されてきました。 

しかしそこは、美しいお花畑や清らかな小川

があったとしても本当のフェアリーの世界

ではないようです。 
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そこは、フェアリーの意識やホビットの意識

の中に投影された偽りの世界で、本物の世界

ではありません。 

創造主がその幻想を断ち切ると、そこは赤黒

い色をした巨大ダークピープルによって取

り囲まれた檻の中です。 

 

そこに来たフェアリーヤホビット、精霊のス

ピリット達は、「宇宙に闇をもたらす創造主」

がつくりあげた幻想の世界で酔いしれてい

るだけでした。 

 

スターピープルや大天使達、そしてフェアリ

ーのマスター達が、この場所にかけつけて、

この中に捕らわれているフェアリー達のス

ピリットを開放しようとしていますが、スピ

リット達はまだ幻想みせられているらしく、

この場所から離れる事を嫌がっているよう

です。 

スターピープル達がスピリット達を何とか

目覚めさせようと努力していますが、なかな

かうまく行かないようです。 

 

私達は逃げまどうダークピープル達を捕え

て、誰がこのダークピープル達を操っている

のか調べると、その場所を統治している創造

主らしき存在が現われて、真っ赤な目をして

すごい形相で私達をにらんでいます。 

「第 21 評議会の創造主」はすぐに、この創

造主を捕えました。 

 

この世界は、今まで「宇宙に闇をもたらす創

造主」によって守られていたので、私達はこ

の世界に入る事も見る事も出来なかったの

ですが「宇宙に闇をもたらす創造主」が光に

帰ってしまったために、この場所を隠してい



 
 

23 

た力が失われ、私達に発見されてしまったの

です。 

 

「創造主よ、この場所は何を目的として作ら

れたのですか。」と私はたずねました。 

「おそらくこの場所に捕らわれているのは、

今の地球では残り少なくなったフェアリー

やホビット、そして精霊たちのスピリットの

ようです。 

彼らは、この地球の自然界のエネルギーのバ

ランスを取る働きをします。 

彼らがいなければ、この地球はとても荒々し

い波動に変わっていく事でしょう。 

そうなると火山噴火や地震なども今よりも

頻繁におこってくる事になります。」 

 

「そうすると、地球に自然災害が起こる危険

性が高まるという事ですね。」 

「そうです。 

しかしそれだけでなくフェアリー達のスピ

リットが拠り所としている地球人から純粋

さや清らかさ、精神の高潔さなどが失われて

いくのです。 

そしてホビット達が持っている遊び心や好

奇心もなくなっていく事でしょう。 

これらの資質は地球人が人間として成長し

アセンションしていくためには無くてはな

らない資質なのです。」 

 

「するとこの場所にいるダークピープル達

は、地球人と地球からアセンションしていく

ための要素をとり除いていっている事にな

るのですね。」 

「その通りです。 

さあそれでは、「宇宙に闇をもたらす創造主」

によって意識操作されていたスピリット達

を目覚めさせるとしましょう。」 
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「第 21 評議会の創造主」はこの世界を統治

していた創造主まがいの存在を光に返すと、

幻想の世界は瞬時にして消えていきました。 

するとスピリット達も魔法が解けたかのよ

うに、我を取り戻し、大天使やフェアリー達

に導かれて元の世界へと戻っていきました。 

 

しかし、フェアリー達のスピリットを捕えて

いた場所は消えたといっても、未だこの物理

世界には、フェアリーやホビット、精霊たち

の光りを狙うダークピープル達がたくさん

います。 

暫くは、「第 21 評議会の創造主」が作った

安全な場所から出てこないようにしなくて

はなりません。 

 

 

 

PART3 愛のスピリットを奪い続けていた

ダークピープル達 

 

私が、他の方のアチューメントをしている時

も、大きな闇の中から巨大な姿をしたダーク

ピープルが現れてきました。 

そのダークピープルは私達の宇宙のダーク

ピープル達をたくさん従えて多くのスピリ

ットを捕えているようです。 

 

私は、「第 21 評議会の創造主」を呼び出し

て、彼らが何をしているのか尋ねました。 

「TAKESHI さん、彼らは地球人の天使性や

愛の部分のスピリットを奪い続けている存

在のようです。 

このダークピープル達は、今まで「宇宙に闇

をもたらす創造主」達に隠されていて、私達

創造主ですらもその存在を知る事が出来な

い存在でした。 
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「宇宙に闇をもたらす創造主」達がいなくな

る事でその姿を現したようですから、私達の

方で光に返せると思います。」 

 

「それはよかった。 

もしかしたら、このダークピープルの後ろに

も「宇宙に闇をもたらす創造主」達によって

作り出された創造主がいるかもしれません

ので、ピカフラシュと光 40％台の創造主達

で探しましょう。」 

しばらくすると、私達の予想通り恵理さんの

ビジョンの中に、メデュサーのような姿をし

た創造主が現れてきました。 

この創造主は「宇宙に闇をもたらす創造主」

達が、私達の宇宙の「煌めきの創造主」の姿

に似せて作った創造主のようです。 

 

「第 21 評議会の創造主」は、この創造主の

姿を見つけるとすぐに自分の光で包み込み、

この創造主のエネルギーが私達の宇宙の創

造主やスターピープルに影響を与えないよ

うにしてくれました。 

 

「この創造主はとても危険ですので、私のほ

うで預かります。 

私達の調べが終われば光に返す事にしまし

ょう。 

TAKESHI さんやスターピープルの皆さん

は、この巨大ダークピープルによって捕えら

れている愛のスピリットたちを解放して、そ

の持ち主に返してあげてください。」 

 

私達も「第 21 評議会の創造主」の言葉にう

なずきスターピープルや大天使、守護天使に

協力してもらい、この場所にとらわれている

スピリット達を持ち主に返す事にしました。 

私はフレッドに、この場所にはどのくらいの

スピリットが捕らえられているか尋ねます。 
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「この場所にはおびただしい数のスピリッ

トが捕えられているようです。 

おそらく地球人のほとんどの愛のスピリッ

トが捕えられている可能性があります。」 

 

私達はその言葉に驚きました。 

私達は何度も何度も人々の愛のスピリット

を解放してきましたが、それにもかかわらず

地球人は愛のスピリットを何度も手放して

しまうのです。 

自分自身が持っている愛を大切にしている

と愛のスピリットはそう簡単に奪われる事

はないのですが、今の地球人は、愛に対して

とても無頓着になっているようです。 

 

しかし、数日後、人々が愛のスピリットをい

つも奪われている理由が分かりました。 

私が、仲の良い友人のアチューメントをして

いる時、その方の状態がとても気になったの

で恵理さんにそばにいてもらいアチューメ

ントの様子を霊視してもらいました。 

 

すると、数日前に解放したばかりの愛のスピ

リットがその人の元に戻ってきていないの

です。 

いったいどうしたのだろうと周りを探して

みると、その人の愛のスピリットがその人の

元に戻る事が出来ずにうろうろしているの

です。 

 

これは非常に不思議な現象です。 

通常ならば、その人のスピリットの一部です

から、すぐにその人の元に戻りスピリットの

全体と統合を行うはずなのです。 

しかし、愛のスピリットが、その人のハート

の中に入る事を拒絶されているかのようで

す。 
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恵理さんは、その人のスピリチュアルな状態

をずっとみています。 

そして何かを見つけたようです。 

「TAKESHI さん、彼女のハートの中に真っ

黒いブラックハートがあります。 

そのハートは彼女が愛に目覚める事を妨害

し、自分は愛されるに値しない人間であると

思いこませようとしているのです。」 

 

私もなるほどと思いました。 

彼女の前回行ったアチューメントでも、彼女

のハートの中に黒い影のような自分がいる

姿を彼女自身が見ているのです。 

黒い影のような自分は、自分に対する信頼感

や愛、そして自分が幸福になる事を妨げよう

としているのです。 

そして今回も、大切にしていた愛と信頼を壊

されかけてしまい、私のアチューメントを受

けているのです。 

それもおそらくこのブラックハートの仕業

でしょう。 

 

以前私達が大天使のセミナーやネガティブ

コードの除去を行っていた時も、多くの人達

のハートにこのブラックハートと同じよう

なコードが仕組まれていましたので、取り除

いていました。 

しかし今回見つけたブラックハートはその

時に見つけた物よりもさらに強力です。 

 

愛のスピリットを自分のハートの中からは

じき出し、異なる宇宙のダークピープルのも

とに送り返す働きをもっています。 

きっと以前私達が見つけたブラックハート

は今回見つけたブラックハートから生み出

されたものでしょう。 

 

私はすぐに「「第 21 評議会の創造主」」に、
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このブラックハートの事を尋ねます。 

「TAKESHI さん、これは間違いなく「宇宙

に闇をもたらす創造主」によって作られた仕

組みです。 

彼らは遠い昔から、人々の心から愛を奪い、

憎しみや攻撃心を植え付けてきたのです。 

人の心から奪われた愛のスピリットは、ダー

クピープルに捕えられ元に戻る事が出来な

くなりました。 

例え、皆さんがその場所から愛のスピリット

を解放したとしても、人の心に宿っていたブ

ラックハートによって押し戻され、その人の

スピリットと統合する事が出来なくなって

しまったのです。 

そのため地球人は長い間、愛が欠乏した種族

として成長してきたのです。」 

 

「それで愛を失った地球人は戦争や奪い合

い、侵略などを平気で行うようになったので

すね。 

これでは、スターピープル達が地球人の愛の

度数を計っても、一向に高くならないのも当

然ですね。 

大切な愛のスピリットが奪われているので

すから。」 

私がそう答えるとエレナさん達も地球人の

愛の度数が低い理由がこの事に合ったのだ

と理解したようです。 

 

「「第 21 評議会の創造主」よ、あなたの力

でこのブラックハートを人々の心から取り

除く事はできますか。」 

「第 21 評議会の創造主」は少し困ったよう

な顔をしています。 

 

「私の光を物理次元にまでおろしていく事

で、このブラックハートが機能しなくなる事

はあるかもしれませんが、全ての人のブラッ
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クハートを取り除く事は不可能でしょう。 

もうすでにこのブラックハートと一体化し

て愛を不要と考えている人達が多いからで

す。 

光 50％以上の世界に行く人達は、愛を必要

と感じているので、このブラックハートを取

り除き、愛のスピリットをその人のハートの

中に戻してあげる事ができるかもしれませ

ん。」 

 

「そうですね、地球人は愛が無い状態に慣れ

てしまったのかもしれません。 

それで結構です、救える人達だけでも救って

あげないといけませんからね。」 

 

「わかりました。 

地球人からブラックハートを取り除き愛の

スピリットを受け入れる準備が整うまで、創

造主のほうで特別な世界を作り、地球人の愛

のスピリットを預かる事にしましょう。」 

 

愛を奪われ続けた地球人、とても悲しい現実

が私達の前に浮き彫りにされてきました。 

これでは、地球人がアセンションする事など

到底無理です。 

しかし、その原因が分かった今、地球人にも

大きな希望が見えてきました。 
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PART1 スターピープルをダークピープ

ルにしていた「宇宙に闇をもたらす創造主」 

 

さて今回、「宇宙に闇をもたらす創造主」が

作り出した闇の創造主やダークピープルの

中でも、かなり厄介な存在が見つかりました。 

それは 5 月末の事、私達が見る夢がとても

恐ろしい夢に変わっていったのです。 

 

私は、小さなグループの中でお互いが傷つけ

合い、暴行や殺人が行われる夢をみました。 

恵理さんはストーカーからどこまでも追い

つめられる夢をみました。 

これは、おそらく「第 21 評議会の創造主」

が何かを探しているのかもしれません。 

私達はすぐに創造主にコンタクトをとりま

した。 

 

「TAKESHI さん、恵理さん、大変ご迷惑を

かけて申し訳ありません。 

実は「宇宙に闇をもたらす創造主」によって

ダークピープルにされてしまったスターピ

ープルを元に戻そうと思っているのですが、

私達が彼らの過去を変えたり、エネルギーの

浄化を行っても、ダークピープルがスターピ

ープルに変わらないのです。 

 

まるでスターピープルになる事を拒み続け

ているような頑固な意思が、彼らに残ってい

るようなのです。 

また地球人と一体化したダークピープルを

切り離そうとも思っているのですが、地球人

第 3 章 天の川銀河のすべて

の生命が解放された日 
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のほうもダークピープルとひとつの意識と

なり、ダークピープルを手放そうとしないの

です。 

 

このままでは、皆さんの宇宙に「宇宙に闇を

もたらす創造主」達のエネルギーが残ったま

まになってしまい、アセンションが上手くい

かなくなるので、地球人やスターピープルの

潜在意識を調べているのです。」 

 

それは困った事になりました。 

私達は「第 21 評議会の創造主」の力によっ

て、多くのダークピープルがスターピープル

に変わる事や地球人の多くがダークピープ

ルと決別して光の世界に行く事を夢見てい

たのですが、それがうまくいっていないと聞

かされてため息が出てしまいました。 

きっとほかのスターピープル達も私と同じ

気持ちでしょう。 

 

「TAKESHI さん、そう悲しまないでくださ

い。 

この原因が分かれば、きっと問題は解決しま

すので、もうしばらく時間をください。」 

「「第 21 評議会の創造主」よ、私達も全て

が簡単に終わるとは思っていませんので大

丈夫です。 

私達も協力しますので早く原因を見つけま

しょう。」 

 

私はそう答えると瞑想状態に入り、自分の意

識を地球上に拡散していきます。 

暫くすると、地球人の潜在意識の特殊な場所

に通じるゲートが見つかったようです。 

私達はその中に入っていきます。 

 

地球人の潜在意識には、様々なネガティブな

エネルギーが渦巻いています。 
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そのエネルギーは、怒りや憎しみ、恐怖や苦

痛、悲しみや痛みなどの感情を作り出して、

私達に襲い掛かってきます。 

私達は大天使や明王達にも協力してもらい、

それらのエネルギーを振り払いながら先に

進みます。 

 

大きな闇のエネルギーを抜けていくと、そこ

に不思議な存在達がいました。 

まるで半透明の体を持った巨大ダークピー

プルです。 

今まで出会った異なる宇宙のダークピープ

ル達は真っ黒い姿をしたものや紫色、赤黒い

色をした者たちが多かったのですが、彼らは

向こう側が透けて見えるほど透明な姿をし

ています。 

おそらく、私達とは存在している次元が異な

っているのでそのように見えているのかも

しれません。 

そして、そのダークピープル達が何かの機械

を操っているようです。 

 

「第 21 評議会の創造主」とスターピープル

達がこの場所にいるダークピープル達を取

り押さえました。 

そしてさらに調べていくと、この場所を取り

仕切っている闇の創造主らしき存在も見つ

ける事が出来ました。 

「第 21 評議会の創造主」は、彼らの事を調

べると、少し嬉しげに彼らの事を報告してく

れました。 

 

「TAKESHI さん、ようやく地球人が意識進

化しないからくりが明らかになりました。 

彼らは地球人やスターピープル達の潜在意

識をここで操っていたのです。 
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彼らが透明な姿をしているのは、彼らは物理

的な肉体をもたずに、地球人やスターピープ

ルの意識の中を自由に動き回るためです。 

 

そして、地球人やスターピープルの潜在意識

に特殊なコードを付けて、この場所の機械と

同調させ、地球人やスターピープルの潜在意

識を操っていたのです。 

多くのスターピープル達がこの方法でダー

クピープルにされてしまいました。 

そして地球人も、ダークピープルに依存させ

て、ダークピープルから離れる事が出来ない

ようにしていたのです。」 

 

エレナさんやロッド星人たちもこのシステ

ムを見て驚いています。 

長い間、天の川銀河の様々な種族達が彼らに

よって潜在意識をコントロールされてきた

ようです。 

それはダークピープルのみならずスターピ

ープルに対しても行われていた事でした。 

 

「しかし、「第 21 評議会の創造主」よ、こ

のようなシステムがあれば、天の川銀河のス

ターピープル達全てがダークピープルにな

ってもおかしくはないと思うのですが、ダー

クピープルとスターピープル達が同時に存

在しているのはなぜですか。」 

 

「第 21 評議会の創造主」はしばらく透明の

ダークピープル達をしらべています。 

そして少し慌てた様子で答えてくれました。 

「彼らは計画的にダークピープルとスター

ピープルを生みだしていたようです。 

全ての種族がダークピープルになってしま

うよりも、ダークピープルとスターピープル

を生み出し、お互いが争い合う状況を彼らは

あえて作り出していたようです。」 
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「なぜそのような事をしたのですか。」と私

は尋ねました。 

「私にもよく分からないのですが、もしすべ

てがダークピープルになってしまえば、彼ら

はとても大きな力を持ち、全てのダークピー

プルをコントロールする事が難しくなるか

もしれません。 

あるいは、常に 2 つのグループを争わせる

事でお互いの力を弱くしていたという事も

考えられます。」 

 

私は背筋が寒くなる気がしました。 

彼らはもしやろうとおもえば、ダークピープ

ルの数を増やして私達の宇宙を乗っ取る事

など簡単にできたのかもしれません。 

 

彼らの能力や技術は、天の川銀河のダークピ

ープルやスターピープル達を自由に操れる

ところまで来ているようですので、私達が太

刀打ちできるレベルのものではありません。 

もし「第 21 評議会の創造主」達のサポート

が無ければ、私達のアセンション自体も「宇

宙に闇をもたらす創造主」によってコントロ

ールされたものになっていたかもしれませ

ん。 

 

それから数日間の間、「第 21 評議会の創造

主」を中心に、私達の宇宙の創造主達は、天

の川銀河のスターピープルとダークピープ

ル、そして地球人をはじめとする様々な種族

がこのシステムによって受けた影響をクリ

アリングするための作業を行う事になりま

した。 
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PART2 天の川銀河のすべての種族を操

っていた宇宙に闇をもたらす創造主  

 

暫くして、私達の体に少し異変が生じてきま

した。 

朝起きた時も体が重く疲れが取れないので

す。 

このような時は、創造主達が私達の意識を使

って何かを探している事が良くありますの

で、何をしているのか「第 21 評議会の創造

主」に聞いてみました。 

 

「TAKESHI さん、いつもすみません。 

前回見つけて頂いたシステムのクリアリン

グは終わったのですが、まだおかしい事があ

る事に気付きました。 

それは、地球人やダークピープル達の意識の

在り方がおかしいのです。 

もうすでに解放されているにも関わらず、自

分自身に対して否定的な考え方を持ってい

たり、自由になる事に対する恐れを手放す事

が出来ないのです。 

この事に対しても、なにか仕掛けがあるので

はないかと思い調べているのです。」 

 

「わかりました。私達も協力しましょう。」

私はそう言って自分の意識を肉体から解き

放ち、地球の様々な場所に拡散させていきま

す。 

私や恵理さんの意識を使って創造主とスタ

ーピープル達は様々な場所を探索していき

ますが、なかなか見つかりません。 

しかし、30 分ほどたった頃に「宇宙に闇を

もたらす創造主」が作ったと思われる基地が

見つかりました。 
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そしてそこにはおびただしい数のダークピ

ープル達が複雑に入り組んだコンピュータ

ーのようなものを操作しています。 

それも一つの種族だけでなく様々な種族の

ダークピープル達が、ここに集められている

ようです。 

ダークピープル達を管理し指示を与えてい

るのは、もちろん異なる宇宙の巨大ダークピ

ープルです。 

 

ここにいる異なる宇宙の巨大ダークピープ

ルは赤紫色をしていますが、非常に理性的で

高い能力を持っているダークピープルのよ

うです。 

 

私は、この巨大基地を調べるために「流れを

作る創造主」を呼んで、この基地の時間を止

めてもらいます。 

そうしなければ、多くのダークピープル達が

私達に対して攻撃を仕掛け、こちらのスター

ピープルにも大きな被害が出るのは間違い

ないでしょう。 

この基地の時間が止まると、スターピープル

達は一斉に基地の中に入り、ダークピープル

達を捕えるとともにこの基地で何が行われ

ているか調べています。 

 

私達と創造主は、この基地を管理している者

達がいないか、探す事にしました。 

この場所は昨日見つけた場所とも関連して

いるようですので、きっと創造主クラスの存

在がいるはずです。 

 

私達がこの基地を取り巻くスピリチュアル

な世界を探していると、やはり「宇宙に闇を

もたらす創造主」によって作られた偽の創造

主達が 5 人ほど見つかりました。 
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彼らは、私達の宇宙を支配するために作られ

た創造主で、「宇宙に闇をもたらす創造主」

が自分達の宇宙に帰った後も、「宇宙に闇を

もたらす創造主」達の命令を忠実に守って仕

事をしていたようです。 

 

「第 21 評議会の創造主」はすぐに彼らを捕

えると、この基地から分離して、他の高次の

創造主と共に取り調べを始めました。 

 

そのときアシュタールのエレナさんから連

絡が入りましたが、声が震えています。 

「TAKESHI さん、大変な事が分かりました。 

この基地のデーターベースには、地球だけで

なく天の川銀河全域の種族たちの詳細なデ

ーターがありました。 

スターピープルやダークピープルに関わら

ず、まだ発展途上の種族までもが、この基地

から意識をコントロールされて生きている

ようです。 

 

この基地に多くの種族のダークピープルが

集まっているのは、それぞれが属する星々の

管理を彼ら自身が行っていたからです。 

もちろん、私達アシュタールや第1評議会、

第 2 評議会さらには第 4、第 5 評議会に属

するスターピープル達のデーターもありま

したので、この天の川銀河のスターピープル

達の行動や考え方は全て、この場所で管理さ

れていたようです。 

 

私達は、評議会や自分達の種族、そして自分

の意識で行動していたと考えていましたが、

そうではなかったようです。 

まるで「宇宙に闇をもたらす創造主」がゲー

ムを楽しむように、スターピープルとダーク

ピープルを配置して、勢力争いをさせていた

ようです。」 
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「それではエレナさんやガジェットたちの

データーもあったのですか。」と私は尋ねま

す。 

「もちろんです。 

今私達と共に働いているスターピープル達

のデーターも古い過去の時代から、全てここ

にありました。 

地球人の皆さんも、そのスピリットがどの星

から来て、地球でどのような過去世を経てき

たかまで詳細なデーターがあります。 

 

特に、政治や経済の世界、スピリチュアルな

世界で活躍する人たちのデーターは詳細に

保存され、特別扱いされていたようです。 

そして必要とあれば、ダークピープルなどを

送り、その活動をコントロールしていた形跡

もあります。」 

 

「しかし、地球のアセンションを成功させる

事は彼らのプログラムではないはずですが、

それはどうなっていますか。」 

私の質問を聞くとエレナさんは悲しそうに

首を振りました。 

 

「「宇宙に闇をもたらす創造主」は、今まで

に何度も地球のアセンションを失敗させて

きました。 

しかし今回は、様々な創造主達が地球の行く

末を監視しているので、小規模ながら地球を

アセンションさせる事にしたようです。 

地球人の 1 割弱をアセンションさせて、光

の創造主とスターピープル達をその世界に

追いやり、残された広大な闇の多い世界を、

彼らが統治する計画を彼らは立てていたの

です。 
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そして、私達は彼らの計画通りに動き、地球

人の 1 割弱の人たちと共にアセンションす

る世界を作り上げていたのです。」 

 

エレナさんの話しを聞いていた多くのスタ

ーピープル達は、皆同じように大きな失意を

感じています。 

それはそうでしょう、自分達が何千年もかけ

て地球をアセンションさせようとして努力

してきた事が、「宇宙に闇をもたらす創造主」

の計画によって行われていた事を知ったの

ですから。 

 

しかし問題はそれだけではなかったようで

す。 

この場所を取り仕切っていた偽の創造主を

調べていた「第 21 評議会の創造主」からも

連絡がありました。 

 

「TAKESHI さん、ここにいた偽の創造主を

調べていたら、この基地によってコントロー

ルされていたのはスターピープル達だけで

なく、皆さんの宇宙の第 15 評議会までの創

造主の多くが「宇宙に闇をもたらす創造主」

によってコントロールを受けていた事が分

かりました。 

 

皆さんの宇宙の第 15 評議会までは、皆さん

の大宇宙（マルチバース）の中でしか活動で

きませんので、異なる大宇宙（異なるマルチ

バース）から来た創造主には太刀打ちが出来

ないのです。 

能力も知識も「宇宙に闇をもたらす創造主」

のほうが格段上ですから、自分達が知らない

うちにコントロールされてしまい、光の創造

主と闇の創造主の戦いを繰り広げていたの

です。」 
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「確かに、今でこそ私達の宇宙は光の創造主

達によって統治されていますが、それまでは

光の創造主は劣勢で闇の創造主達がすべて

を取り仕切る宇宙でした。 

そして光の創造主がこの宇宙の統治権を得

るのは難しいように見えていました。 

それも「宇宙に闇をもたらす創造主」達がプ

ログラムした事だったのですか。」と私は尋

ねました。 

 

「そのようです。 

「宇宙に闇をもたらす創造主」に作られた偽

の創造主でさえも、第 15 評議会に匹敵する

だけの力がありました。 

「宇宙に闇をもたらす創造主」の最高次元は

私と同じ「第 21 評議会」に相応しますので、

皆さんの宇宙の最高次元の創造主である

「「第 20 評議会の創造主」では彼らが行っ

た事を見破る事はできませんでした。」 

 

「その「宇宙に闇をもたらす創造主」達が入

ってくる事を、あなたが見逃したために、こ

のような基地が作られ、私達の宇宙の創造主

とスターピープル達が操られてしまったの

ですね。」 

「第 21 評議会の創造主」は困った顔をして

しまいました。 

「私も、彼らがここまで行うとは思っていま

せんでした。 

 

私の上の創造主である「第 23 評議会の創造

主」から、この「宇宙に闇をもたらす創造主」

は危険だから、皆さんの宇宙に入れてはいけ

ないと忠告を受けたのですが、その忠告に従

わなかった私の責任です。 

「第 23 評議会の創造主」はきっとこのよう

な結末になる事を分かっていたのだと思い

ます。」 



 
 

41 

 

PART3 天の川銀河のすべての生命が解

放された日 

 

創造主達は「第 21 評議会の創造主」の言葉

を聞くと不満げな顔をしています。 

「誰の責任であるかという追及をしても仕

方がないでしょう。 

ここまで「宇宙に闇をもたらす創造主」達に

よって支配された宇宙をどうしたら私達の

宇宙に戻していけるか、話し合いましょう。」

と私は言いました。 

 

その様子を見ていた太陽種族のフレッドが

話し始めました。 

「皆さん良く考えてください。 

今まで私達が「宇宙に闇をもたらす創造主」

によって、自分達の意識のみならず行動をコ

ントロールされていた事はとても大きなシ

ョックでした。 

しかし、この基地を発見し、ここを統治して

いた偽の創造主やダークピープルを捕まえ

る事が出来た事は大変な喜びです。 

なぜなら、彼らの支配が、今この瞬間に終わ

ったからです。 

これから、皆さんの宇宙と皆さんを支配する

ものはいなくなったのです。 

それがどれだけ素晴らしい事か、皆さんはき

っと理解できる事でしょう。」 

 

フレッドの言葉にスターピープルの多くが

耳を傾けうなずいています。 

そしてフレッドは言葉を続けます。 

「私が来た未来は、今までの地球、今までの

宇宙の未来でした。 

その世界では、約 1 割弱の地球人しかアセ

ンションできませんでした。 
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今考えれば、私が来た未来は「宇宙に闇をも

たらす創造主」の計画通りに進んだ未来だっ

たのです。 

そしてその宇宙では、天の川銀河レベルの大

きな危機を乗り越えるために太陽種族が必

要でした。 

 

その危機こそが「宇宙に闇をもたらす創造主」

達が、闇が多い天の川銀河だけでなく光が多

い天の川銀河を手に入れようとして、光の天

の川銀河に侵略を行う事だったのです。 

私達は必死に戦い、高次の創造主の助けを得

て、彼らの侵略から光の天の川銀河を守る事

が出来ました。 

しかし、大きすぎる犠牲も払いました。」 

フレッドはしばらく沈黙しました。 

 

「皆さんは、今 21 世紀の時点で「宇宙に闇

をもたらす創造主」を、自分達の宇宙から追

い出し、彼らが残した偽の創造主やダークピ

ープル達から皆さんの宇宙を守る事に成功

したのです。 

スターピープルや人々の意識を操作するシ

ステムを発見して破壊する事もできました

し、ダークピープル達に捕えられていたスピ

リットも解放する事が出来ました。 

 

皆さんは、私達が体験した大きな犠牲を伴う

戦いをする必要もなくなったのです。 

皆さんは、誰ひとり傷つく事なく「宇宙に闇

をもたらす創造主」達の支配から解放された

のです。 

皆さんは、私達が体験した未来とは全く異な

る素晴らしい未来を創造する事ができるよ

うになったのです。 

この事を喜ばない人は誰もいないと、私は思

うのですが。」 
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フレッドがにっこりと笑うと、多くのスター

ピープル達が自分達の種族のやり方で、喜び

を表現しています。 

2018 年 5 月 29 日、この日こそが、天の

川銀河の「インデペンデンス・ディ（独立記

念日）」になったのです。 

 

光の宇宙の創造主達も同じように喜んでい

ます。 

特に第 1 評議会、第 2 評議会は自分達が行

ってきた事が「宇宙に闇をもたらす創造主」

のプログラムだと知って大きな失望を抱い

たのですが、フレッドの言葉に大きな勇気を

もらったようです。 

特に物理世界を統治する創造主達は繰り返

される争いから解放される事に大きな希望

を持ち喜んでいます。 

 

私達は先に進みましょう。 

これから私達の宇宙を立て直すための計画

を立てなければなりません。 

私は「第 21 評議会の創造主」に尋ねました。 

「第 21 評議会の創造主」よ、 

地球人だけでなく天の川銀河の全ての種族

の人々は、この場所からコントロールを受け

て生きてきました。 

そして創造主達も「宇宙に闇をもたらす創造

主」の計画に従って、闇の多い宇宙を運営し

てきました。 

全ての人々と創造主のコントロールを取り

除き、元の状態にしてあげることが出来ます

か。」 

 

「もちろんです、第 22 評議会と第 23 評議

会の創造主様も手伝ってくださる事になっ

ていますので、これから「宇宙に闇をもたら

す創造主」が関わらなかった宇宙に、皆さん

の宇宙を修正していきたいと思います。 
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最初に、この基地で働いていたダークピープ

ルと偽の創造主は光に返す事が出来ますの

で、彼らは光に返しましょう。 

 

そして、この基地のシステムに繋がれている

多くの種族の人々とこの基地の関係を全て

断ち切り、天の川銀河の全ての種族の人達を

解放します。 

そのあとに、この基地のデーターをスターピ

ープルの皆さんに協力してもらい解読して

「宇宙に闇をもたらす創造主」が、様々な世

界に介入した状況を調べて可能な限り修正

を行いましょう。 

そうする事で今までにない素晴らしい宇宙

が出来上がるはずですから。」 

 

「第 21 評議会の創造主」の言葉を聞いて多

くのスターピープル達が喜んでいます。 

いままで大変な苦労をしてこの宇宙を守っ

てきた事が、今、実るのです。 

「「第 21 評議会の創造主」よ、これでダー

クピープル達ももとのスターピープルに戻

れるのですか。」 

 

「そうですね、全てのダークピープルがスタ

ーピープルになる事は難しいかもしれませ

んが、今までよりもスターピープル達がはる

かに多くなるのは間違いないでしょう。 

またスターピープルになれなくても、これか

らスターピープルになるための道を歩み始

める種族たちも増える事でしょう。」 

 

「私達、地球人はどうなりますか。 

アセンションする人達はもっと増えるので

すか。」 

「もちろんです。 

一番問題だったのは、地球人の意識がコント

ロールされていた事でしたが、それが解決し
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ましたので 3 割から 4 割の地球人がこれか

らアセンションしていくでしょう。 

残りの人達も、たとえ今はアセンションでき

なくても、これからアセンションに向けての

歩みを行う事が出来るようになりますから、

きっと未来ではアセンションしていくでし

ょう。 

そしてこれからは、ダークピープルが地球人

と一体化したり、人々のスピリットを捕えた

りする事もできなくなりますので、地球人の

学びはもっとスムーズに行えると思います

よ。」 

 

私達も非常に嬉しくなりました。 

私や恵理が死にそうな危機を乗り越えなが

ら、ここまでやってきた事も無駄ではなかっ

たようです。 

 

私はエレナさんにこっそりと聞きました。 

「エレナさん、あの基地のデーターの中には、

私達の事はどの様に書かれていたのですか。」 

 

エレナさんは笑いながら答えます。 

「TAKESHI さんと恵理さんは、要注意人物

のリストに入れられていました。 

光の創造主達が、この 2 人を使って地球の

物理世界に関わってくるから、周りにダーク

ピープルをたくさん配置して十分に注意を

はらう事。 

そして必要におうじて、コントロールされた

イメージを恵理さん達に送り、そのイメージ

を創造主達が見る事で「宇宙に闇をもたらす

創造主」達のプログラム通りに創造主を動か

せるようにしていたようです。」 

 

「え～、それって私達も見事に操られていた、

という事ですか。」 
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「もちろんです、スターピープルの私達でさ

えもそうだったのですから、地球人の皆さん

は当たり前でしょう。」 

「それはそうですけれど、でもプログラム通

りだと「宇宙に闇をもたらす創造主」を発見

する事もできず、彼らを追い出す事は今の時

代には出来なかったと思うのですが、それが

出来たのはなぜですか。」 

 

私達の会話を聞いていた「第 21 評議会の創

造主」が教えてくれました。 

「それは、彼らの動きを「第 23 評議会の創

造主」が、ずっと調べていたからです。 

私達までは、全員「宇宙に闇をもたらす創造

主」に騙されていたのですが、「第 23 評議

会の創造主」は、初めからこのよう事が起こ

るだろうと予測して、TAKESHI さんのスピ

リットに自分の意識を繋いでいたのです。 

 

「宇宙に闇をもたらす創造主」は第 21 評議

会の私と同じレベルですので、第 23 評議会

のエネルギーが TAKESHI さん達に繋がっ

ている事に気付かなかったのです。 

そのために「宇宙に闇をもたらす創造主」達

が、皆さんの宇宙で行っていた事が「第 23

評議会の創造主」にばれてしまい、撤退せざ

る負えなくなったのです。」 

 

「もし「宇宙に闇をもたらす創造主」が、私

と「第 23 評議会の創造主」が繋がっている

事に気付いていたらどうなりましたか。」 

「「宇宙に闇をもたらす創造主」は、あなた

方の前には絶対に姿を現さなかったでしょ

う。 

そしてアセンションが終わり、あなた方と光

40％台の世界が分離した後、表に出てきた

事でしょう。 
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それこそ、フレッドが言っていたような未来

になっていた事は間違いないでしょう。 

彼らのミスは、まさに TAKESHI さん達と

「第 23 評議会の創造主」の繋がりに気付か

なかった事です。」 
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PART1  異なる宇宙のダークピープルの

攻撃 

 

私達は、数日前に「宇宙に闇をもたらす創造

主」によって作られた天の川銀河の主な種族

のすべての者たちをコントロールしていた

施設を見つけました。 

そこでは、「宇宙に闇をもたらす創造主」に

従う偽の創造主と各星々から集められたダ

ークピープル達が、自分達に関係がある星々

の種族の人々をコンピューターのようなも

ので管理し、自分達の計画に基づいて人々を

動かしていたのです。 

 

その場所では、スターピープルとダークピー

プルを計画的に生み出し、まるでゲームの中

の登場人物のように操作をしていました。 

もちろん、地球人も、地球人に関わっている

スターピープルやダークピープル達もすべ

て、彼らの計画の中で動かされていたのです。 

そのために、地球人は大きく進化する事なく

争いや略奪を繰り返し、「支配ごっこ」に明

け暮れていたのです。 

 

地球のアセンションを支えていたスターピ

ープル達も、「宇宙に闇をもたらす創造主」

達によって動かされていたので、今まで地球

がアセンションを成功させる事はできませ

んでした。 

いつもアセンションが成功する手前で、闇の

創造主や強力なダークピープル達によって

地球人がコントロールされ、アセンションは

失敗に終わり、数々の文明も崩壊していきま

した。 

第 4 章 地球人の束縛と解放 
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アトランティスやレムリア文明の時もそう

ですしエジプトの古代文明、イエスやブッダ

が生まれた時も地球人はアセンションを果

たす事なく終わってしまいました。 

 

今回も、このシステムを発見する事がなけれ

ば、私達のアセンションは最終的には失敗し

た事でしょう。 

あるいは、アセンションを果たした後に、光

の世界は「宇宙に闇をもたらす創造主」達に

侵略を受け、壊滅していたかもしれません。 

 

今回「宇宙に闇をもたらす創造主」達が、私

達の宇宙とすべての種族を支配していた事

を発見できた事は、私達の宇宙を自分達の手

に取り戻す大きなきっかけを作ったとも言

えます。 

 

しかし「宇宙に闇をもたらす創造主」達が作

ったシステムや罠のすべてを解決できた訳

ではありません。 

6 月 4 日から恵理さんの里帰りもかねて東

京ディズニーリゾートに行く事になってい

ますが、この東京ディズニーリゾートでも大

変な仕事が待っているようです。 

私達は、それまでに「宇宙に闇をもたらす創

造主」達が作った罠をできる限り解決しなけ

れば、東京で何が起きるか分かったものでは

ありません。 

 

すべての人々を管理するシステムを解放し

た後も、私達と創造主、そしてスターピープ

ルは「宇宙に闇をもたらす創造主」達が作っ

た偽の創造主やダークピープル達が仕掛け

た罠や作り上げたシステムを探し求めまし

た。 
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しかし、その反面、物理世界で、創造主やス

ターピープルのゲートとなっている私達に

対して執拗なまでの攻撃を彼らは行ってき

ました。 

 

6 月 1 日の朝、このときは恵理さんの体に

火傷のような痛みが走ります。 

そして妊娠している恵理さんのお腹にも痛

烈な痛みが起ります。 

3 日には東京に出発しなければならないの

にものすごいサイキックアタックです。 

 

私達は、いつものように誰が私達にアタック

を仕掛けてきたか調べてみました。 

そうすると、体の半分ほどが焼けただれた存

在の姿が恵理さんのビジョンに浮かび上が

ってきました。 

 

第 1 評議会のエレナさんやロッド星人達も

見た事がない存在です。 

私はこの存在を知っている者がいないか、ス

ターピープルや創造主に尋ねます。 

 

すると地球の未来から来た太陽種族のフレ

ッドが私達の前に現れてきました。 

「TAKESHI さん、この者達は太陽種族と敵

対していた種族達です。 

しかし、彼らが存在しているのは、1 万年以

上も先の未来ですし、彼らが存在している未

来と今はもうすでに異なる未来が出来上が

っていますので、彼らがこの時代に来るわけ

がないのです。 

もしかしたら、時間と空間を自由に操れる創

造主かダークピープルが、彼らをここに連れ

てきたのかもしれません。」 
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恵理さんが感じた火傷のような痛みは、この

種族が太陽種族に対して持っている怒りや

恨みのエネルギーのようです。 

その感情は幾倍にも増幅されて、恵理さんの

体をじりじりと焼き尽くしていくようです。 

きっと恵理さんのお腹の中にいる子供が生

まれてこないようにエネルギーを送ってい

るようです。 

 

私は急いで大天使や明王たちを呼んでこの

エネルギーをブロックするようにお願いす

ると、大天使ミカエルやザドギエル、ラジエ

ル達がすぐに来て恵理さんを守護します。 

そして金剛明王達は、恵理さんに向かってく

るエネルギーを自分たちを盾にして防いで

いますが、すべてのエネルギーを跳ね返す事

ができません。 

 

私は、創造主にお願いして、この存在達を私

達の世界から分離してもらうようにお願い

しました。 

そして、この存在達を、誰が私達の世界に連

れてきたのか、急いで調べます。 

 

すると、変わった姿をした巨大ダークピープ

ルが私達の前に現れてきました。 

彼の眼には、まるでいくつもの歯車が組み合

わされたような機械が埋め込んであるので

す。 

私はフレッドにこの装置は何か尋ねました。 

 

「おそらく、このダークピープルは時間と空

間を自由に移動できる能力を持っていると

思われます。 

あの歯車のような機械で、自分がどの時代の

どの場所にいるのか調べているのでしょう。 

このような存在が裏で暗躍していたとは驚

きです。 
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おそらく、彼は今回だけでなく、今までにも

時間と空間を超えて、私達の活動の妨害をし

てきた事でしょう。」 

私は創造主にお願いして、このダークピープ

ルも光に返してもらいました。 

すると、恵理さんを襲っていた痛みも次第に

和らいできました。 

 

しかし、これで「宇宙に闇をもたらす創造主」

達の攻撃が終わったわけではありません。 

私達が東京ディズニーリゾートに行く事を

阻むように、次々とサイキックアタックが行

われてきます。 

 

2 日には、私や恵理さんをネガティブな感情

とエネルギーが襲います。 

私は、その日の明け方、とても不気味で残酷

な夢を見ました。 

同じ会社かグループ活動をしている人達が、

訳もなく殺しあっている夢です。 

それはとても不気味で人間が持っている残

酷な面を、私に嫌というほど見せつけてきま

す。 

そして恵理さんは、ストーカーから追いつめ

られる夢を見ていました。 

 

私達は目覚めると、すぐに何が起きているか

調べました。 

このような夢を見た時は、大方私達のスピリ

ットが光40％台前半の世界に連れ去られて

いる時が多いからです。 

 

しかし今回は私達のスピリットに異常はあ

りませんでしたが、代わりに、私達から愛や

希望のエネルギーを盗み取ろうとする巨大

なダークピープルが見つかりました。 

このダークピープルも、「宇宙に闇をもたら

す創造主」達が作り出した存在です。 
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私はすぐに「第 21 評議会の創造主」を呼び

出して、このダークピープル達の処理を行っ

てもらいました。 

 

 

 

PART2 東京ディズニーリゾートに潜む

罠 

 

そして 2 日の夜には、私のパソコンが突然

動かなくなってしまいました。 

今までは快調に動いていたのに、急にフリー

ズしてしまい、再起動しなくなりました。 

どうやら、私達が東京ディズニーリゾートに

来る事を警戒し、私達が来ないように警告し

ているようです。 

 

しかし、東京ディズニーリゾートに行かない

わけにはいきませんので、私どもの方から、

誰が私達の行く手を阻もうとしているのか

調べてみる事にしました。 

 

私達は東京ディズニーリゾートのエネルギ

ーの状況を調べてみました。 

すると一人の物理世界に近い創造主から報

告がありました。 

「TAKESHI さん、実は東京ディズニーリゾ

ートではおかしな現象がよく起こるのです。 

それは、この場所を守っているドラゴンがい

つも地下に引きずり込まれ、正しい働きがで

きないでいるのです。 

たとえ、地下から戻って来れたとしても、ド

ラゴンのエネルギーが変わってしまい、おか

しな事しかできないのです。」 

 

どうやら東京ディズニーリゾートの地下に

何か問題がありそうです。 
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恵理さんが瞑想状態に入り、東京ディズニー

リゾートの地下を霊視していきます。 

創造主やスターピープル、そして大天使たち

も私達を守護するために集まってきました。 

 

すると東京ディズニーリゾートの地下に、ま

るで此花昨夜姫のようなあでやかな姿をし

た存在が浮かび上がってきました。 

その存在は、東京ディズニーリゾートの地下

に潜み、ドラゴンたちのエネルギーを奪い取

り支配しているようです。 

 

私達はすぐに、その存在を捕まえ調べました。 

すると、その存在は、「宇宙に闇をもたらす

創造主」のエネルギーを使って作られた存在

であることが分かりました。 

 

彼女は物理的な世界に大きな影響力を持た

せるために、日本の神々に似せて作られた存

在のようです。 

華やかな姿をしていますが、その裏は闇のエ

ネルギーに満ち溢れています。 

創造主は、この存在を捕まえると調べるため

にどこかに連れて行きました。 

 

私達は彼女が残したエネルギーを調べると

東京ディズニーリゾートの地下から別の次

元につながるゲートが見つかりました。 

そのゲートは、東京ディズニーリゾートに来

た子供たちや純粋な光を持っている人達か

らエネルギーや活力を奪い取って、別の場所

へと送るためのゲートのようです。 

 

世界的なリゾート地であり、子供たちに夢と

希望を与える東京ディズニーリゾートにそ

のような罠が仕掛けられていたとは、私達も

想像さえしていませんでした。 
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しかしこの時期に東京ディズニーリゾート

に、私達が行くという事は、きっとその場所

を通して私達が解決しなければならない事

があるのでしょう。 

創造主たちはいつでも直前にならないと、何

が起こるのか、何をするのか教えてくれませ

ん。 

そして、東京ディズニーリゾートに行く日を

私達は迎える事になりました。 

 

4 日の朝、この日は、私達が東京ディズニー

リゾートに出発する日ですが、突然恵理さん

の声で目を覚ましました。 

恵理さんが涙ながらに私に訴えてきますが、

言葉にならずに「うーうー」と叫んでいます。 

恵理さんの様子を見ると、顎が外れて顔の表

情が全く違って見えます。 

恵理さんは痛みに耐えかねて涙を流してい

ます。 

私も外れた顎を直そうと、顎関節の周りをマ

ッサージしたり、顎関節の矯正を試みたので

すが、顎の筋肉が緊張して動きません。 

 

このままでは、東京ディズニーリゾートどこ

ろか出かける事もできません。 

これはかなりひどいサイキックアタックで

す。 

恵理さんの頭の中には「東京ディズニーリゾ

ートに来るな！」という声が何度も響いてき

ます。 

 

私は急いで、創造主からスターピープル、大

天使達に明王達も全員呼び出して恵理さん

を守護し、恵理さんを襲ってきた存在達を見

つけるように指示しました。 

この存在は、私達が東京ディズニーリゾート

に入る事を極端に嫌っているようです。 

しかし、これはちょっとひどすぎます。 
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しばらくすると、恵理さんにサイキックアタ

ックをかけてきた存在が明るみに出てきま

した。 

その存在は、多くの人々の心の中にある感情

エネルギーを利用して、私達にそのエネルギ

ーをぶつけてきたのです。 

 

その感情エネルギーを生み出した人の中に

は、かつてレムリアに生きた人達がアトラン

ティスに滅ぼされた事に怒りや憎しみを持

ったまま生きている人達もいます。 

もちろん本人達は、その事に気づいていない

のですが、悪意を持ったダークピープル達に、

その感情のエネルギーを操られているので

す。 

 

大天使たちは、ラファエルを中心として一生

懸命に恵理さんの治療にあたっています。 

スターピープル達はこのエネルギーを恵理

さんから分離しようと必死に試みています。 

 

30 分ほどすると、少しずつ痛みが引いてき

て、恵理さんの顎も少しずつ動くようになっ

てきましたが、これから東京ディズニーリゾ

ートに向かう途中、そして東京ディズニーリ

ゾートで何が起きるか不安な気持ちでいっ

ぱいです。 

 

「第 21 評議会の創造主」が、私達の心の不

安をみて、ひとつ提案をしてくれました。 

「TAKESHI さん、このような事もあろうか

と思って特別な騎士団を呼んであります。 

TAKESHI さんのもとに、現在トライゴーニ

ックのエネルギーを持つクリスタルがたく

さんそろっていますが、それは私達が

TAKESHI さんのもとに送り込んだのです。 
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トライゴーニックのクリスタルは特別なス

ターピープルにつながっていて、皆さんを現

実的な世界で守護する働きを持っています。 

そして、TAKESHI さんたちと同じ場所にい

る人達のエネルギーの浄化を行ってくれま

す。」 

 

確かに、最近非常に珍しいクリスタルを仕入

れる事ができ、昨日私のもとに送られてきた

ばかりでした。 

私達は、トライゴーニックと呼ばれる逆三角

形の模様を持つクリスタルをさっそく浄化

して、太陽が当たる場所に置き、私達が、東

京ディズニーリゾートに行っている間に十

分な光を当ててエネルギーを高めようと思

っていたのです。 

 

このトライゴーニックのシンボルを持つク

リスタルは、肉体と心そしてスピリットの統

合と浄化を行う働きがあります。 

今回は、クリスタルのコレクターの方から

20年以上も保管していたトライゴーニック

クリスタルとレムリアンシード、レコードキ

ーパー入りのクリスタルを 20 個ほど譲り

受けたのです。 

 

さっそく私のもとに来たばかりのトライゴ

ーニッククリスタルが活躍する時が来たよ

うです。 

恵理さんには、トライゴーニッククリスタル

から力強い姿をした騎士のような存在が出

てきた様子が見えているようです。 

私達は、彼らをトライゴーニック騎士団と名

付け、トライゴーニッククリスタルの中から

1 個を選び、一緒に東京ディズニーリゾート

へ連れて行く事にしました。 
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PART3 東京ディズニーリゾートのダー

クドラゴン 

 

私達は東京に行く飛行機を待つ間、この先何

が起きるの、創造主が東京ディズニーリゾー

トで何を行いたいのか、じっくりと聞く事に

しました。 

 

「TAKESHI さん、恵理さん、お 2 人に大

変なご迷惑をかけてしまい申し訳ありませ

ん。 

私達は、皆さんが東京ディズニーリゾートに

行っている間に、東京ディズニーリゾートに

来た人たちのゲートを通して、その人だけで

なく、その人の家族や友人、同じ職場の人達

のエネルギーの浄化や分離作業を行いたい

と考えているのです。 

 

確かに、「宇宙に闇をもたらす創造主」達が

作った地球人をコントロールするシステム

は破壊しましたが、多くの地球人が今までと

同じように、自由を謳歌する事なく、捕らえ

られた奴隷のように、誰かの支配を受けたま

ま暮らしているのです。 

皆さんはもうすでに解放され、自分の自由意

思で生きていけるのですが、地球人の心には

何も変化が起きないのです。 

私達はそれがどうしてなのかという事を探

っています。 

 

そして「宇宙に闇をもたらす創造主」達が作

ったシステムやダークピープル達と皆さん

１人１人を切り離したいと考えています。 

先日もお話ししたように「宇宙に闇をもたら

す創造主」達の影響を地球の人達から取り除

けば、およそ３割以上の人達が、光が多い世

界へといけるはずなのですが、全くと言って
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いいほど、新たに光の世界に来る人達が少な

いので、直接スターピープル達が、地球人を

導きたいと考えているのです。」 

 

確かに創造主の言う事は間違ってはいない

ようです。 

東京ディズニーリゾートには、毎日５万人か

ら７万人くらいの方が来園されます。 

私達は、今回４日間東京ディズニーリゾート

に行く予定にしていますので、おおよそ２０

万人以上の人々と東京ディズニーリゾート

という一つの空間の中に一緒にいる事にな

ります。 

 

日本中探しても、これだけ異なる年齢層や国

籍の人たちが同じ場所に集うところはない

でしょう。 

スターピープルや創造主にすれば、同じ場所

でこれだけ多くの人々のゲートを使って、

人々の浄化と分離が行える場所はないこと

になります。 

 

しかも 1 人の人から、その家族や友人、職

場仲間へと浄化と分離の輪を広げていけば、

２０万人から２百万人、あるいは２千万人以

上の人達が、創造主の光を受け取ることがで

きるのではないかと思います。 

 

そして日本やアジアを中心として数えきれ

ないほどの人達が、浄化され自分達が進むべ

き道に向かって歩み始める事ができるよう

になるのです。 

創造主やスターピープル達にしてみれば、今

までかなり遅れてしまったアセンションを

一気に進める大きなチャンスと考えている

のかもしれません。 
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「それで私達は何をしたらよいのですか。」

と尋ねました。 

「TAKESHI さんたちは、東京ディズニーリ

ゾートで何も考えずに楽しんでいてくださ

い。 

後は、私達がやりますから。」 

と創造主は答えてくれましたが、そのように

言われて何もなかった事は今までにありま

せん。 

いつ、サイキックアタックが来るか分かりま

せんので、注意深く過ごす事にしたいと思い

ます。 

 

私達は、美輝が生まれて初めて飛行機に乗っ

て旅行しました。 

もともと東京育ちの恵理さんは東京ディズ

ニーリゾートが大好きですので、4 月頃から

美輝にディズニーパレードやショーの動画

をインターネットで見せたり、リトルマーメ

イドの DVD を購入してよく見せていまし

た。 

 

美輝もディズニーの知育番組である「ミッキ

ーマウス・クラブハウス」という番組が大好

きでアマゾンや購入した DVD をみて楽し

んでいます。 

2 人にとっては夢にまで見た東京ディズニ

ーリゾートですから、何事もなく過ごせれば

よいのですが。 

 

初日は午後 3 時頃、ディズニー・シーにつ

きました。 

お目当てはもちろんリトルマーメイドの舞

台となったマーメイドラグーンと海上を船

で回るハピエストセレブレーションとよば

れる海上パレードです。 
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さまざまなアトラクションもあるのですが、

恵理さんが妊娠しているために、妊婦さんで

も乗れるものしか利用できません。 

 

最初に行った場所は、もちろんマーメイドラ

グーン、２人とも歌やダンスが好きなので、

アリエル達がコンサートを行ってくれるマ

ーメイドラグーンシアターに直行して楽し

いショーを見せてもらいました。 

 

2 日目も恵理さんのお母さんと合流して、ミ

ッキーのショーやドリーミングアップのパ

レードを見たり、キャラクターたちのお家で

写真撮影をしたりして楽しんでいました。 

しかし、私達がホテルに帰る前、ディズニー

ランドで食事をしているときに、大きな闇の

エネルギーが襲いかかってきました。 

 

食事ができるのを待つ間から、恵理さんの体

がしびれてきたり、美輝が大きな声で泣き始

めたのです。 

何か、私達のエネルギーが吸い取られていく

ような感じです。 

 

スターピープル達を呼び出して調べてもら

うと、地中に隠れていた大きなダークドラゴ

ンが、ディズニーランドから変える人達のエ

ネルギーを大きな口をあけて奪い取ってい

るのです。 

家に帰る人は、ディズニーランドで楽しんで、

お土産を選んだりしている時間です。 

夜のパレードをみて、少しばかり興奮してい

ますので、自分達のエネルギーが奪われてい

る事など、到底気づきません。 

 

このドラゴンの事を調べていたスターピー

プルが私に報告に来ました。 
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「TAKESHI さん、もともとこのドラゴンは、

この場所を守る守護龍のような存在だった

のですが、「宇宙に闇をもたらす創造主」の

力により、このようなダークドラゴンに変え

られてしまったのです。 

そしてここに来る人のエネルギーを奪い取

り、それを「宇宙に闇をもたらす創造主」に

よって作られたダークピープル達の活動源

にしていたようです。 

このドラゴンは、決して悪い存在ではなかっ

たのですが、非常に残念です。」 

 

「私達が、東京ディズニーリゾートに行く前

に見つけたドラゴン達を操っていた存在に

よって、このドラゴンも利用されていたので

すね。 

それでは、このドラゴンに創造主の光を送り、

元のドラゴンに戻してあげましょう。 

そして、ほかにもこのようなドラゴンがいな

いか探し出して、元に戻してあげてくださ

い。」 

私の言葉を聞くと、スターピープル達は東京

ディズニーリゾートの隅々を探し、ドラゴン

達が残っていないか確かめています。 

 

そしてしばらくすると、東京ディズニーリゾ

ート全体に創造主の光が降り注いできまし

た。 

先ほどのドラゴンも、黒い闇のエネルギーを

脱ぎ捨て、優しい光のドラゴンに変わってい

きました。 

すると美輝ちゃんも泣き止み恵理さんの体

の痛みやしびれもなくなってきたようです。 

 

その後 2 日間、ディズニーランドやディズ

ニー・シーを回りましたが、ディズニーラン

ドでは西武開拓の街並みを模倣したウエス

タンランドや野生のジャングルを模倣した
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アドベンチャーランド、遊園地のような乗り

物がたくさんあるファンタジーランドなど

でも、世界各地にあるそのような場所やその

時代のエネルギーとつながっていますので、

そのゲートを利用してさまざまなエネルギ

ーを処理していきました。 

 

またディズニー・シーでもアメリカンウォー

ターフロントやアラビアンコーストなどの

ゲートから、人々のスピリットを救いだした

り、エネルギーの処理を行っていました。 

 

今回の東京ディズニーリゾートへの旅行は、

ここにきている人達はもちろん、ここにきて

いる人達のゲートを使って、より多くの人々

のスピリットを「宇宙に闇をもたらす創造主」

やその部下であるダークピープル達から解

放し、光の世界に導く事が目的のようでした。 

 

東京ディズニーリゾートも、1 日目よりは 2

日目、そして 3 日目、4 日目と日を追うご

とにエネルギーがきれいになり、そこに集う

人たちにも優しい笑顔が見られるようにな

ってきました。 

この中で、どれほどの人が光 40％台の世界

から救い出され、光が多い世界に行けたのか

はわかりませんが、これから創造主とスター

ピープル達の仕事が進むにつれ今まで以上

に、光が多い世界に行く人が増える事は間違

いないようです。 
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PART「宇宙に闇をもたらす創造主」が生み

出した闇の創造主達 

 

私達は、4 日間の東京ディズニーリゾートの

旅行から疲れ果てて帰ってきました。 

これでいろんな事が収まるのかな、と思って

いましたが、なかなかそうはいきません。 

 

帰ってきてからも美輝が元気をなくし、下痢

をするようになったのです。 

いつもは広い託児所の中を隅から隅まで走

り回るのに、この日に限って託児所の中でご

ろごろして元気がありません。 

次の日も、体力が無いのにお外に行こうと言

います。 

 

スターピープル達に調べてもらうと、私達の

自宅に大きな闇のエネルギーと繋がるゲー

トが見つかりました。 

「宇宙に闇をもたらす創造主」達が私達の宇

宙から退散し、彼らが作り上げたダークピー

プルや人々のスピリットを捕えるシステム

も大方破壊したはずなのに、私達を襲うサイ

キックアタックは止む事がありませんでし

た。 

 

その原因の一つが、私達の自宅と光 40％台

の世界に繋がっているゲートのせいだった

のです。 

このゲートが開いていることによって、私達

の家に、常に光 40％台の世界の闇のエネル

第 5 章 「宇宙に闇をもたら

す創造主」の末路 
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ギーが流れ込み、私達家族が体調を崩してい

たのです。 

 

私はすぐにこのゲートを閉じるようにスタ

ーピープルにお願いしました。 

するとロッド星人が私達に報告してきまし

た。 

「TAKESHI さん、このゲートは私達の力で

は到底閉じる事が出来ないような大きな力

で守られています。 

これは、創造主の皆さんに相談された方が良

いのではないかと思います。」 

 

「宇宙に闇をもたらす創造主」が退散したと

しても、これだけ大きな闇のゲートを閉じる

事が出来ないというのは、「宇宙に闇をもた

らす創造主」が生み出した闇の創造主が隠れ

ているに違いありません。」 

しかしながら、このゲートからくるエネルギ

ーのために美輝だけでなく、今度生れてくる

子供にまで影響が出てしまっては困ります。 

 

私は「第 21 評議会の創造主」を呼び出しま

した。 

「創造主よ、私達の家に開いているこのゲー

トを閉じてもらえませんか、美輝や恵理さん

の体調が悪くなってきているのです。 

もうすでに「宇宙に闇をもたらす創造主」や

彼に追従するダークピープル達もだいぶ少

なくなってきたはずですから。」 

 

そうすると創造主から思いかけない言葉が

返ってきました。 

「TAKESHI さん、もうしばらく待ってくだ

さい。 

私達はこのゲートを使って「宇宙に闇をもた

らす創造主」達の仲間が隠れていないか探し

ているのです。」 
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私は、内側から大きな怒りが生まれてきまし

た。 

また彼らは、私の家族を犠牲にしようとして

いる。 

 

「創造主よ、あなたは「宇宙に闇をもたらす

創造主」の処理を行うに当たって私達に迷惑

をかけないといったではないですか、すぐに

ゲートを閉じてください。」 

「TAKESHI さん、そうは言われても、物理

世界にいる皆さんを通してではないと、物理

世界に隠れている存在を見つける事が出来

ないのです。 

もうしばらく我慢してください。」 

 

私達の会話をスターピープル達も、どうなる

事かと見守っています。 

「いえ、すぐに閉じてください。 

そうしないと私達は協力できません。」 

考えてみれば、地球人ごときがいくつもの宇

宙を統治する創造主に良く言えたものだと

思います。 

「そのかわり、今から私達が、物理世界に隠

れている存在達を見つけ出します。」 

その言葉に創造主も安心したようです、ゲー

トを閉じ始めました。 

 

私は、創造主と多くのスターピープル達、そ

して大天使達に声をかけます。 

「これから物理世界に隠れている存在を見

つけに行きます。 

創造主とスターピープル達はすぐに準備を

してください。 

そして大天使達は、私と家族をしっかり守護

してください。」 

勿論、創造主もスターピープルも準備万端で

す。 
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私はピカフラシュにお願いして、私達の家の

下に空いているゲートから探索します。 

家の下に空いているゲートから中に入って

いったピカフラシュは、地球のコアに入って

いきました。 

 

今までも何度も、地球のコアには入りました

が、今私達の前に広がっている地球のコアは

今まで見た事もありません。 

おそらく、これは光 40％台の世界のコアだ

と思いますが、地球のコアは力を使いつくし

たように荒れ果てて光が今にも消えそうで

す。 

 

「宇宙に闇をもたらす創造主」によって隠さ

れていたか、私達がいままでコアの幻想を見

せられていたか、どちらかでしょう。 

 

地球のコアに通じるいくつものトンネルの

中には、たくさんのダークドラゴンが隠れて

いて、地球のコアのエネルギーをむさぼり取

っていました。 

 

そして必要に応じて、ここから外に出て地球

に対してネガティブなエネルギーを放出し

地球のエネルギーを混乱に満たしていたよ

うです。 

そうすると地上では火山噴火や地震などが

起きることになります。 

 

私はすぐに、エルエルやエルナエルを中心と

したシェンロン達のグループを呼びました。 

お腹にいる子供はもともとドラゴン使いな

ので、この子の仲間のドラゴンたちも沢山や

ってきました。 

 

そして、大きな地響きをたてて、ドラゴン達

の激しい攻防が始まりました。 
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スターピープル達も助けに入りますが、ドラ

ゴンたちのパワフルな戦いには圧倒されて

います。 

 

創造主達の光がこの場所に流れ込むと、私達

のシェンロンの力が増し、ダークドラゴンた

ちを抑え込みました。 

創造主達は、ダークドラゴン達を光に返すと、

ドラゴン達を操っていた存在を探すために

コアの奥に進みます。 

 

するとその奥にはさらに「宇宙に闇をもたら

す創造主」が作り出した偽の創造主が隠れて

いました。 

赤い目をして怒りの形相で私達をにらんで

いましたが、「宇宙に闇をもたらす創造主」

がいない今、彼らの力はそれほど大きなもの

ではありません。 

「第 21 評議会の創造主」によってすぐに光

に返されてしまいました。 

 

この偽の創造主のエネルギーを辿ると、私達

は光 40％台の世界に入っていきました。 

私はすぐにこの世界を統治する「闇の創造主

を統治する創造主」を呼び出しました。 

彼は初めから私達と共に行動している仲間

で、この光 40％台の世界は彼が統治する世

界なのです。 

 

「「闇の創造主を統治する創造主」よ。 

まだ「宇宙に闇をもたらす創造主」が生み出

した存在がこの世界に隠れているようです

ね。 

心当たりはありませんか。」 

 

「確かに光40％台の世界の浄化は順調に進

んでいる訳ではありませんが、私にもその原

因が分からないのです。 
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皆さんに協力していただいて、その原因が特

定できれば助かります。」 

 

私達はピカフラシュと共に、先ほどの創造主

のエネルギーを辿り続けます。 

さらに深い闇の中を辿り、行きついた先に

「宇宙に闇をもたらす創造主」が作り出した

5 人の闇の創造主達が見つかりました。 

 

彼らは、私達の宇宙の創造主達にその姿やエ

ネルギーの質を似せて作られた存在ですの

で、彼らよりも能力が低い創造主には、彼ら

が「宇宙に闇をもたらす創造主」によって作

られた創造主であることを見破ることはで

きません。 

そして光 40％台の世界の裏に隠れ、この世

界を操っていたのです。 

 

「なるほど、このような存在が裏に隠れてい

たために、光 40％台の世界でおかしな事が

起きていたのですね。 

私達はもうすぐ TAKESHI さん達ともお別

れですので、その前に見つける事ができてよ

かったです。」 

 

「「闇の創造主を統治する創造主」よ、この

創造主達はあなたの力で見つけ出す事が出

来なかったのですか。」 

と私は問いました。 

「TAKESHI さん、とんでもない、この創造

主達は私よりもはるかに強い力をもってい

ます。 

私も今までは無事でよかったのですが、いつ

消されてもおかしくない状態でした。」 

. 

私は「第 21 評議会の創造主」に聞きました。 

「この創造主達は、どのくらいの能力を持っ

ているのですか、」 
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「彼らはおよそ第19から20評議会に対応

する創造主です。 

おそらく「宇宙に闇をもたらす創造主」が、

自分達の世界から連れてきたか、皆さんの宇

宙の創造主を模倣して作られた創造主でし

ょう。 

この創造主達は、私が調べ終わったら光に返

しましょう。」 

彼らは「第 21 評議会の創造主」に捕えられ、

連れて行かれました。 

 

 

 

PART2「宇宙に闇をもたらす創造主」によ

って生み出された闇の宇宙 

 

私達は、しばらくして私の家に戻ってきまし

た。 

私の家に開いているもう一つのゲートを調

べるために、再び体制を整えます。 

自宅の天井近くに開いているゲートをピカ

フラシュが辿ると、様々な世界を通り越して、

地球の物理世界を離れていきます。 

そして、さらに進むと地球のスピリチュアル

次元の中に、とても力が強い創造主が見つか

りました。 

 

その創造主を目にした「第 21 評議会の創造

主」はあわてて「第 23 評議会の創造主」を

呼び出しました。 

もしかしたら、これは「第 21 評議会の創造

主」では手におえない、とても危険な創造主

なのかもしれません。 

 

「第 23 評議会の創造主」はすぐに現れると、

逃げ隠れする創造主を追い詰め捕まえまし

た。 
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この創造主は、今まで見た事がない創造主で

すが、どの創造主よりも「宇宙に闇をもたら

す創造主」によく似ています。 

 

私は、「第 21 評議会の創造主」に、この創

造主の事について問いました。 

すると、この創造主が捕まえられた事に安心

した「第 21 評議会の創造主」が答えます。 

 

「この創造主は、今までに見たことがないほ

どの強い力をもっています。 

もしかしたら私と同等の力をもっているか

もしれません。 

そして何よりも、この創造主の裏には、あの

「宇宙に闇をもたらす創造主」達のエネルギ

ーが直接繋がっているようなのです。 

おそらく、この創造主は先ほどの 5 人の創

造主達はもちろん、そのほかの闇の創造主や

ダークピープル達を操っていたと思われま

す。」 

 

「第 23 評議会の創造主」は、この創造主を

捕まえて調べています。 

「「宇宙に闇をもたらす創造主」は、私達の

宇宙から撤退したように見せて、この創造主

を使って、天の川銀河に残してきた創造主や

ダークピープル達を操っていたようです。 

それがどの様な理由だったのか、確かめない

といけません。 

そして「宇宙に闇をもたらす創造主」を産み

出した第 24 評議会の創造主様に報告して

対処をお願いしたいと思います。」 

 

私は「第 23 評議会の創造主」の創造主に尋

ねました。 

「「宇宙に闇をもたらす創造主」が私達の宇

宙にたいしてこれほどの事をおこなったの
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ですから、彼らはもう光に返されても良いの

ではないですか。」 

 

「第 23 評議会の創造主」は、私の顔をみて

残念そうに答えました。 

「「宇宙に闇をもたらす創造主」は、あまり

にも偉大で古い創造主です。 

彼らの功績も大きく、彼らを慕う創造主も数

多くいます。 

彼らが行った事に比べれば、この天の川銀河

で起きた事はあまりにも小さい事です。 

例えて言うならば、大きな海の一滴のしずく

にしかすぎません。 

その一滴のしずくが汚れているからと言っ

て、海全体を消す事はできないでしょう。 

TAKESHI さんの気持ちも分かりますが、全

ての創造主が納得するだけの証拠を見つけ

ないと、彼らを光に返す事は出来ないので

す。」 

 

私は、自分勝手な事を言ってしまった自分を

恥ずかしく思いました。 

私は「宇宙に闇をもたらす創造主」の事など

何も知らないのに、自分達が受けた仕打ちだ

けを考えて、彼らを光に返す事を求めてしま

ったからです。 

そのような事では、私自身がスターピープル

になる事はできません。 

 

私達は再び、「宇宙に闇をもたらす創造主」

が行った事の痕跡を見つけるために、恵理さ

んに送られてくるネガティブなエネルギー

を徹底して調べ始めました。 

 

すると恵理さんの脚と背中から「宇宙に闇を

もたらす創造主」が付けたと思われるコード

が見つかりました。 
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このコードは「宇宙に闇をもたらす創造主」

が作った偽の創造主やダークピープル達に

繋がれており、私達の行動を監視したり、サ

イキックなアタックを行う事に利用されて

いたようです。 

 

私達は、スターピープルからの提案でそのコ

ードを逆にたどり、私達の宇宙に隠れている

ダークピープル達を見つけ出す事にしまし

た。 

さすがに「宇宙に闇をもたらす創造主」が作

った偽の創造主達は、今までたくさん処理し

てきましたので出てきませんでしたが、たく

さんのダークピープル達が、まだ私達の地球

の中に隠れていましたのでコードと共に光

に返していきました。 

 

しかしどうしても処理できないエネルギー

が恵理さんの背中にへばりついていました。 

黒いもやもやとしたエネルギーが恵理さん

のビジョンを妨げ、そのエネルギーが繋がっ

ている先を辿る事を妨害しています。 

しかし、このエネルギーからはけた違いに大

きなネガティブなエネルギーが恵理さんの

元に流れてきますので、今までのコードとは

性質が違うようです。 

 

恵理さんもこのコードから流れ込んでくる

エネルギーによってお腹が痛くなったり体

がしびれてきていますので早くこのエネル

ギーの源を探し出して処理しないと、お腹の

子供に大きな負担がかかり危険な状態にな

ってしまいます。 

 

このままでは、私達の宇宙にとても大きな闇

のエネルギーが流れ込んできますし、太陽種

族の子供たちが生まれてくる事の障害にも

なります。 
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このエネルギーは私達の宇宙だけでなく、他

の宇宙から来ている可能性もあるので、ピカ

フラシュを「第 23 評議会の創造主」によっ

て強化してもらい、このエネルギーを追いか

ける事にしました。 

 

ピカフラシュは、しばらくこのエネルギーを

調べていたようですが、エネルギーの分析が

終わると今までにないスピードで、天の川銀

河を抜け、私達の宇宙を出て他の宇宙へと入

っていきました。 

 

今までのピカフラシュではさすがにそこま

ではできませんが、いくつものマルチバース

を統治する「第 23 評議会の創造主」の力を

得た事で、他の宇宙（マルチバース）へも出

る事が出来たようです。 

 

私達も、ピカフラシュから送られてくる映像

をもとに、その世界を見ています。 

おそらく「第 23 評議会の創造主」がピカフ

ラシュと共に、エネルギーが送られてくる場

所へ向かっている事でしょう。 

 

ピカフラシュから送られてくる情報によっ

て、恵理さんにまとわりついていたエネルギ

ーは、現在、漆黒の宇宙となった場所から送

られてきている事が分かりました。 

 

この宇宙も本来は光の宇宙になるはずだっ

たのですが「宇宙に闇をもたらす創造主」の

支配によって、闇の宇宙へと変えられてしま

ったようです。 

この宇宙の詳しい事は私達では分かりませ

んが、私達の宇宙よりもさらに大変な世界に

なっている事は予想できます。 
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そして、地球に入り込んでいた巨大ダークピ

ープル達がこの宇宙のいたるところ存在し

ている様子をみると、「宇宙に闇をもたらす

創造主」は、私達の天の川銀河も、この漆黒

の宇宙となってしまった宇宙と同じように

闇の宇宙にしようとしていたようです。 

 

「宇宙に闇をもたらす創造主」は、すでに闇

の宇宙となってしまった世界から、これから

闇の世界にしようとする宇宙に対してエネ

ルギーを繋ぎ、闇のエネルギーをどんどん送

り込んでいきます。 

そして私達の宇宙にもいたような巨大ダー

クピープル達もたくさん遣わして、その宇宙

を影で支配し、漆黒の闇の宇宙にする準備を

しているのです。 

 

さらに調べると、巨大な宇宙のいたるところ

に、闇のエネルギーラインが繋がれて、多く

の宇宙が漆黒の闇の宇宙に変わっていた事

が判明しました。 

しかも「宇宙に闇をもたらす創造主」はこの

闇のエネルギーラインを自分達から切り離

し、一つの宇宙が闇の多い宇宙に変わったの

は、まるで自然現象であるかのように見せか

けて、自分達の関わりを隠していたようです。 

 

「第 23 評議会の創造主」がその様子を見て

私達に言いました。 

「「宇宙に闇をもたらす創造主」が、天の川

銀河に対して支配的な行動を行っていたの

は、例外的な事だろうと私達は考えていたの

ですが、そうではない事が分かりました。 

私達は、いくつかの宇宙が途中で闇の宇宙に

なる事を見てきましたが、時折そうなる事も

ありますので、格別に不思議な事とは思って

いませんでした。 
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しかし、最近頻繁にその事が起こるので、お

かしいと思っていたのですが、彼らが関わっ

ていた事が今回はっきりとわかりました。 

この件は、もうすこし私達で調べてみます。 

TAKESHI さん、恵理さん、本当にありがと

うございました。」 

 

「第 23 評議会の創造主」はそのように言う

と、恵理さんにまとわりついていたエネルギ

ーをきれいに処理して戻っていきました。 

 

 

 

PART3「宇宙に闇をもたらす創造主」の本

心 

 

暫くすると「第 23 評議会の創造主」が、私

達の前に現れて「宇宙に闇をもたらす創造主」

の事について報告してくれました。 

 

「TAKESHI さん、皆さんの協力によって

「宇宙に闇をもたらす創造主」が行ってきた

事がだいぶ判明いたしました。 

彼らは、いくつもの宇宙に自分達の部下とな

る闇の創造主を産み出して大きな組織を作

り上げていました。 

皆さんの宇宙でも、たくさんの創造主やダー

クピープルが「宇宙に闇をもたらす創造主」

によって作り出されていましたが、複数の宇

宙で同じような事を行っていた事が分かっ

たのです。 

これから「宇宙に闇をもたらす創造主」の取

り調べをおこないますので、TAKESHI さん

も一緒にいてください。」 

 

「第 23 評議会の創造主」は「宇宙に闇をも

たらす創造主」の取り調べに私も参加するよ

うに言ってきました。 
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現在彼は、私達の宇宙とは遠く離れた宇宙で、

自分達の行動を制限されているはずです。 

暫くすると「第 23 評議会の創造主」が、自

由に移動できない私のために、「宇宙に闇を

もたらす創造主」を、私達の世界に連れてき

てくれました。 

 

最初は「第 23 評議会の創造主」が「宇宙に

闇をもたらす創造主」を調べていたのですが、

つい私が横から口を出したために、私も取り

調べに関わる事になりました。 

 

「「宇宙に闇をもたらす創造主」よ、皆さん

の本来の目的は、創造主や物理世界にいる種

族たちが成長するために障害を与える事で

すよね。」 

「その通りです。」と「宇宙に闇をもたらす

創造主」が答えました。 

 

「それなのに、皆さんは私達地球人のみなら

ずスターピープル達のスピリットまで捕え、

私達の進化の妨害をしました。 

これは創造主としてあるまじき行為である

と思いませんか。」 

「まあ、そういう事も必要であるという事で

す。」 

 

「しかし、皆さんは一度私達の宇宙から撤退

すると約束しましたが、皆さんが残した創造

主を通じて、私達の宇宙をコントロールし続

けていましたが、これはなぜですか。」 

 

「私達は、皆さんの宇宙をコントロールする

つもりはありません。 

ただ監視していただけです。」 

「なぜ撤退した創造主が、私達を監視する必

要があるのですか。」 
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「地球人や天の川銀河の種族たちが愚かな

行為をしない為です。」 

 

なかなか理論家です。 

私などが敵う相手ではないようです。 

その時、不思議な事が起きました。 

「「宇宙に闇をもたらす創造主」よ、あなた

達の本当の目的はなんですか。」と聞いたと

き、「宇宙に闇をもたらす創造主」が今まで

とは全く違った反応をしました。 

 

「私達は漆黒の宇宙を作りあげたいのです。 

地球は闇から生まれた星ですので、アセンシ

ョンに失敗すれば、地球は闇の星となり、そ

のエネルギーに引きずられて、天の川銀河や

皆さんの宇宙は漆黒の闇の宇宙になります。 

私達はその闇の宇宙が見たいのです。」 

 

いったいどうしたというのでしょう。 

いままで自分達がおこなってきた事を一切

認めなかった創造主が、まるで自白薬を飲ま

されたように、本当の事をしゃべり始めたの

です。 

私はさらに追及する事にしました。 

 

「それでは「宇宙に闇をもたらす創造主」よ。 

あなたは、自分自身が、闇の宇宙をみたいが

ために、天の川銀河を支配したというのです

か。」 

 

「天の川銀河はとても魅力的な場所です。 

この銀河には光と闇の対立がいつでも起き

ています。 

この銀河が、漆黒の闇の銀河となれば、その

ほかの銀河も連鎖的に闇の銀河となるでし

ょう。 

そのために、皆さんの宇宙を徹底してコント

ロールしました。」 
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「皆さんが行ってきた事は、天の川銀河に住

む人々の意思に反した事であるとは思いま

せんか。」 

「天の川銀河に住む人々の意思は、光に向か

う人と闇に向かう人では異なります。 

私達には、闇に向かう人々のほうが多いよう

に思われましたので、そのような人々の意思

を尊重しました。」 

 

「それでは、あなた方創造主の本来の目的は

なんなのですか。 

人々や宇宙を成長させ進化させていく事で

はないのですか。」 

「人々には様々な進化があります。 

闇の多い世界では、闇を深くする事も進化の

一つの道です。 

それは今までとは異なる進化かもしれませ

んが、とても興味深い道であると思います。」 

 

「そのために、天の川銀河だけでなく、いく

つもの宇宙を闇に引きずり込んだというの

ですか。」 

「そうです。 

闇の多い宇宙はとても魅力的です。 

私達はそのような宇宙を作りたいと思って

います。」 

 

この事が明らかになると、「宇宙に闇をもた

らす創造主」達を作った「第 24 評議会の創

造主」は、「宇宙に闇をもたらす創造主」達

を光に返す事に対して第 21 評議会以上の

創造主達で話し合う事を決定しました。 

「宇宙に闇をもたらす創造主」達は、第 22

評議会レベルの位置にいますので、上の創造

主の独断で光に返す事はできないそうです。 
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第21評議会から第24評議会に属するすべ

ての創造主を集め、創造主全員で話し合って

から処理を決めなければ「宇宙に闇をもたら

す創造主」を援護する創造主達に不満が残り、

大きな問題が起きてしまうからだそうです。 

 

しかしながら、最終的には各評議会合同の会

議の結果「宇宙に闇をもたらす創造主」は大

いなる光のもとに帰る事になりました。 

そして「宇宙に闇をもたらす創造主」が作り

上げた闇の創造主やダークピープル達も全

ての宇宙から撤退させ、光に返す事になりま

した。 
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PART1 地球人の遺伝子を修正する未来

種族 

 

「宇宙に闇をもたらす創造主」が「第 24 評

議会の創造主」のもとに隔離され取り調べを

受ける事になった時点から、彼らを慕う創造

主達やダークピープル達が私達に向かって

サイキックアタックをさらに仕掛けてくる

ようになりました。 

 

それは「宇宙に闇をもたらす創造主」によっ

てあらかじめ仕掛けられていた事でもある

のですが、彼らにしてみれば「宇宙に闇をも

たらす創造主」は自分たちの親のような存在

です。 

その大切な親を私達が光に帰してしまった

ことに対して彼らは怒っているのです。 

まとわりついてくる彼らのアタックには、私

達はもう辟易としています。 

 

しかし、危険な事は、彼らのアタックにより

妊娠している恵理さんの体調がすごく悪く

なったことです。 

この頃、恵理さんは、今まで以上にお腹が張

ったり、体に痛みが起きるようになってしま

いました。 

恵理さんの体から「宇宙に闇をもたらす創造

主」が付けた闇のエネルギーコードは外した

のですが、人々の感情を使って、私達にサイ

キックアタックをかけてきている存在がま

だ残っているようです。 

 

第 6 章 古代の地球種族の復

活 
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私達はその頃「第 23 評議会の創造主」から

使わされたスターピープルと一緒に活動す

るようになりました。 

私達が「クリッター」と呼ぶスターピープル

達は、非常に高い医学技術と IT や人工知能

などに関する技能を持っており、「宇宙に闇

をもたらす創造主」によっておかしくされて

しまった地球と天の川銀河の種族達を本来

あるべき姿へと戻すために、私達の世界へや

ってきてくれました。 

 

「宇宙に闇をもたらす創造主」によって、私

達の遺伝子には変更が加えられ、優秀なスタ

ーピープルの遺伝子が活性化して、私達が進

化することを妨げられるようになっていま

した。 

そして地球人特有の物理世界に対する欲望

や野心、暴力や差別などを好む遺伝子などが

加えられていたのです。 

 

それは、地球人だけでなく天の川銀河のスタ

ーピープル達にもいえることでした。 

程度の差はあれ、それぞれの種族の意識進化

や特殊な能力が発揮できないように、遺伝子

を変更されていたのです。 

 

「クリッター」達は、私達やスターピープル

の遺伝子や体を、本来あるべき姿に修復する

ためにやってきてくれました。 

そして彼らは「宇宙に闇をもたらす創造主」

によってスターピープルからダークピープ

ルに落とされた種族の人々も救出し、彼らの

遺伝子を元に戻す事で、スターピープルに戻

るためのサポートをしてくれます。 

 

私達も、度重なる闇の創造主やダークピープ

ル達からのサイキックアタックで傷んだ体

も彼らに修復してもらっています。 
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「クリッター」達がどの時代から来たのか聞

いてみました。 

「私達の先祖は、皆さんから生まれた太陽種

族です。 

ある時期に、太陽種族は天の川銀河を中心と

して活動するグループと天の川銀河にこだ

わらずもっと広範囲で活動するグループに

分かれました。 

天の川銀河を中心として活動するグループ

は、肉体を持って活動するスターピープル達

も中にはいますが、もう一つのグループは、

ほとんど肉体から脱却して、さらに自由な立

場で活動するようになったのです。 

私達は後者のグループで、いくつもの宇宙や

星々で私達の助けが必要と思われる場所に

行き、手助けをしています。」 

「クリッター」の一人がそのように答えてく

れました。 

 

私達が「クリッター」と呼んでいるスターピ

ープル達が、太陽種族から生まれたと聞いて、

未来の太陽種族であるフレッドも大喜びで

す。 

太陽種族がさらに進んだスターピープルに

進化していく事を確信する事が出来てうれ

しいようです。 

 

しかも、そのスターピープル達が「宇宙に闇

をもたらす創造主」によってコントロールさ

れていた私達の宇宙のスターピープルを助

けてくれる事になったからです。 

実際、フレッドの遺伝子の中にも「宇宙に闇

をもたらす創造主」によって操作された遺伝

子が見つかり、クリッター達によって修正し

てもらったようです。 
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PART2 古代の地球種族の復活 

 

また「宇宙に闇をもたらす創造主」が光に帰

った事で、封印されていた地球の古代種族の

姿も浮かび上がってきました。 

これは、私達にサイキックアタックをおこな

っていたダークピープル達を調べていた時、

見慣れない姿をしたグループが目に留まり

ましたので、調べた結果分かった事です。 

 

この種族はレムリアやアトランティス、そし

てさらに前のアンドロメダ文明よりもはる

かに古い種族である事が分かりました。 

彼らは、地球に複数のスターピープルの遺伝

子を持った優良種族が産み出された時、優良

種族が地球に適応して進化していく事を助

けるために創造主から作られたのです。 

 

彼らは、地球の意思と深く繋がり、地球や宇

宙に対する祈りを常に行ってきた種族でシ

ャーマンや神官たちの元となる遺伝子を持

った種族でした。 

彼らにより、この地球は統治されていたので

すが、ある時からこの種族の姿を見る事が無

くなったと創造主は言いました。 

 

おそらくレムリアやアトランティス人に同

化したものと思い、創造主もさほど気にして

いなかったようですが、彼らの種族のスピリ

ットは「宇宙に闇をもたらす創造主」によっ

て捕らわれて進化を妨げられていたのです。 

 

彼らは、自分達の文化や考え方を奪われ、他

の地球の民族の肉体に生まれ変わるように

なってしまい、自分達の種族が生まれてきた

理由や目的を全て忘れてしまいました。 
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そして、地球人を進化させないために、長い

間「宇宙に闇をもたらす創造主」とその部下

により抑圧され苦しめられてきたのです。 

 

「宇宙に闇をもたらす創造主」が彼らを隠し

てしまい、創造主やスターピープル達が助け

に来てくれなかったために、彼らは創造主や

太陽種族に対して大きな怒りと憎しみをも

ってしまいました。 

 

そして彼らは「宇宙に闇をもたらす創造主」

から、私達にサイキックアタックを行うため

に、その憎しみと怒りの感情を利用されてい

たのです。 

私達は、表に現れてきたこの種族の感情に触

れる事で、私達の中にも大きな憎しみや怒り

の感情が流れ込み、体調が悪化して倒れてし

まいました。 

 

この種族を産み出した創造主は、この種族が

「宇宙に闇をもたらす創造主」によって封印

されていた事に大きな驚きを覚えたようで

す。 

 

「TAKESHI さん、この種族は地球生まれの

種族ですが、私達が太陽種族を産み出すため

に作り上げた貴重な種族です。 

この種族は地球の意思と深く繋がっていま

すので、この種族が地球の気象のバランスを

取っていたといっても良いでしょう。 

そしてこの種族自身も素晴らしいスターピ

ープルに進化するはずでした。 

ところが、いつしかこの種族の姿を視る事が

無くなりました。 

 

レムリアやアトランティスの神官やシャー

マンたちに移り変わっていったのかなと思

っていましたが、「宇宙に闇をもたらす創造
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主」達によって捕えられ支配されていたとは、

私達も思いつきもしませんでした。 

 

私達は、この種族を失う事により、この種族

を通して地球の物理世界に関わる事が出来

なくなってしまったのです。 

この種族は、今の TAKESHI さん達と同じ

ように、私達と地球の物理世界を繋ぐ大切な

役目を果たしていたのです。 

 

それ以来、私達は地球の中で起きている事が

よく分からなくなってしまいました。 

今考えれば、この種族を捕えて私達から分離

したのは、「宇宙に闇をもたらす創造主」が

地球に入り込み、地球人達をコントロールし

ている事を知られないために、彼らがあえて

行った事だったのです。 

 

私達は、彼らのスピリットを癒し、彼らが再

び、素晴らしい地球の種族として活躍できる

ようにしたいと思いますので、どうか

TAKESHI さん達も協力してください。」 

 

そういう事情がこの種族にはあったようで

す。 

もちろん、私達もこの地球を守ってきた種族

達ですから、放っておくわけにも行きません。 

そしてこの種族を癒し解放する機会はすぐ

に訪れました。 

 

この種族が出てきた日の朝、ある人のアチュ

ーメントを行う事にしていたのですが、創造

主から、その人こそ、この種族のスピリット

を持つ人であると教えられ、その方を通して

この種族の癒しと解放を行う事になりまし

た。 
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私達は、「大天使ミカエルの破邪の剣と大天

使ウリエルの導きの光」のアチューメントを

行い、その方を深い瞑想状態に導くと、その

方は自分の心の扉を開いてスピリットの世

界へと入っていきました。 

その世界を進むと広々とした野原のような

空間が広がり、不思議な集落が見えてきまし

た。 

その集落には多くの光り輝く人達のスピリ

ットが集っているのですが、そのスピリット

達には大きな影が寄り添っていて元気を奪

われているようです。 

 

アチューメントを受けてくれている方と私

は、その集落の奥深い場所に入っていくと、

アメジストのような紫色の大きなクリスタ

ルが浮かんでいます。 

それはこの場所にいるスピリット達のエネ

ルギーと深く繋がっているクリスタルのよ

うです。 

私と彼女は、そのクリスタルに近づき、彼女

はクリスタルに触れました。 

するとその時、クリスタルから大きな光が放

たれ、そこにいるスピリットから寄り添って

いた影が消えていきました。 

 

おそらく創造主が彼女を通して、紫色のクリ

スタルに光を送り込んだのでしょう。 

クリスタルから発せられた光は、ここにいる

種族の人々のスピリットを解放し癒してい

ったのです。 

 

アチューメントが終了して、この事を創造主

に来てみると、やはり創造主がこの種族を

「宇宙に闇をもたらす創造主」から解放し元

の種族に戻すために行った事のようでした。 
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彼らが、元の種族に戻ったことにより、私達

のアセンションもさらに進んでいくことと

もいます。 
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PART1 大阪地震とダークピープル達の

総攻撃 

 

「宇宙に闇をもたらす創造主」が捉えられ光

に返された事で、世界の状況はよくなるかと

思っていましたが、やはり、その事を良く思

わないダークピープル達の執拗な攻撃はさ

らにひどくなってきました。 

先日の 6 月 17 日も、私達の頭痛がひどく

なったり、夢の中で美輝ちゃんが防護服を着

たグループにさらわれそうになりました。 

 

私達の頭痛は人工地震などを起こしている

HAARP などが稼働しているときに良く起

こります。 

私達はすぐに、アシュタールのエレナさんや

第 1 評議会のスターピープル達に連絡して

実情を調べてもらう事にしました。 

 

すぐにエレナさんが戻ってきて私達に報告

してくれます。 

「TAKESHI さん、やはり HAARP が稼働

していたようです。 

すぐに第 1 評議会のスターピープル達のな

かでも IT 関連に強い者たちが向かいました

ので、HAERP の稼働を抑えてくれると思い

ますが、現在いたるところから地球人の感情

のエネルギーが噴出しており、その処理が十

分に出来ていないので、全く何も起こらない

という訳にはいかないようです。」 

 

第 7 章 大阪地震とダークピ

ープルの総攻撃 
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そのあと、またすぐにエレナさんから報告が

ありました。 

「HAARP に向かったスターピープル達か

ら報告がありました。 

今回 HAARP を動かしたり、IT を利用して

地球を混乱させようとしているダークピー

プル達のなかには「宇宙に闇をもたらす創造

主」から力を得ているダークピープル達も沢

山いるようです。 

彼らの仲間達が、創造主や私達から「宇宙に

闇をもたらす創造主」の力を奪われた事に対

してとても怒っているようです。 

そして自分達が持っている力も奪われない

ように、総攻撃をしかけてきた可能性もあり

ます。」 

 

私はすぐに高次の創造主達を呼び出して、ダ

ークピープルから「宇宙に闇をもたらす創造

主」の力を分離してもらう事にしました。 

「エレナさん、彼らのゲートから仲間たちを

次々と探し出し捕えてください。 

創造主にお願いして、彼らから「宇宙に闇を

もたらす創造主」の力を抜き取ってもらいま

しょう。」 

 

「はい、了解です。 

今回はいくつものグループが関わっている

ようですので、第 1 評議会、第 2 評議会の

スターピープル達で手分けして探しますの

でお待ちください。」 

 

以前も地球にいるたくさんのダークピープ

ル達から「宇宙に闇をもたらす創造主」の力

を抜き取った事がありました。 

その時は、「宇宙に闇をもたらす創造主」に

よって作られた創造主や巨大ダークピープ

ル達によって操られていたダークピープル
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達でしたので、組織化されていて捕まえるの

は難しくありませんでした。 

 

しかし、今回のように闇の創造主や巨大ダー

クピープルに直接組織されていない者達の

なかには、まだ「宇宙に闇をもたらす創造主」

の力を持ち続けている者もいます。 

 

エレナさん達は、そのようなダークピープル

達が大挙して出てきてくれた事を喜んでい

ます。 

彼らは、捕まえるのが難しく、まるでテロリ

ストのように隠れて悪事を働き続けるから

です。 

 

今回、地球を混乱させるために自然災害を起

こす事を計画したダークピープル達が次々

と見つかってきました。 

そして未だに「宇宙に闇をもたらす創造主」

の力を持ち続けている者達も捕まえられ、創

造主によって「宇宙に闇をもたらす創造主」

の力が分離され、彼らは普通のダークピープ

ルへと戻っていきました。 

 

しかし気になる事があります。 

この者達を、同時に行動させたものがいるの

ではないかと、言う事です。 

高次の創造主もその事を考えているようで

す。 

「ピカフラシュ、すぐに彼らのエネルギーを

辿り、彼らを操っている者がいないか探し出

してください。」 

ピカフラシュとスターピープル達が動き始

めました。 

 

そしてダークピープル達の潜在意識の中に

隠れていた闇の創造主が現れてきました。 
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その創造主は「宇宙に闇をもたらす創造主」

から作られた創造主達が次々と光に返され

ていく様子をみて、人々の潜在意識の中に隠

れたようです。 

人々の潜在意識も巨大なエネルギーなので、

その中に自分のエネルギーを同調させて隠

れることは不可能ではありません。 

 

その創造主は私達にこう言いました。 

「私が、この世界に残る最後の創造主として、

我々を産み出し育ててくれた創造主様をこ

とごとく葬り去ったお前達に何とか復讐を

しようと試みたが残念だ。 

だが、いつかその日が来るだろう。」 

 

私達は、その日が来ない事を願っているので

すが、これですべてが終わったという保証は

ありません。 

彼が本当に「宇宙に闇をもたらす創造主」が

天の川銀河に残した最後の創造主である事

を、私達は願って止みません。 

彼はすぐに「第 21 評議会の創造主」によっ

て光に帰されていきました。 

 

そして残されたダークピープル達は、「宇宙

に闇をもたらす創造主」も彼によって作られ

た闇の創造主も全ていなくなった事を聞か

され落胆しています。 

 

しかし、彼らの復讐は地球人の潜在意識とも

深く繋がり翌日に大きな地震を起こしてし

まいました。 

それが 6 月 18 日の朝、大阪を襲った「大

阪地震」でした。 

 

私はすぐにアシュタールのエレナさんを呼

んでどうなっているのか聞きました。 



 
 

93 

「エレナさん、昨日 HAARP を稼働させて

いたダークピープル達を見つけて、HAARP

の稼働を止めるようにしたのですが、今日大

阪で大地震が起きたという事は、それが間に

合わなかったのですか。」 

 

「いいえ TAKESHI さん、彼らが狙ってい

たのは大阪の近くにある原子力発電所でし

た。 

彼らは東北大地震によって福島原発が爆発

を起こしたように、今回も大阪から福井にか

けて地震を起こし、原発事故を引き起こそう

としたのです。」 

 

私はエレナさんの答えを聞いて、福島原発の

事故を思い起こしました。 

もし今回、福井原発が大きな事故を起こし、

放射能が拡散されるような事が起こると、日

本の社会にとって立ち直る事ができないほ

どの大きなダメージとなるでしょう。 

 

「そうでしたか、今の日本にとって原発事故

という最悪な状況だけは免れたわけですね。」 

「そうです。 

もし今、原発事故が再び起きれば、日本はど

うしようもないくらい不安定で混乱した状

況になってしまいます。 

その中で日本人達をアセンションさせてい

く事は大変難しくなりますので、原発事故だ

けは止めたようです。 

しかしながら、大阪という場所は、多くの

人々の欲望のエネルギーが集まっている場

所なので、人々の欲望や感情のエネルギーが

発散される必要もありましたので、今回のよ

うな地震が起きたのです。 

私達はこれでも、被害が広がらないように大

天使や多くのスターピープル達で協力して

大阪を守ったのです。」 
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私は福井原発の事故が止められただけでも、

日本は救われたと思いました。 

地震は、その場所に住んでいる人々の潜在意

識と深く関係しています。 

大阪だけでなく、日本全国、あるいは地球全

域で経済的な困窮や政治家たちの腐敗、先が

見えない社会の現状、あるいは個人的な抑圧

に対する不満などのエネルギーが広がって

いますので、世界規模で地震や火山噴火、異

常気象などが相次いでいます。 

 

そのような中、日本でも大きな地震が起きた

としても決して不思議ではありません。 

もしスターピープルや大天使たちの守護が

なければ、大阪地震の被害はさらに大きくな

っていた事でしょう。 

私達は、目に見えないところで私達を守って

くれている大天使やスターピープル達に感

謝しなければなりません。 

 

 

 

PART2 偽装して隠れていた闇の創造主 

 

大阪地震以降も、私達は毎日のようにダーク

ピープル達が仕掛けてきた攻撃にスターピ

ープル達と一つになって対処を続けてきま

した。 

そして捕まえたダークピープル達を通して

「宇宙に闇をもたらす創造主」達から、力を

得て強力になったダークピープル達を探し

だし「宇宙に闇をもたらす創造主」達の力を、

彼らから分離していきました。 

 

また、ダークピープル達が捕まるたびに、「宇

宙に闇をもたらす創造主」が私達地球人を支
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配するために作り上げた仕掛けなども見つ

けて、次々と解放していきました。 

 

大阪地震の翌日に私達に仕掛けてきたダー

クピープル達は、日本の神社などの宗教関係

に関わっているダークピープル達でした。 

日本の神道に関わっている神々の多くはベ

ガ星から来たスターピープル達だったので

すが、天照大御神をはじめ多くの神々が「宇

宙に闇をもたらす創造主」によって闇の力を

入れられ、ダークピープル化してしまいまし

た。 

 

彼らは、本来、日本人達が高い霊性に目覚め

進化していく事を助けるために、ベガ星から

地球に来たのです。 

そして一時期、地球人としての肉体を持って、

日本の神話や神道の教えを作り上げてきま

した。 

 

しかしながら「宇宙に闇をもたらす創造主」

の策略により、地球人から崇拝され、地球人

を支配したいと考えるようになってしまっ

たのです。 

彼らの教えを守る神社も、やがて営利を求め

るようになり、信者たちに依存心を持たせる

など、信者たちの心をコントロールするよう

になってしまいました。 

 

私達と、一時期ともに活躍していた天照大御

神達も、私が再びスピリチュアルな活動を行

うきっかけを作ってくれたのですが、闇の創

造主との戦いが激しくなると、私達に対する

ダークピープル達の攻撃を防御するどころ

か、闇の創造主達の手先となって私達にサイ

キックアタックを仕掛けてきたのです。 
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この事は、第 1 評議会でも大変大きな問題

となり、天照大御神や天の鈿女は、光が多い

世界に行く事ができずに今までの闇が多い

世界を統治する側へと降ろされてしまった

事がありました。 

 

その時は大国主大神だけは「宇宙に闇をもた

らす創造主」からの影響に負けず、私達と行

動を共にしていたのですが、他の神々達は

「宇宙に闇をもたらす創造主」の影響で、支

配欲が強い神々へと変わってしまった事が

判明しましたので私達が作った天照大神や

天の鈿女のアチューメントは、封印される事

になってしまったのです。 

 

しかしながら、今回「宇宙に闇をもたらす創

造主」の影響を、天照大御神やその他の神々

から抜き取った事で、ほとんどの神々が今ま

で持っていた闇の力を発揮する事ができな

くなってしまいました。 

 

その事に対して不満を持ったダークピープ

ル達が、私達に攻撃を仕掛けてきたようです。 

私は太陽種族のフレッドに対処法がないか

調べてもらいます。 

 

「TAKESHI さん、彼らは今まで自分たちの

パワーの源になっていた神々から「宇宙に闇

をもたらす創造主」の力が分離された事で、

自分達の神々の力が無理やり奪われたと思

っています。 

それは、彼らの神々に対する冒涜であり、

神々の信者である自分達に対する辛辣な行

為であると考え、皆さんに怒りのエネルギー

を向けているようです。 

 

この事は物理世界の人と一体となったダー

クピープル達がおこなっている事なので、大
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天使や明王たちの力を強くするしか方法は

ないようです。 

勿論、彼らは私達とはすでに異なる世界に分

離されていますが、現実世界ではまだ交流を

持てる事が問題なのです。」 

 

私達はすぐに大天使と明王たちを呼び出し、

私達の守護をもっと徹底的に行うように言

いました。 

大天使ミカエルが私のもとに来て言います。 

「TAKESHI さん、私達は皆さんをしっかり

と守護したいのですが、どの創造主が行って

いるのか分かりませんが、私達に制限をかけ

ているようです。 

そのために、十分に皆さんを守護する事がで

きません。」 

 

私達の知らない所で何かが起きているよう

です。 

大天使達は、自分達の意思で動いているので

すが、創造主から制限をかけられると大天使

達の力が制限され、自分たちが行うべき行動

が出来なくなるのです。 

もしかしたら、これらのダークピープルを操

って私達にサイキックアタックをかけてき

ている闇の創造主がまだ残っているかもし

れません。 

 

私はすぐに、ピカフラシュ達にお願いして、

ダークピープル達を操っている存在を探す

事にしました。 

スターピープルや創造主達も、問題を察知し

て私達の手伝いをする為に集まってきてく

れました。 

 

私は、ピカフラシュ達が闇の創造主を探して

いる間、気になっていた事を第 1 評議会の
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創造主のリーダーである「光彩の創造主」に

尋ねました。 

「「光彩の創造主」よ、7 月から恵理さんの

スピリチュアル相談室を再開する事になっ

ていますが、恵理さんへの防御は大丈夫です

か。」 

 

「光彩の創造主」は、私から尋ねられて困っ

ています。 

「TAKESHI さん、スピリチュアル相談室の

再開の件に関しましては第 2 評議会の創造

主達とも話し合ったのですが、この計画自体

が、私達よりも上位の創造主による計画なの

で、私達にもその本当の目的が知らされてい

ないのです。 

上位の創造主が何を考え、何を行おうとして

いるのか、私達には分からないので、恵理さ

んに何が起きるか、予測がつきません。」 

 

私達は「光彩の創造主」の思わぬ言葉に考え

込んでしまいました。 

スピリチュアル相談室の再開は、創造主の計

画である事に間違いはないようですが、その

目的が分からないという事は非常に危険な

事なのです。 

場合によっては、強力なダークピープルや闇

の創造主達の直接なアタックが来る事も考

えられます。 

 

「それでは、このスピリチュル相談室の再開

を計画している創造主は誰ですか。 

私達の前に出てきて、その計画を話してくだ

さい。」 

創造主の様子を見ていると第3評議会、第4

評議会の創造主ではないようです。 

 

暫くすると、1 人の創造主が現れてきました。 
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しかし自発的に表れてきたというよりも、指

示を出した創造主を辿ると、この第 5 評議

会の創造主に行きついたという感じです。 

 

「あなたが、スピリチュアル相談室の再開の

指示を出した創造主ですか。」 

「はい、そうです。」 

「その目的はなんですか。」 

「スピリチュアル相談室を通して、まだ救え

る人がいないかどうか、探し出すためです。」 

 

「しかし、相談室に申し込んできた人を通し

て、ダークピープル達からの攻撃があったら

どうしますか。 

しかも、現在大天使達の動きも封じられてい

るようですので、その防御はどうしますか。」 

私達の前に出てきた創造主は沈黙してしま

いました。 

 

この創造主の事を見ていた「第 21 評議会の

創造主」が突然私達に話しかけてきました。 

「TAKESHI さん、この創造主は、皆さんの

宇宙の正当な創造主ではないようです。 

確かにエネルギーそのものは同じですが、こ

の創造主の中に「宇宙に闇をもたらす創造主」

のエネルギーが交じりこんでいますので、お

そらく彼らが作り出した創造主でしょう。」 

 

その言葉に各評議会の創造主は驚いていま

す。 

私は、この創造主が属する第 5 評議会の創

造主のリーダーを呼んでどうなっているか、

尋ねました。 

「私達は、この創造主は、私達の宇宙の創造

主であると思っていました。 

彼は、自ら、自分は創造主と物理世界に生き

る人々を鍛える「闇の働きを持つ創造主」で

あると言っていました。 
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私達も彼の働きを見ていましたが、各段おか

しいところもなく真面目に働いている創造

主でしたので、なんら疑いを持つ事をしてお

りませんでした。」 

 

そこに第 8 評議会の創造主が現れました。 

「TAKESHI さん、実は第 4 評議会から物

理世界にかけて、第 20 評議会以上の創造主

の光が順当に降りて行っていない事が良く

ありましたので、私も独自に調査しておりま

した。 

どうやらその原因はこの創造主にあったよ

うです。 

この創造主が中に入る事で、上の創造主の光

が変質してしまっていたようです。 

この創造主は、あまりにも私達の宇宙の創造

主に似せて作られたので、誰も気づかなかっ

たのでしょう。」 

 

「それでは、このままスピリチュアル相談室

を行っていれば、大変な事になったかもしれ

ませんね。」 

「おそらくそうでしょう。 

この創造主は、今まで目立つ事を一切してこ

なかったのは、他の創造主を信頼させておい

て、最後の攻撃に全てをかけようと思ってい

たからでしょう。 

スピリチュアル相談室が始まる前に、この創

造主を見つける事ができてよかったです。」 

 

私は「第 23 評議会の創造主」に、この創造

主をどのように処理するか尋ねました。 

「私とした事が、このような創造主を見逃し

ていたとは、これは私にとっても非常に残念

な事です。 

しかし、私達が「宇宙に闇をもたらす創造主」

によって生み出された創造主やダークピー
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プル達を一掃したときに、この創造主がどう

して免れたのか不思議です。 

私が引き取って詳しく調べたいと思います。」 

 

「第 23 評議会の創造主」は、「宇宙に闇を

もたらす創造主」によって生み出された創造

主達をすべて処理する立場にあったために、

このように正当な創造主に偽装した創造主

が残っていた事が非常に悔しかったようで

す。 

 

しかし、この偽装した創造主が捕えられた事

で、地球の物理世界にはびこっていた闇のエ

ネルギーも一掃される事でしょう。 

そして「宇宙に闇をもたらす創造主」の力を

もらって強力なパワーを身に着けたダーク

ピープル達は、この創造主から守られていた

ようですが、この創造主が捕まった事により、

次々と力を失い普通のダークピープルに戻

っていく事でしょう。 

 

大天使ミカエル達も、自分達にかけられてい

た制限が取り除かれた事を喜んでいます。 

もしこの創造主に気づかなければ、恵理さん

のスピリチュアル相談室の相談者に成りす

ましたダークピープルが、恵理さんと生まれ

てくる子供に大変なサイキックアタックを

仕掛けてくることは間違いなかったでしょ

う。 

 

あるいは、この創造主自らが、サイキックア

タックを行うことも考えていたかもしれま

せん。 

そう考えると、私達は背筋が寒くなる思いを

しました。 
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PART3 生まれ変わった神々 

 

私達が、そのような話をしているときに、懐

かしいマスター達がやってきました。 

日本の神々として活躍していた天照大御神

や天の鈿女たちです。 

もちろん陽気な大国主も喜びながらやって

きてくれました。 

しかし、今までの天照大御神たちとは全く雰

囲気が異なっています。 

 

「TAKESHI さん、今まで本当にご迷惑をか

けて申し訳ありませんでした。 

私達は、地球の人々をしっかりと指導し成長

させなければならない立場にありながら、

「宇宙に闇をもたらす創造主」の影響によっ

て、自己中心的な神々になってしまいました。 

そして TAKESHI さん達をしっかり守護し

なければならなかったのに、私達を通して闇

のエネルギーが皆さんに流れ込んでしまい

ました。 

 

私達は、高次の創造主によって「宇宙に闇を

もたらす創造主」のエネルギーを分離しても

らえたために、本来のスターピープルに戻る

事が出来ました。 

これからは、私達ベガ星のスターピープル達

と共に地球人の成長のために努力します。」 

 

天照の言葉は私達にとっても非常に心強い

ものです。 

私達にとっても、多くの日本人を導く天照大

御神の存在はとても重要なものだからです。 

 

「天照大御神、そして日本の神々として活躍

するスターピープル達よ。 

皆さんが本来あるべき姿に戻ってくれて私

達も嬉しく思います。 
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これから、皆さんが地球の人達のために、し

っかりと働いてくださる事を期待していま

す。」 

 

アシュタールのエレナさんが私達に報告し

てくれました。 

「もともと地球の神々として活躍していた

スターピープルの多くが「宇宙に闇をもたら

す創造主」の影響でダークピープルになって

しまいましたので「第 23 評議会の創造主」

様が「宇宙に闇をもたらす創造主」達のエネ

ルギーを、彼らから分離してくださりました。 

 

彼らは、本来のスターピープルに戻ると、

神々として正しい仕事をしようとしていた

のですが、今回の偽装した創造主によって、

その力を抑えられ、自分本来の活躍をする事

が出来なかったようです。 

しかし、あの偽装した創造主が捕えられた事

で、地球の神々として活躍する任務をもった

スターピープル達は、天照大御神をはじめ世

界各地の神々として復活する事が出来たよ

うです。 

いま世界中から同じような報告が届いてい

ます。」 

 

それはとても嬉しい事です。 

私のアチューメントの中にも、天照大御神の

アチューメントのように、担当する神々のエ

ネルギー状態があまり良くなくて封印され

ているアチューメントがいくつかあります

が、それも新しいエネルギーに生まれ変わっ

て再度行う事が出来るようになるようです。 
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PART1 地球人に仕組まれた意識進化を

妨げる罠 

 

偽装していた創造主が捕えられた事でもう

一つ大きな変化がありました。 

それは、恵理さんが行ったアチューメントの

中で、暗い黄金色をしたピラミッドのグルー

プが見つかった事です。 

 

このグループは、光 40％台の世界を統治す

るダークピープル達のグループなので、この

世界では存在すべき正当の理由があります。 

しかし、彼らのピラミッドの中から大変な装

置が見つかりました。 

それは、とても古い時代の装置のようですが、

人々の意識をコントロールする働きをもっ

ているようです。 

 

私は IT 関係に詳しいクリッターを呼び寄せ

調べてもらったのですが、あまりにも古い装

置のためによく分からないようです。 

私達はこの装置に詳しいものがいないか、ス

ターピープル達に聞きました。 

 

するとへびつかい座のスターピープル達が

すぐにやってきました。 

スターピープルといっても先日まではダー

クピープルとして、私達の活動を妨害してい

た者達ですが、「宇宙に闇をもたらす創造主」

の力を分離した事で、彼らも本来のスターピ

ープルに戻ったようです。 

 

第 8 章 地球人の意識進化を

妨げるコードと過去世 
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「TAKESHI さん、そして皆さん、以前まで

は、皆さんの活動を妨害してしまい大変申し

訳ありませんでした。 

私達の意識が何者かにコントロールされて、

私達は全く抵抗できずに乱暴な事ばかりを

行っていました。 

しかし、皆さんのおかげで、私達の仲間の多

くがスターピープルに戻る事が出来て大変

喜んでいます。 

これからは、今までご迷惑をかけた分、皆さ

んのお役に立ちたいと思います。」 

 

へびつかい座のスターピープル達は挨拶す

るとこの装置の事について話し始めました。 

「私が聞いた話では、この装置は、かなり古

い時代に作られたのですが、もうすでに使わ

れておらず遺棄されていたものをダークピ

ープル達が見つけたようです。 

そして、闇の創造主達がこの装置の働きを解

き明かし、新しい機能を付け加えて使い始め

ました。 

その目的は、地球人達の能力を抑え、地球人

が目覚めたり、意識進化する事を抑える事で

す。 

 

特に地球人の中にあるスターピープルの遺

伝子が活性化する事を抑制し、スピリチュア

ルな能力や神々と繋がる能力、愛や奉仕の能

力などが発揮できないようにする事です。 

 

そのために、ほとんどの地球人の体の中にこ

の装置と呼応するためのコードが入れ込ま

れています。 

この装置が起動する事で、人々の中にあるコ

ードが発動し、人々の優良な遺伝子が眠らさ

れ、能力が発揮されないようにするのです。」 
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私達は、その話を聞いて、私達がネガティブ

コードの除去のセラピーを行っていた時に

見つけた「地球人の進化を妨げる 3 つのコ

ード」の事を思い出しました。 

このコードは、すべての地球人の奥深いレベ

ルに組み込まれたコードで、地球人が高次の

意識と繋がり覚醒する事を妨げるために、地

球人に様々な仕組みを作り出していました。 

 

たとえば、地球人がスピリチュアルな事に目

覚めないように物質的な欲望を強くしたり、

高次の意識につながろうとすると恐れや恐

怖を抱かせたりするのです。 

 

私達は、このコードがすべての地球人に入れ

られていたために、争いや物理的な欲望に惑

わされる人々が増えて地球人の意識進化が

遅れた事を突き止めました。 

 

そして、ネガティブコードの除去のセラピー

を通してこの「人類の意識進化を妨げるコー

ド」を取り除く事を最終目的としていたので

すが、やはり物質世界に生きる人間の意識が

邪魔をして、その目的を果たす事は非常に困

難でした。 

その原因が、この装置にあったようです。 

 

私は、へびつかい座のスターピープルに尋ね

ました。 

「私達は、ネガティブコードの除去で「人類

の意識進化を妨げるコード」を除去する事を

目的として行っていましたが、それができな

かったのはこの装置があったためですか。」 

 

「おそらくそうでしょう。 

私達も、皆さんが地球人をコントロールする

ために地球人入れたコードを取り去ろうと

している様子を見ていました。 
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しかし、地球人からそのコードを取る事は決

して簡単な事ではありません。 

なぜなら、地球人は物理世界に生きており、

物理世界での生活が、彼らにとって優先され

ます。 

スピリチュアルな成長をするために、物理世

界で不自由な思いをする事は嫌なのです。 

このコードは、そのような人間の弱みにしっ

かりと食らいついているコードです。」 

 

私は、自分達が行ってきたネガティブコード

の除去の施術を思い出しました。 

確かに「人類の意識進化を妨げるコード」以

外のものは、さほど難しくなくとる事ができ

ますが、このコードを取る段階になると、い

ろんな問題が出てくるのです。 

 

私は、へびつかい座のスターピープルに尋ね

ました。 

「私達がこのコードを取り除こうとすると、

様々な問題が起きて、コードを取り除く邪魔

をされてしまいます。 

それはどうしてなのですか。」 

 

へびつかい座のスターピープルは、私の質問

にうなずきながら答えます。 

「TAKESHI さん、皆さんはまだ、このコー

ドに隠された秘密を十分にご存じないので

仕方がない事ですが、もし、誰かがこのコー

ドを外し覚醒しようとしたなら、それを妨害

するような感情や潜在意識が働いて、このコ

ードを外す事ができないようにする仕組み

があるのです。 

そしてその感情を生み出すために、地球人の

いくつもの過去世をダークピープル達は操

作して作り上げました。」 
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「それはどのような過去世を意味している

のですか。」と私はたずねました。 

 

「過去世自体は皆さんがよく知っている過

去世です。 

特に、あなた方が何度も試みたレムリアやア

トランティス時代の過去世やエジプト時代、

近くでは魔女裁判の過去世もそうです。 

特に、地球人が高次の意識と繋がって目覚め

ようとした時や自分自身のスピリットと繋

がってスピリットの役目を果たそうとした

時などの過去世において、皆さんが自分の夢

や目的を達成する事ができず悲惨な最期を

迎えるという結末を用意されているのです。 

 

イエスキリストの最後もその典型的な例で

す。 

彼のように、その時代の人々を光に導こうと

か、新たな教えを広げようとする人たちは大

きな弾圧をうけたり、悲惨な殺され方をする

のです。 

そしてその時の苦しみや絶望感はその人の

意識や魂、あるいはスピリットの中にも深く

刻まれてしまい、その人が目覚めようとする

時に、その時の過去世を思い出させて潜在意

識の中に刻まれた絶望感や恐怖の感情を思

い起こさせます。 

そして目覚める事や意識の成長を行う事を

怖いと思わせるのです。 

この仕組みによって、人々は意識進化のコー

ドを外す事ができないようになっているの

です。」 

 

「そういう仕組みがあったとは知りません

でした。 

私達もスターピープル達も、地球人の意識進

化や成長のために働いてきたのですが、私達

がいくら働きかけても地球人は意識進化す
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るどころか、怒りや憎しみ、恐怖の感情ばか

りが噴出してきて、その処理に追われていた

のですが、地球人にそのような仕組みを作ら

れていたなら、それもうなずけます。」 

ロッド星人がそのように答えました。 

この仕組みを聞いて、多くのスターピープル

達が、今までの事が理解できたようです。 

 

ロッド星人が話します。 

「私達は今までいくつもの星々のアセンシ

ョンを手伝ってきましたが、このような事は

初めてです。 

これは、地球の人々に対する大きな支配です。 

彼らは地球の人々の尊厳を大きく傷つけ、意

識進化しない種族へ変えてしまったのです。 

この仕掛けやダークピープル達の力をはね

のけてアセンションしていく事自体が非常

に困難な話です。 

これは、創造主にお願いして問題を解決して

もらうべきでしょう。」 

多くのスターピープル達が、ロッド星人の意

見に賛成しています。 

 

私もロッド星人の意見に従い、創造主にお願

いしてみる事にしました。 

「創造主よ、あなたもこの状況をご覧なられ

ていたと思いますが「宇宙に闇をもたらす創

造主」達が作り上げた意識進化を妨げる装置

と過去世の感情を使って地球人の進化を妨

げる仕組みを皆さんの力で解除していただ

けませんか。 

このままでは、たとえ「宇宙に闇をもたらす

創造主」がいなくなり彼らの影響がなくなっ

たとしても、彼らが作り上げたシステムによ

り本来アセンションすべき人々がアセンシ

ョンできずに光40％台の世界にとどまって

しまいます。」 
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私達の呼びかけに応じて「第 23 評議会の創

造主」が姿を現してくれました。 

「TAKESHI さん、そしてスターピープルの

皆さん、私も「宇宙に闇をもたらす創造主」

がこのような仕掛けを作っていたとは想像

もしていませんでした。 

このような事は、ほかの宇宙ではまだ報告さ

れていませんでした。 

しかし、この地球でこのようなシステムが作

られていたという事は、他の星々や宇宙でも

同じような事があるかもわかりませんので、

私達は即急に調べたいと思います。 

 

地球に関しては、まずこの装置を見つけ出し

破壊する事です。 

おそらく彼らの基地の中にいくつも隠され

ていると思いますので、それを見つけ出して

ください。 

私達の臨時の処置として、光 50％台のスタ

ーピープル達も光40％台の世界に入れるよ

うにしますので協力してこの装置を見つけ

出してください。 

 

この装置を破壊するか、改良して人々の体の

中に埋め込まれたコードを無効にする事が

できれば、地球人の進化を妨害していたこの

装置の働きは消えるはずです。 

そして人々の過去世の感情の処理に関して

はどのようにしたら良いか、評議会の創造主

を集めて相談いたしますのでしばらくお待

ちください。」 

そういうと「第 23 評議会の創造主」は消え

ていきました。 
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PART2 地球人の意識進化の妨げを取り

除く 

 

この創造主の言葉にスターピープル達は大

喜びです。 

太陽種族のフレッドが、喜んでいるスターピ

ープルをかき分けるようにして前に出てき

ます。 

「この装置を改良して地球人の体に埋め込

まれたコードを無効化しなければならない

のですが、私達はこの機械の構造については

よくわかりませんので、それを調べる事から

始めましょう。 

そして改良する事ができたら、この装置を探

し出して改良し、地球人につけられたコード

を無効にしていきましょう。 

へびつかい座のスターピープルよ、あなたは

この機械の構造についてもご存知ですか。」 

 

へびつかい座のスターピープルが出てきて

答えます。 

「申し訳ありませんが、私達は、この機会の

使い方についてはわかりますが、機械の構造

については全くわかりません。」 

スターピープルの間で動揺が広がります。 

 

機械の仕組みに詳しいソラシド星人や他の

スターピープル達が調べていますが、あまり

にも古い機会なので仕組みがよくわからな

いようです。 

私は 先日助け出した地球の古代種族の事を

思い出しました。 

彼らなら、この機械の事について知っている

かもしれません。 

 

私が、地球の古代種族のリーダーを呼び出す

とリーダーが出てきてこの機械の事を調べ

始めました。 
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「TAKESHI さん、この機械はだいぶ改良し

てありますが、確かに私達が活躍していた時

代に使われていた機械です。」 

「これはどのような目的で使用されていた

機械なのですか。」と私は尋ねました。 

 

「この機械は、私達の時代に、多くのスター

ピープル達が地球にやってきて、私達ととも

に暮らし始めたのですが、スターピープルが

もともと住んでいた星と地球の環境がだい

ぶ異なるために、スターピープル達が地球の

環境に順応する事を目的として造られた機

械です。 

この機械によってスターピープル達の遺伝

子が変化させられ、地球の環境に適応するよ

うな体質に変化させていく事ができます。 

そしてスターピープル達の能力が過度に発

揮されてしまうと様々な問題が起きてしま

うので、その能力を抑制し地球人として生き

ていけるようにするための機械です。」 

 

その話を聞いたスターピープル達は、過去に

そのような事が行われていた事に驚いてい

ます。 

「今この機械を見ると、スターピープル達の

能力が抑えられたり、テレパシーや思考力が

抑えられたりする機能が増幅されているよ

うですが、だれがこのような改良を加えたの

ですか。」と古代種族のリーダーは尋ねまし

た。 

 

「それは、あなた方を闇の中に閉じ込めてし

まった連中です。」と私は答えます。 

「やはりそうでしたか、彼らならやりかねな

い事です。 

この機械は大変な威力を持っていますので、

早く元に戻さないと大変な事になります。」 
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「もうすでに大変な事態は、何千年にわたっ

て起きています。 

この機会によって地球人の意識進化が止め

られてきたのです。 

私達はこの機械を、改良して地球人の意識進

化を妨げてきたシステムを解除したいと思

っていますので、どうか協力してもらえませ

んか。」 

 

古代種族のリーダーはうなずきながら答え

ます。 

「わかりました。 

この機械が悪用されたのは、私達にも責任が

あります。 

私達の種族にも、この機械は大きな影響を与

えていると思いますので、ぜひ協力させてく

ださい。」 

 

古代種族のリーダーも仲間に入り、ソラシド

星人やシリウス星系のスターピープル、そし

てクリッター達でチームを作り、この機械の

改良を行う事にしました。 

 

その間、ほかのスターピープル達は、この機

械がどこに隠されているか調べる事になり

ました。 

これは地上の物理世界にくわしいスターピ

ープル達が中心となって調べるようです。 

 

翌日、スターピープル達から、この機械のシ

ステムが明らかにされ改良が終了したと、報

告がありました。 

そして、この装置が設置されている場所を調

べていたスターピープルからも報告があり

ました。 

 

「TAKESHI さん、この装置は世界中のいた

るところに設置されています。 
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小型の機会ですから、この機械の電波はさほ

ど大きな範囲を網羅するものではないよう

です。 

日本にも 3 台設置されています。 

地球上でいうと相当な数が設置されていま

した。」 

 

「それは困りましたね、それでこの機械はど

のような場所に設置されていたのですか。」 

「それは、、、」とスターピープルが口ごも

りました。 

 

そこにエレナさんが表れて、彼らが見つけた

場所の事を教えてくれました。 

「この機械は、すべて光 40％台の世界を統

治する紫ピラミッドの中にありました。 

彼らはこの機械を使って地球の人々をコン

トロールしていたという事が分かったので

す。 

この事は創造主にも報告してありますので、

対策をとってくださる事と思います。」 

 

「紫ピラミッドとは、以前もよく出てきたダ

ークピープル達の本拠地のようなものです

か？」 

「そうです。 

彼らは光40％台の地球に関わる事を認めら

れている正当なグループなのですが、陰で何

をしているか、その本体はまだよくわかって

いないのです。 

ただ、その力はあまりにも強大で、地球の物

理世界のほとんどのシステムを作り上げて

きた事は知られています。 

そして多くの地球人が、地球で生活している

以上は、このグループの中に取り込まれてい

ます。 

地球人が、現在のような進化を遂げてきたの

は、この紫ピラミッドによるものです。 
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しかし、このような機械を使って人々の意識

進化を妨げていた、という事になれば話は別

です。 

創造主達は、きっとこの紫ピラミッドの事を

詳しく調べあげる事でしょう。」 

 

紫色をしたピラミッドは、私達の前にも数回

姿を現した事があります。 

その時は、様々なヒーリングやスピリチュア

ルの活動をしていた人達を、この紫色のピラ

ミッドに属するダークピープル達がコント

ロールしていた事が明るみに出たために、ダ

ークピープルがとらえていた地球人のスピ

リットを救出に行ったのです。 

 

しかしながら、紫ピラミッドのダークピープ

ルと一つになった地球人や彼らにスピリッ

トを奪われた地球人達は、特殊なヒーリング

の能力やスピリチュアルな能力、人を引き寄

せるパワー、お金を儲けるためのパワーなど

をダークピープル達から与えられ、スピリチ

ュアル界や政治経済界などで成功している

人達が多いのです。 

 

そのように特殊な力をもらって成功してい

る人達は、今の自分に満足しているために、

たとえその力がダークピープルや闇の創造

主からもらったものだとしても、その事に納

得して、この紫ピラミッドの中から出てこよ

うとしません。 

 

自分が持っている力を失うと、自分はただの

無力な人間に戻ってしまい、現在の地位と名

誉を失い、ほかの人に支配されるだけの人間

になってしまうと考えているのでしょう。 

 

そのために、ダークピープルや闇の創造主か

らもらった力をなくしても、彼らの支配から
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免れたいと考えている人のスピリットは救

出できるのですが、そうでない人のスピリッ

トは救出する事ができません。 

彼らは、私達からの救出など求めておらず、

今までのように紫ピラミッドの中で暮らし

ていたいのです。 

 

紫ピラミッドの中で暮らすという事は、光

40％台の地球、今までとほとんど同じよう

な地球で暮らすという事ですので、彼らにと

っては望むところなのでしょう。 

しかし、私達は、すべての地球人に対して課

せられている制限を取り外す事で、そのよう

な人達も少しずつ目覚めてくるのではない

かと思っています。 

 

私達は、この事を「第 23 評議会の創造主」

に報告して、スターピープル達が紫ピラミッ

ドの中に入り、この機械を改良して、人々の

中に埋め込まれた「意識進化を妨げるコード」

を無効化する計画をサポートしてくださる

事をお願いしました。 

 

「第 23 評議会の創造主」は、それ以下の創

造主と異なり、宇宙のすべての世界に対して

支配力を持てるので、光 40％台の世界も彼

の統治下にあります。 

光40％台の世界に君臨する紫ピラミッドの

ダークピープル達も、「第 23 評議会の創造

主」の命令に逆らうと処罰される事になって

いるようです。 

 

スターピープル達は「第 23 評議会の創造主」

から許可が下りると、世界中に分散していた

紫ピラミッドの基地に入りました。 

基地の中では、この機械を奪われまいとする

ダークピープル達との間に小競り合いがあ

ったようですが、スターピープル達は、基地
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の中に隠されていた装置を見つけ出し改良

して、人々の中に埋め込まれた「意識進化を

妨げるコード」との接続を切ったようです。 

 

自ら意識進化を望む地球人は、それを妨げる

ものがなくなりましたので、自分の努力次第

で意識進化を行える事になります。 

しかし、「意識進化を妨げるコード」の能力

は消え去ったものの、長い間物質世界の欲望

にとらわれてしまった地球人が自ら意識進

化を望み行動するようになるには、まだまだ

時間と教育が必要です。 
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PART1 紫ピラミッドの女王とダークピ

ープルの遺伝子 

 

紫ピラミッドが私達の前に現れてから、私達

の最大の障害は、この紫ピラミッドになりま

した。 

スピリチュアル・レベルでは、地球人のアセ

ンションを妨げるものは、ほとんど無くなっ

ているのですが、地球の物理世界を支配する

紫ピラミッド達が仕掛けた仕組みや紫ピラ

ミッドに属するダークピープル達の妨害が

地球人の意識進化とアセンションの妨げに

なっています。 

 

おそらく彼らは、創造主達に隠しているたく

さんの秘密があるようですが、その事を探ろ

うとする創造主が、私達の体と意識を使って、

紫ピラミッドの周りを探索するものですか

ら、それを妨害しようとするダークピープル

達のサイキックアタックに私達は悩まされ

続けています。 

 

6 月の中旬頃から、ご予約を頂いた人に対し

てアチューメントを行っていても、その人の

スピリットを救出されたくないと考えてい

るダークピープル達から、恵理さんや私に対

してサイキックアタックがかけられ、体が痛

くなったり、会社でトラブルが起きる事が増

えてきました。 

 

第 9 章 紫ピラミッドと 6 大

天使による光のピラミッド 
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ダークピープル達は、私達にゲートを開き、

人々の憎しみや怒りの感情エネルギーを私

達にぶつけてきます。 

そのような時、私は、あることに気づきまし

た。 

ダークピープル達が私達にゲートを開いて

サイキックアタックを仕掛けてくるのなら

ば、そのゲートを通して紫ピラミッドの内部

を探索できるのではないかと。 

 

私達はスターピープルや探査役の創造主を

つれてゲート中に入りこみました。 

すると、予想道理、私達にゲートを開いて攻

撃してきたダークピープルのゲートを逆に

使って、紫ピラミッドの内部に入る事ができ

ました。 

 

もちろん、調べられる場所は決まっています

し、それほど長い時間入れる訳ではありませ

んが、紫ピラミッドの中で、ダークピープル

達が人々をコントロールしている様子を知

る事ができるようになりました。 

そして紫ピラミッドの中に閉じ込められて

いる人々を見つけ、ここから出たい人を救出

する事ができました。 

 

紫ピラミッドの中に入るようになって 3 回

目くらいの時、私達は、ついに紫ピラミッド

の女王を見つける事ができました。 

私達の動きを封じるために、紫ピラミッドの

女王たちが私達の前に立ちはだかりサイキ

ックアタックをかけてきたのです。 

 

私達は、この時を待っていました。 

私達は創造主達の力を借りて女王を捕える

と、この女王を操っている存在、特に「宇宙

に闇をもたらす創造主」が関わっている存在
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がいないか、スターピープル達が一斉に調べ

始めました。 

 

すると女王に関わっているエネルギーライ

ンの一つから、今まで見た事もない存在が表

れてきました。 

まるで軟体動物のように体が柔らかくて自

在に姿を変える事ができる存在のようです。 

その存在は、私達に気づかれたとわかると急

いで逃げ出そうとしますが、いち早くスター

ピープル達がこの存在を取り押さえました。 

 

この存在の姿を見ると、「第 23 評議会の創

造主」の顔が曇りました。 

「第 23 評議会の創造主」はこの存在の事を

知っているようです。 

「「第 23 評議会の創造主」よ、あなたはこ

の存在の事をご存知ですか。 

もし知っていれば、教えていただきたいので

すが。」と私は尋ねました。 

 

「第 23 評議会の創造主」は少し考えた後に、

答えてくれました。 

「TAKESHI さん、この存在は皆さんの宇宙

とは異なる宇宙の存在です。 

彼らは、ダークピープルとしても非常に危険

な存在です。 

彼らがもともといた星は、彼らの種族同士の

争いでほとんど壊滅してしまいました。 

その後彼らはいくつものグループに分かれ

て他の星々へと入り込み、その星の人々に成

りすましてその星を支配してしまったので

す。」 

 

「第 23 評議会の創造主」は、まさか彼らが

この地球に来ていたとは想像もしなかった

ようです。 



 
 

121 

「彼らは、どのような方法で人々を支配して

いったのですか。」 

 

「彼らは、最初はその星の人々に似た姿にば

けて、その星の中心的な人物に近づき、その

人たちを精神的にコントロールしてしまい

ます。 

そして自分達の遺伝子を、その星の人々の遺

伝子の中に入れ込むのです。 

彼らの遺伝子は、とても強力な繁殖力を持っ

ていますので、星の人々は次第に彼らに近い

気質や体質を受け継ぎ、暴力的で傲慢な種族

へと移り変わっていくのです。 

そして、その星の人々は、彼らを崇拝するよ

うになり、事実上彼らがその星の支配者とな

るのです。」 

 

「「第 23 評議会の創造主」よ、このダーク

ピープルを連れてきたのは「宇宙に闇をもた

らす創造主」ですか。」 

 

「このダークピープルの中にも「宇宙に闇を

もたらす創造主」のエネルギーが紛れ込んで

いるので、彼らが連れてきた事に間違いはな

いでしょう。 

そして紫ピラミッド自体が、もうすでにこの

ダークピープル達に支配されているようで

す。」 

 

スターピープル達の多くが「第 23 評議会の

創造主」の言葉に沈黙しています。 

そのような悪賢い存在がすでに地球に入り

込んでいた事に大きなショックを覚えてい

るようです。 

 

エレナさんが「第 23 評議会の創造主」に尋

ねます。 
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「創造主よ、このダークピープル達の遺伝子

はもうすでに地球人に取り込まれていると

考えた方が良いかもしれませんね。 

本来スターピープルの遺伝子を組みあわせ

て作られた地球人が、どうして戦争や宗教的

な争いを起こして、同じ地球人を平気で殺す

のかわからなかったのですが、このダークピ

ープルの遺伝子がある時点で入れられたと

するならば、それも納得がいく事です。 

 

この遺伝子を放置するならば、やがてこの遺

伝子が地球人そのものの体質を今よりもさ

らに暴力的で支配的なものにするでしょう。 

そうなれば、光 40％台の世界だけでなく光

50％台の地球も滅亡してしまう可能性があ

ります。 

この遺伝子を不活性にする方法はありませ

んか。」 

 

「第 23 評議会の創造主」は他の創造主とも

相談しているようです。 

「私達も、地球人がこれほど争いを繰り返し

続ける事に疑問を抱いていましたが、その理

由がわかりましたので創造主レベルでも対

処を行いたいと思います。 

彼らの遺伝子を不活性にする光の遺伝子が

ありますので、これを地球人の遺伝子を調整

する担当のスターピープルに差し上げまし

ょう。 

これを地球人の遺伝子の中に組み込んでい

ってください。 

そうすれば、彼らの遺伝子が活性化する事な

く消えていくはずです。」 

 

「創造主よ、ありがとうございます。 

もしかしたら、ほかの星でもこのダークピー

プルの遺伝子を不活性にする機会があった

のですか。」 
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「そうです、この光の遺伝子は、幾たびも使

用されましたが、まさか皆さんの宇宙でこの

光の遺伝子を使用するとは思いませんでし

た。 

光の遺伝子は、まず光 50％以上の世界に行

く人達から使用してください。 

光 40％台の世界でも、光 46％以上の世界

に行く人々はこの光の遺伝子を受け入れる

と思いますが、光 40％台前半の世界の人々

には、使用できないかもしれません。 

その場合は、ためらわずにその人々を光

30％台に分離してください。 

そうしなければ、光 40％以上の世界も壊滅

してしまうでしょう。」 

 

「第 21 評議会の創造主」から使わされたク

リッターの種族たちがこの光の遺伝子を受

け取り、他のスターピープル達と協力して地

球人の処置を行うようです。 

しかしながら、まだこのような仕掛けが作ら

れていた事に、私達は大きなため息をついて

しまいました。 

地球人が進化しないように、これほどの仕掛

けが作られていた事に、正直疲れ果ててしま

いました。 

 

 

 

PART2 大天使の光のピラミッドの誕生 

 

これは 6 月 16 日に起こった事です。 

宇宙の光の元メンバーさんへのお誕生日記

念アチューメントを行っていた時の事でし

た。 

その日は「大天使ミカエルの破邪の剣と大天

使ウリエルの導きの光」のアチューメントを

行っていたのですが、大天使ミカエルとウリ
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エルに引き続き他の大天使達が下りてきた

のです。 

 

大天使ザドギエル、大天使アズラエル、大天

使ラジエル、大天使ハニエル、そして大天使

ジョフィエル達です。 

そして大天使たちは、光の空間を作り、そこ

に元メンバーさんを迎え入れると、大天使た

ちの光を一つにして彼女を光で満たしてい

きました。 

その光はとても荘厳で美しく、またパワフル

な光です。 

 

その光を身にまとった大天使達は、ピラミッ

ドの中に降りてくると元メンバーさんに絡

み付いているエネルギーや感情を、彼女から

取り去り光に返していっています。 

 

そして、彼女の過去をさかのぼり、彼女にと

って不要な過去世を浮かびあがらせ、何かの

処理をしている様子も見えてきました。 

大天使達だけでは、過去にさかのぼる事まで

出来ないはずですので、きっと創造主達が関

わっているに違いありません。 

 

私は何が起きているか知るために大天使ザ

ドギエルのチャネリングを行いました。 

「TAKESHI さん、心配しないでください。 

これは私達大天使を通して地球の人々を自

由にするために、創造主様がお創りになられ

た新たな光です。 

先日、地球人の意識進化を妨げる機械を見つ

けた時、その機械によってコントロールされ

ているコードが人々の中にあって、人々の意

識進化を妨げているという事が分かりまし

たね。 
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そして地球人が意識進化をしようとする時、

あるいは高次の意識と繋がろうとする時に、

その事を妨害するために、その人の過去世で

起きた悲惨な出来事を思い起こさせ、意識の

成長を邪魔するための仕組みがある事を皆

さんは知りました。 

TAKESHI さんは、その事を解決するために

創造主様へサポートをお願いしましたね。 

その答えがこの光なのです。 

 

その時の過去世には「宇宙に闇をもたらす創

造主」達によって、特別な仕掛けが作られて

いました。 

皆さんがその過去世を癒そうと思えば思う

ほど、その過去世で体験した恐怖や絶望感が

強く表れ、皆さんを混乱させてしまいます。 

そのために、その過去世を癒すのではなく、

その過去世で生み出された感情ごと切り捨

てていく事にしたのです。 

 

その過去世は「宇宙に闇をもたらす創造主」

達によって仕組まれたものですから、皆さん

には不必要なものです。 

しかし、皆さんの力ではその過去世を処理す

る事は不可能ですから、創造主様が私達大天

使を通して不要な過去を切り捨てるための

光を送る事にしたのです。 

私達大天使は、その光を使って、皆さんの中

にある過去世を調べ、不要な過去を皆さんか

ら分離するための仕事をいたします。」 

 

私は大天使ザドギエルの言葉を聞いて、心の

中で「やった！」と叫びました。 

私も長い間、スピリチュアルな活動を通して、

皆さんが目覚め、意識進化するためのサポー

トを行ってきたのですが、いつもうまくいく

かなと思った所で、その人の心の中に様々な
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感情が沸き起こり、物理世界の常識に引き戻

されてしまうのです。 

 

そしてその理由が、今回判明した過去世で組

み込まれた感情であるとしたら、そのような

過去世をその人から分離する事で、その人の

意識成長が今までよりもスムーズに行く可

能性は大きいと思います。 

 

そして、自分の潜在意識の中にある恐れや怒

り、憎しみの感情は、普段の生活にも影響を

与え、常日頃から様々な感情を噴出させてい

ます。 

今回アチューメントを受けてくれた女性も、

いつも怒りの感情が、心の中に沸き起こって

きて止まらないと言います。 

 

きっとそれも、彼女の過去世の中に仕組まれ

た感情なのでしょう。 

私達は、その過去世を分離する事で彼女の中

に深く刻まれた怒りの感情も解消する事が

出来たようです。 

 

おそらく「第 23 評議会の創造主」が、私達

地球人を助けるために、この光を地上にもた

らして下さったのだと思います。 

このアチューメントは、これから光が多い世

界へ行く人達にとっては無くてはならない

ものとなるでしょう。 

 

今多くの人達が、スピリットや意識では光が

多い世界に行きたいと願っていますが、人間

としてのエゴや物理世界への捕らわれ、そし

て自分の内側からいつも沸き起こってくる

ネガティブな感情によって、愛を見失い、光

が多い世界に行く事が出来ないでいるので

す。 
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そのような人々にこのアチューメントを行

う事によって、多くの人達を光の世界へと導

いていける可能性が出てきたのです。 

この事に私だけでなくスターピープル達や

物理世界に近い場所にいる光の創造主達も

大喜びです。 

 

私は、このアチューメントは紫ピラミッドの

世界に捕らわれた人達を助け出す大きな役

目をもっている事から「6 大天使の光のピラ

ミッド」と名付ける事にしました。 

 

 

 

PART3 「光のピラミッド」の詳細 大天

使ザドギエルのチャネリングより 

 

その日の翌日、私は「光のピラミッド」の詳

細を知るために大天使ザドギエルを呼び出

して、このアチューメントの事について尋ね

ました。 

その内容を皆さんにすべてご紹介いたしま

す。 

 

大天使達の「光のピラミッド」のアチューメ

ントは大天使を通して、創造主の光を皆様に

送るためのアチューメントです。 

地球に生きる人々は、本来、天の川銀河を統

合するためのスターピープルへと成長して

いくために、素晴らしい光を持って生み出さ

れました。 

しかしながら、天の川銀河を支配する事にな

った闇の創造主達は、地球人がスターピープ

ルに進化しないように、地球人の意識進化や

目覚めの機会をことごとく奪ってきました。 

  

過去に起こったアトランティスとレムリア

文明の争い、エジプト時代のファラオ達の争
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い、近いところではイエスキリストとブッダ

への迫害、あるいは魔女裁判にかけられた女

性達への迫害、いずれも、地球人の遺伝子が

覚醒し、新たな進化を迎えようとしていた時

代に、その進化をわざと失敗させ、耐え難い

苦しみや恐怖、絶望感を味あわせてきました。 

 

闇の創造主達は、地球人達が幾度も挫折して

耐え難い人生を経験する事で、地球人が自分

の中にある素晴らしい資質や愛に目覚めな

いように仕組んだのです。 

  

闇の創造主達は、地球人が、自分のスピリッ

トの働きに目覚めようとする時に、アトラン

ティスとレムリアの戦いの記憶やエジプト

時代の記憶を思い起こさせ、目覚めに対する

大きな恐怖や苦痛を味あわせてきました。 

 

自分の能力や愛が発揮され始める時も、権力

者から弾圧されて、自分の中にある愛や光を

奪われて大変な目に合うといった過去世を

思い出させました。 

それが皆さんの潜在意識の中にある恐怖や

不安、あるいは自分自身に対する不信感など

のネガティブな感情なのです。 

  

そのようなネガティブな感情があると、人々

は精神的な成長や進化に対して恐怖を感じ

ます。 

自分自身は無力で成長できないといった思

い込みや地球や人類に対して自分だけが貢

献しても何も変わらないといった諦めの感

情も抱くようになります。 

 

そして、特別な力を持った人や優れた能力を

持っている人に対して、服従し依存してしま

う性格になってしまいます。 
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私達は、これらの感情を何度も癒し解放する

事を試みてきましたが、その感情や潜在意識

を、皆さんの中から完全に取り去る事ができ

ませんでした。 

 

それは、その仕組みを作った闇の創造主やダ

ークピープル達に、皆さんの意識がコントロ

ールされ、感情を癒そうとすると反対に耐え

難い恐怖や苦痛が襲ってくるように仕組ま

れていたからです。 

  

皆さんは、自分達が精神的に成長して進化す

る事よりも、現実生活でお金を稼ぎ、楽しい

毎日を送る事にフォーカスしてしまいがち

です。 

 

そして、愛を持った人達や純粋な心を持って

いる人達を利用しようとします。 

これも、闇の創造主達によって皆さんの意識

がコントロールされていた結果です。 

  

しかし、このままでは、天の川銀河のスター

ピープル達が、天の川銀河の未来を託すため

に作り上げた地球人は、スターピープルに進

化する事なく終わってしまいます。 

 

創造主達も地球のアセンションを何度も計

画して地球人達を目覚めさせようとしたの

ですが、地球人のネガティブな潜在意識と一

人一人の体の中に埋め込まれた「地球人を進

化させないためのコード」に阻まれて、地球

人を目覚めさせる事ができませんでした。 

  

しかしながら、今回のアセンションで、地球

人は長い間続いた「宇宙に闇をもたらす創造

主」と闇の創造主達の支配から自由になる事

ができました。 
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地球人を今までコントロールしていた存在

達も影をひそめ、そのシステムも解消されて

いきました。 

 

これで地球人達はすべての束縛から解き放

たれ自由になる事ができます。 

自分が思い描いた人生を生き、自分の中にあ

る素晴らしい資質と愛を輝かせて生きてい

く事ができるようになったのです。 

  

しかし、地球人が自由になるためには大きな

問題が残りました。 

それは、皆さんの潜在意識や顕在意識の中に

残された過去世で味わってきた感情であり、

皆さんの意識や魂、スピリットに埋め込まれ

た脅迫観念です。 

 

皆さんは、スピリチュアル・レベルで起きた

事を一切理解できませんので、すべてが束縛

されていた今迄の自分と束縛から解放され

て自由になった自分の区別がつきません。 

  

もちろん、地球に住むすべての人達が解放さ

れた訳ではありませんが、争いが多い地球か

ら愛に満ちた地球に移り変わる事を決断し

たスピリットを持つ人達は、もうすでに解放

され自由に生きる事ができるようになって

いるのです。 

 

しかし、そのような人達の中に埋め込まれて

いるレムリアやエジプト時代の感情が邪魔

をして、皆さんが目覚める事を妨げているの

です。 

  

そのような過去世から受け継いだ感情や記

憶は、皆さんの意識進化を妨害するために、

解放されてもすぐにあらたな過去世が生み

出され、皆さんをそれらの過去世の感情から
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完全に開放する事ができないようになって

いました。 

 

それは、皆さんの中にある過去世の感情を利

用して、地球人を目覚めさせないようにする

ためのシステムがずっと働いていたからで

す。 

このシステムは、闇の創造主による支配が終

わっても、まだ皆さんの中に残っています。 

  

このシステムがあると、地球人が自分の過去

世をいくら癒しても取り去る事はできない

ので、今回、光の創造主達がこのシステムか

ら地球人を解放するために、「6 大天使の光

のピラミッド」のアチューメントを作り出し

ました。 

 

天の川銀河を生み出した創造主が、人々と直

接触れ合う事ができる天使達の力を借りて、

皆さんを地球人本来の姿に戻す事を計画し

たのです。 

皆さんの心の中に根深く残っている過去世

の感情から、皆さんを解き放つために、闇の

創造主から仕組まれた過去世をシステムご

と切り離していきます。 

  

皆さんが、目覚めようとする時や精神的に成

長しようとする時、多くの人と愛を分かち合

おうとする時、そのような時に、皆さんを襲

ってきた恐怖や罪悪感、無力感、絶望感など

から皆さんを解き放ちたいと思います。 

そして皆さんが本来持っている愛や資質が

目覚めてくるようにしたいと思います。 

  

しかし、この事が有効なのは、地球人として

成長したい、光が多い世界に行きたいと願っ

ている人達だけです。 
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今までの地球と同じように争いや支配、暴力

に満ちた世界、利益優先の物質主義の世界で

生きていきたいと考えている人達は、まだこ

の光を受け取る必要はないでしょう。 

 

そして、自分自身が、光の多い世界に行く努

力をしない人は、たとえアチューメントを受

けたとしても、今までと同じ地球でもうしば

らく学びを行う事になります。 

  

スターピープルや私達は、地球のアセンショ

ンのために、創造主やスターピープル達とと

もに働いてきましたが、地球の歴史は、いま

まで争いや差別、支配、暴力に満ち溢れたも

のでした。 

 

地球のアセンションに今回も失敗すれば、地

球だけでなく天の川銀河全体が、さらに闇が

多い宇宙になってしまい、その宇宙に生きる

すべての種族は滅びの道を歩む事になるで

しょう。 

 

地球のアセンションも終盤に入り、物理世界

に生きる人々を、光が多い地球と今までの闇

が多い地球に分けなければならなくなりま

した。 

 

その時に、心の中に愛の光を持たない人々の

多くが、今までの闇が多い地球に残される事

になるのですが、創造主達は、今までの地球

人が、闇の創造主の支配によって、愛を持た

ない種族にされてしまった事を重く見て、も

う一度地球人に、自分の中にある愛を取り戻

してもらうために、このアチューメントを生

み出したのです。 

そして地球人の心を抑圧していた過去世と

過去世から作り出された感情を切り離し、地
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球の人々が目覚めるようにしてくださった

のです。 

  

 

 

   大天使ザドギエル    

 TAKESHI  2018 年 6 月 26 日 

 

 

 

PART4 ダークピープル達と皆さんの「悪

魔の契約」について 

 

私達の新しいアチューメントである「6 大天

使による光のピラミッド」が出来た頃から、

地球の光 40％台の世界を統治する「紫ピラ

ミッド」との対立がさらに激しくなりました。 

 

彼らは、地球の政治・経済・宗教界の全ての

権力の象徴です。 

彼らによって今までの地球が進化し、経済的

な発展や高度の技術を伴った産業が生み出

されました。 

都市に住む全ての地球人は、水道や電気はも

ちろん食生活の全ての物品を「紫ピラミッド」

が作ったシステムによって与えられた生活

を送っています。 

 

そして小さい時から、この社会で立派に生き

るための教育を受け、この社会のシステムか

らはみ出す事が無いようにしつけられます。 

私達も、自分の会社を経営していますので、

鹿児島や日本の経済社会とは決して無縁で

はありません。 

 

私達も、この紫ピラミッドの底辺に属してい

ると言えるでしょう。 
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この紫ピラミッドの目的は「強者による支配」

です。 

地球に生きる人々を経済的、政治的に支配す

るだけでなく、自分達に服従するように精神

的に支配する事で地球と地球人の未来を、自

分達が決定する優越感を味わう事が彼らの

目的です。 

 

その為に、現実的にもスピリチュアル的にも、

地球の人々の精神の自由を奪い、自分達の都

合がよいようにコントロールします。 

ただ、普通の人々はこの社会に順応するよう

に子供の頃から教育されていますので、支配

を受けている事に全く気付いていないのが

現状です。 

 

またスピリチュアル・レベルの事は全く見え

ていないので、自分のスピリットが自由で統

合されているのか、分断されて紫ピラミッド

やダークピープル達にとらわれているのか、

知る事もできません。 

おそらくそのような事がある、という事さえ

も想像できないでしょう。 

 

皆さんのスピリットの中には、その事に気づ

き、皆さんに SOS を送っているスピリット

もありますが、スピリットの声に、皆さんが

気づく事はほとんど無く無視されてしまい

ます。 

そして、スピリットの本当の目的を果たす事

なく、この物理世界の闇と欲望の中で皆さん

は生きていく事になるのです。 

 

皆さんのスピリットは、皆さんの人生を通し

て、大切な愛を学んだり、スピリチュアルな

成長、意識の覚醒などを望んでこの地球にや

ってきました。 
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あるいは、地球人の意識進化を支えるための

大切なサポートを行うために、この地球にや

ってきたのです。 

 

しかし、この地球を支配していた闇の創造主

と紫ピラミッドのダークピープル達に、その

目的が実現できないように、様々な方法で妨

害されてきました。 

 

今までスターピープルや大天使達は力を合

わせて、皆さんのスピリットを助け出し導こ

うとしてきました。 

皆さんのスピリットは、ダークピープル達に

捕えられると光を奪われて元気を失い、自分

の本来の目的を果たせなくなります。 

 

ヒーリングやスピリチュアルな能力、カリス

マ性などの特殊な能力を少しでも持ってい

るスピリットは、ほかの人々を闇の世界に誘

い込むために、その能力を利用される事もあ

りました。 

 

普通の地球人は、自分のスピリットの光が奪

われ、ダークピープルに利用されている事に

は全く気付きませんが、自分自身の光やエネ

ルギーを奪いつくされた人は、現実世界でも

肉体や精神の病気を患ってしまい、自分自身

の人生を自分の力で十分に生きる事ができ

なくなります。 

 

もともとこの宇宙には大切なルールがあり

ます。 

それは、人間を成長させるためには、その人

に対して困難な問題や障害を与えても良い

事になっていますが、その人のスピリットの

自由を奪ったり、自分の欲望のために利用し

てはいけないというルールがあります。 
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ダークピープルはもちろん創造主であった

としてもそのルールを破る事は大変な罪と

なります。 

 

しかし、一つだけ抜け道があります。 

それは、そのスピリットが捕えられる事や自

分の光や能力を奪われる事に同意している

場合は、その事を行ってもよいのです。 

 

普通に考えると、自分のスピリットが捕えら

れる事を認める事などあり得ないと、皆さん

は考えるでしょうが、実はこのケースがとて

も多くて、私達もスピリットの救出にてこず

っているのです。 

ダークピープル達は、まずその人に特別な能

力やパワーを与えて自分達を信用させます。 

そして、その力を与え続ける事や経済的な成

功などと引き換えに、その人のスピリットを

拘束して利用する許可を、その人から得るの

です。 

 

その特殊な能力やパワーとは、人を癒すヒー

リング能力や相手の霊的な事を調べる霊視

能力や直観力、または様々なスピリチュアル

な能力です。 

そして人々を自分に引き寄せるためのカリ

スマ的な力や人々をコントロールする力、経

済的な利益をもたらす力、名声や有名になる

ための力なのです。 

 

経済や政治の世界にいる人達は、大きな富や

名声を得るために会社を起業したり政治家

になるための能力や自分にとって有利な人

間関係を与えられる事になります。 

 

現在の地球人は、今まで大きな抑圧を受けて

きましたから、このような特殊能力を持つ事

で、自分が抑圧される側から、他人を支配し
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コントロールする側になりたいと思ってい

ます。 

そのために、相手がダークピープルであろう

が、闇の創造主であろうが、その力を与えて

くれるものを信頼し依存します。 

 

ダークピープル達に依存する事は、その依存

を通して、自分自身が支配される事に変わり

はないのですが、相手はこの物質世界では表

に出てこない存在なので、この力は他人から

与えられたのではなく、自分自身でかちえた

ものだといっても世間では通用します。 

 

そして、その力を使って、この地上世界で成

功を収め、多くの人から崇拝されるようにな

るのです。 

それは、スピリチュアルの世界も政治・経済、

宗教界も同じ仕組みです。 

 

ダークピープルや闇の創造主から特別な力

を得た人達は、魂の世界でダークピープル達

と闇の契約をする事になります。 

その契約は、地球人に対しては、はっきりと

した文言で説明されるわけではなく、魂の同

意によって成り立っています。 

 

皆さんのスピリットがダークピープルや紫

ピラミッドに捕えられている場合、皆さんが

自分のスピリットを支配される事に同意し

ていなければ、皆さんのスピリットはすぐに

解放されます。 

しかし、皆さんが、自分が得た特殊能力やパ

ワーを使い続けたいと願うならば、皆さんの

スピリットは、その場所に自分の意志で居続

けることを決定した事になりますので、私達

は救い出す事ができません。 
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あるいは、自分の意志で人生を生きていくの

ではなく、誰かに依存して助けてもらおうと

考えている人、現実逃避のためにその世界に

いる人、その場所が自分にとって居心地良く

都合がよいと考えて自分の意志でその場所

にいる人達も、自分達のスピリットを支配し

てもよいという許可を、ダークピープル達に

与えたことになりますので、私達はそのスピ

リットを助け出すことはできません。 

 

しかし、「悪魔の契約」にも一つだけ落ち度

があります。 

それは現実世界でもそうですが、契約を求め

る者は契約の内容をすべてきちんと説明を

しなければなりません。 

確かに「悪魔の契約書」にはあなたが署名し

た跡がありますが、ダークピープル達は皆さ

んのスピリットを支配する事に対しては、皆

さんにきちんと説明していない事が多いの

です。 

 

そのために、皆さんのスピリットがダークピ

ープルに支配される事を望むか、望まないか

を、私達の方で確認して、本人がスピリット

の支配を望まない事を明言すればスピリッ

トは自由になります。 

 

ただし、ダークピープル達によって与えられ

た特殊能力やパワーを再び使用すると、スピ

リットが支配される事をわかっていながら、

ダークピープル達から与えられた特殊能力

やパワーを使った、という事で「悪魔の契約」

が正式に成立してしまいます。 

 

そうなると、その人のスピリットを救い出す

事は不可能となりますので、その人はダーク

ピープル達と同じ光 40％台の世界で、学び

を続ける事になります。 
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そしてお金や名誉欲、自分のカリスマ性を高

めたいという欲望を、現実世界で満たすため

に行動していくようになります。 

 

「紫ピラミッド」のダークピープル達は、地

球人のスピリットの中には優秀なスターピ

ープル達のスピリットもたくさん混じって

いるので、どのような手を使っても地球人の

スピリットは手放したくないようです。 

 

地球人自身が「悪魔の契約」をした事や本人

自らがこの場所にいる事を望んでいるとい

う主張を繰り返し、私達が地球人のスピリッ

トを助け出す事を拒み続けます。 

 

「紫ピラミッド」のダークピープル達のもと

にいる人々の中には、当然自分の意志でそこ

にいる人もいますが、中にはダークピープル

達から意識のコントロールを受けて、自分の

意志でそこに残っているように思わされて

いる人もいます。 

 

私達は、その人のエネルギーにダークピープ

ルのエネルギーが混じりこんでいないか、コ

ントロールチップがつけられていないか、あ

るいは何かの理由で残る事を強制されてい

ないか、あらゆる可能性を確かめながら、

人々のスピリットを救い出す事を行ってい

ます。 

 

地球人がもし自分の意志ではなくダークピ

ープルからコントロールされてその場所に

いるとしたら、地球人をコントロールしてい

たダークピープル達は、創造主に対して嘘を

言った事になり、ペナルティとしてダークピ

ープルの能力を削減されたり、さらに光が少

ない30％台の世界に分離される事になりま

す。 
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私達は、彼らの嘘を見破り、彼らが強制的に

地球人のスピリットを捕えている証拠をた

くさん集める事で、地球上では圧倒的な支配

力を誇る「紫ピラミッド」の力を弱める事は

できないかと考えました。 

 

そしてこの戦いは「6 大天使による光のアチ

ューメント」を受けてくださる人々のスピリ

ットの救済をかけて、行われる事になりまし

た。 

 

2018 年の 7 月になると「6 大天使による

光のピラミッド」のアチューメントが本格的

に始まりました。 

このアチューメントを受けてくださった皆

さんのスピリットを助け出すために、私達は、

その方の過去で何が起きたのかを詳しく調

べていきました。 

 

すると、その方の捕えられているスピリット

を救済し、不要な過去世と感情を分離するだ

けでなく、もっと大変な問題が明るみに出て

きたのです。 

 

それは、今まで知られていなかった地球人の

創世の頃の歴史や失われた種族たち、そして

地球に降り立ったスターピープル達に起こ

った悲惨な出来事など、今まではレムリア・

アトランティスの時代までしか歴史をさか

のぼる事が許されなかったのですが、「6 大

天使による光のピラミッド」のアチューメン

トを通してさらに古い時代に起きたいくつ

もの歴史が明らかにされてきたのです。 

 

それは今までは隠されていた歴史ですが、お

そらく高次の創造主達が、地球人が生まれて

きた頃に、この地球で本当は何が起きたのか、
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その真実を知るために、私達をその時代にま

で導いていったようです。 

 

それでは、「大天使による光のピラミッド」

のアチューメントで明らかにされた地球の

古代の歴史や紫ピラミッドとの過酷な戦い

の話しは次回のアセンションブックでお知

らせする事に致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇各評議会の創造主とスターピープル一覧 

 

 創造主の役割 

アセンションを妨害する理由 

第 21

～22

評議会 

全ての創造主を指導する立場にある

創造主 

「宇宙に闇をもたらす創造主」によっ

て創造主の成長が行われるはずだっ

たのだが彼の闇が強くなり私達の宇

宙を支配していたことが判った。 

第 20

評議会 

私達の宇宙や幾つもの宇宙の物理的

世界。スピリチュルな世界を統治する 

自分の中の闇の部分を切り離し光だ

けの創造主になろうとしたが、分離し

た闇が独自の闇の創造主に成長し創

造主大戦争を引き起こした。 

この創造主が自分が切り離した闇と

基本資料 各評議会の創造主 各評議会の創造主の一覧 
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統合することは今回のアセンション

の一つの目的だった。 

 

第 18

～19

評議会 

第20評議会から生み出された各系列

の最高次元の創造主達。「愛の創造主」

「守護の創造主」「光と闇の創造主」

が長い時間の封印を解かれて復活 

「全ての闇の創造主を統治する創造

主」もこの評議会の創造主 

「始まりと終わりの創造主」が闇にま

みれ、他の 3 人の創造主との間に創造

主大戦争を引き起こし、3 人の創造主

とその系列の創造主を封印し、闇の創

造主がいくつもの宇宙を統治するよ

うになった。 

 

第１７

評議会 

物理的な宇宙を管理する最高責任者。 

5 人の創造主がひとつの意思に基づ

いて動いている 

私達の宇宙を光に満ちた宇宙にする

ために、地球のアセンションを通して

創造主達を再構成しようと考えてい

たが、「変化の宇宙」の創造主達の介

入により予定が大きく狂ってしまい、

地球のアセンションは混乱した。 

それを収拾する為に物理世界にも介

入してはたらいてくれている。 

 

第１６

評議会 

創造主達の指導を行い、宇宙創造の管

理を行う 

私達の活動をサポートする「時と空間

を司る創造主」もこの評議会の 1 人 

第17評議会によって第１６評議会の

中に、下位の評議会の創造主を成長さ

せるために、あえて問題を引き起こす

創造主達が作られた。彼等が「変化の

宇宙」の創造主達により強化され、第

17 評議会も手におえない程に、凶悪
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化してしまい「すべての闇を作り出す

創造主」を中心に私達の宇宙の支配を

もくろみ、私達の活動に介入してき

た。 

 

第１５

評議会 

物理次元を持つ宇宙に関わる最高次

元の創造主。 

アセンション計画の創始者私達を地

球に降ろした創造主。 

異なる宇宙の創造主達にコントロー

ルされて他の宇宙とのゲートを開く。 

第 15 評議会から出ていった創造主

「全ての闇の宇宙を統括する創造主」

により闇に満ちた宇宙が数多く作ら

れ、地球のアセンションを妨害する為

に多くの罠が仕掛けられる。 

 

第１３

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて創造主達の指導を行う。 

５人いる第１３評議会の創造主のう

ち３人が、「すべての創造主を指導す

る創造主」を生みだした創造主により

意識をコントールされ「すべての創造

主を指導する創造主」を擁護し、地球

のアセンションを妨害していた。 

 

第１２

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて創造主達の指導を行う。 

第１２評議会のリーダー的存在であ

る「すべての創造主を指導する創造

主」が下位の評議会の創造主の働きを

多様性のある宇宙を創るという事で

擁護していた。そして自分もこの宇宙

の実権を全て握るために、他の宇宙の

創造主を巻き込みアセンションの妨

害をおこなってきた。 

 

第１１ 私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も
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評議会 含めて全ての宇宙の創造を行う責任

者 

「感情に飲み込まれた創造主」が、「略

奪の宇宙」「無機質の宇宙」「カオスの

宇宙」などから高い能力を持つ創造主

やダークピープルを地球に招き入れ、

アセンションした世界の破壊をもく

ろむ。 

 

第１０

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて全ての宇宙の創造を行う責任

者 

第１０評議会の創造主達と対立する

「混乱の宇宙を作った創造主」が地球

にアセンションを妨害する為にさま

ざまな計画をめぐらし、自分達の宇宙

の創造主を利用したり、他の宇宙から

の創造主を招き入れる。 

 

 創造主の役割と創造主の堕落の原因 

第９評

議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて管理や指導を行う。 

「リセットの創造主」が、創造主の学

びを行わせるために、下の創造主の正

義感や判断力を忘却させ、混乱に陥れ

る。 

 

第８評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 

私や恵理さんと同じスピリットを持

つ創造主が、宇宙の様々な世界の探査

を行う。 

第９、第１０評議会に、下の宇宙の出

来事を報告する「全てを見渡す創造

主」が「リセットの創造主」により正

義感を失わされ、支配欲を持ち「怒れ

る創造主」を作ったり、宇宙を支配の

ための企てを行う。 
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第７評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 

「全てを見守る創造主」がリーダー 

上の評議会から闇を持った創造主と

して生み出された「怒れる創造主」が

評議会に反乱を起こし全ての宇宙で

の闇の創造主の大元となる。 

 

第６評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 

「全ての創造主の働きを持つ創造主」

がリーダー 

「変化を促進する創造主」が、創造主

を成長させたいという理由で宇宙に

闇のエネルギーを流すが、本当の理由

は宇宙の支配。 

 

第５評

議会 

第４評議会が作った全ての宇宙を管

理。「陽の働きを持つ創造主」がリー

ダー 

第４評議会の創造主達から騙されて

闇に落ちた「暁の光の創造主」が下部

の創造主の光を奪う。 

 

第４評

議会 

１人１人の創造主が、独自に宇宙の原

型を作り出し、スターピープルと下部

の評議会に創造を委ねる。お互いの宇

宙にはあまり関わらない。 

「光を生みだす創造主」と「力を生み

だす創造主」が対立していたが共に闇

の創造主となり、２人が手を組んで宇

宙の支配をもくろむ。下部の評議会の

創造主達を闇の創造主に仕立てあげ

ていった。 

 

第３評

議会 

「道を指し示す創造主」を中心に、第

４評議会の創造主によって作られた
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宇宙の細かい部分を創造し運営する。

他の創造主を信頼するあまり闇落ち

た創造主を放置する。 

「宇宙の創造を管理する創造主」や

「道を作り出す創造主」が闇の創造主

となり、この宇宙を光の創造主から奪

い取るために、闇の創造主達を地球の

各地に配置しアセンションを妨害し

てきた。彼等は第４評議会の創造主に

操作されていた。 

 

第２評

議会 

「栄光の創造主」を中心に第３評議会

によって作られた宇宙の創造と運営

を手伝い、第１評議会の働きを管理し

手助けを行う。様々な宇宙の中で大き

な問題が起きた時はその解決にあた

る。 

第３評議会の闇のエネルギーによっ

て過去に創造主大戦争を引き起こし

た。今回も闇のエネルギーの影響で、

第２評議会の中心的な創造主が闇に

落ち、宇宙を混乱させ、アセンション

を妨害し、私達にも大きなサイキッ

ク・アタックを行なった。 

 

第１評

議会 

「源の創造主」をリーダーに「光彩の

創造主」等が上の評議会から託された

宇宙を具体的に運営する。また物理世

界に生きる多くの存在達の成長を助

け、宇宙連合へ迎えいれる。 

 

上位の評議会からの闇のエネルギー

の影響で、第１評議会の創造主のリー

ダーである「創造主の独自性を育てる

創造主」等、主だった創造主が闇の創

造主となり大きな勢力を作り、光の創

造主を圧倒していた。 

そのために地球を始め多くの宇宙に
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闇がはびこり、ダークピープルが宇宙

を荒らしまわる事となった。 

 

物理的

宇宙 

宇宙連合によって生み出された宇宙、

多くの銀河や星団に別れ独自に発展

している。 

闇の創造主やダークピープルによっ

て地球だけでなく多くの星々が闇が

多い世界となり、人々の成長を阻害し

ている。 

 

 

 

★物理世界を持つ宇宙 

 

〇第１レベル 天の川銀河の中の創造主 

階層としては一番下の階層の創造主です。主

に星々や星座の働きを保ち、星に存在する生

命達を生みだします。 

彼等は星座の創造主とも呼ばれています。 

その上には、天の川銀河全体の管理と創造を

行う創造主もいます。 

 

〇第２レベル 局部銀河の創造主 

私達にとって観測可能な宇宙（ユニバース）

の中でも、天の川銀河やアンドロメダ銀河を

含む局部銀河が一つの宇宙の単位となって

います。 

この局部銀河を治める最高の創造主は、私達

が「界王」呼んでいる創造主で彼のもとに多

くの創造主が役割を分担して存在していま

す。 

私は、局部銀河の運営にたずさわる創造主を

「グレートゴッデス」と呼んでいます。 

特にグレート・イエスやグレート・マリアは

地球の事をとても大切にしてくれています。 

 

〇第３レベル 観測可能なユニバースを統
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治する創造主 

物理的な世界を持つ宇宙（ユニバース）を直

接統治する創造主達です。 

主に第４レベルの創造主に対応する創造主

達がいて、第４レベルの創造主の指示のもと

に単一宇宙であるユニバースを運営してい

ます。 

 

〇第４レベル 多次元宇宙を統治する創造

主 

観測可能な宇宙だけでなくパラレルワール

ドも含む多次元宇宙を統治する創造主達の

世界です。 

そのリーダーは、エンソフと呼ばれる創造主

です。彼のもとに、星々を創造する創造主、

人々の運命を司る創造主、宇宙の安定を保つ

創造主、ドラゴンや精霊を生み育てる創造主、

４大エレメントを駆使して宇宙を創造する

源のエネルギーを作る創造主、叡智ある存在

が適正に育っているか調べる創造主などが

存在して、多次元宇宙の創造と運営を行って

います。 

 

 

★スピリチュアルな宇宙 

 

〇第５レベル 物理的な宇宙を創造し運営

する創造主 

このレベルの創造主からは、たくさんの階層

と役目を持った創造主が存在します。 

物理的な宇宙を創造し運営する役目を持ち、

私達の物理世界にも関われる創造主達です。 

第１評議会の中心的な創造主達になります。 

リーダーは、「源の創造主」「光彩の創造主」

で宇宙のスーパーコンピュターを管理する

創造主なども含まれます。 

 

〇第６レベル 物理的な宇宙を管理しスピ
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リチュアルな宇宙を創造する創造主 

主に第２評議会、第３評議会の創造主達で、

上位の評議会の創造主の指示のもとにスピ

リチュアルなレベルでも宇宙を創造してい

きます。 

彼等は、上位の評議会の決定を自分達の評議

会で議論し、どのような方法で宇宙の創造と

運営を実行するか決めて行動します。 

 

〇第７レベル スピリチュアルな宇宙を創

造する創造主 

主に第４評議会の創造主で、物理的な宇宙の

元となるスピリチュアルな宇宙を作ります。 

この宇宙の原型を基に、第３評議会と第２評

議会の創造主やスターピープル達がスピリ

チュアルな宇宙の細かい創造を行います。 

彼等は、マルチな能力を持つ創造主で１人１

人が独立して、自由に宇宙の創造を行う権利

が与えられています。 

 

〇第８レベル 創造された宇宙の管理を行

う創造主 

第５評議会以上の創造主達は、宇宙の創造は

行いませんが、彼等よりも下の評議会の創造

主が作った宇宙が適切に運営されているか

どうかの検査を行っています。 

非常に高い能力を持っている事はもちろん

ですが、どの次元にも自由に入る事ができ、

多くの宇宙を見守っている創造主です。 

 

〇第９レベル いくつもの宇宙を管理する

創造主 

第９評議会以上の創造主達は、私達の宇宙以

外にもいくつもの宇宙に関わり創造や管理

を行うようになります。 
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宇宙連合の評議会について 

 

宇宙連合は、私達の天の川銀河やアンドロメ

ダ銀河だけでなく多くの星団や星雲が含ま

れる宇宙をいくつも束ねた大宇宙を見守る

グループです。 

私達は、宇宙の本当の姿を未だ知りませんが、

私達にとって観測可能な宇宙をユニバース

と呼ぶのなら、そのユニバースの中に存在し

ている創造主やスターピープル達の連合と

考えてもよいと思います。 

 

しかしこのユニバースの中にも計り知れな

い銀河が存在しているのも事実です。 

また、私が語る話はスピリチュアル・レベル

の話ですので、実際の天文学の話とはかなり

異なるという事だけはご理解ください。 

 

先ず宇宙連合は、宇宙を創造し運営する創造

主達とその仕事をサポートするスターピー

プル達の集まりです。 

創造主やスターピープルの能力や資質、そし

てその働きによって異なる階層の評議会に

別れて活動しています。 

その階層のリーダー的な創造主達とスター

ピープル達によって評議会の会議が行われ、

自分達の行動が決定されます。 

 

 

第１評議会は、宇宙連合では一番下の評議会

として、物理的な宇宙の運営に当たります。 

 

第１評議会は、創造主もスターピープルも最

も数が多く、その役目も多岐にわたります。 

この評議会に属するスターピープル達は、物

理的もしくは半物理的な体を持つスターピ

ープル達ですので、地球を始め物理的な世界

を持つ他の星々にも関わる事ができます。 
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そして、地球人も含めて、まだ十分に成長し

ていない人々に対して、意識進化のための

様々な取り組みを行います。 

 

宇宙連合の第１評議会は、物理世界を持つ多

くの銀河や星団に関わり、その銀河や星団、

もしくは星々の平和を守るための活動を行

います。 

第１評議会の中には、アシュタール連合のよ

うに独自のグループを作って活動している

者達もいますが、彼等も第１評議会の指示の

もとに動いています。 

 

また第１評議会は、スターピープルの説明の

ところでご紹介したように、未発達の星々の

種族を成長させスターピープルへと導く仕

事も行っています。 

この宇宙の中で一つでも多くの種族が愛と

叡智に目覚めて宇宙の平和のために貢献で

きるようにする事が第１評議会の目的でも

あります。 

 

 

第２評議会と第３評議会は、スピリチュアル

な宇宙と物理的な宇宙の創造に当たります。 

 

もちろん物理的な宇宙に関しては、第１評議

会が中心となって創造活動を行うようです

が、第１評議会を指導し、より良い宇宙を創

る事が彼等の仕事でもあります。 

しかしながら、これからのレポートでもご紹

介するように、第４評議会に属する創造主が

闇に落ちてしまった事で、第３評議会、第２

評議会の創造主達も大きな闇に巻き込まれ

る事になりました。 

その結果、第３評議会のほとんどのスターピ

ープル達が闇の世界に閉じ込められ、第３評

議会の仕事が順調におこなわれていないと
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いう事態に陥っていました。 

 

 

第４評議会は、スピリチュアル・レベルの宇

宙の創造を行い、物理的な宇宙のひな型を作

り出していきます。 

 

この第４評議会の創造主は、自分が創造する

宇宙の全てを任されているので、自分の考え

だけで独自の宇宙を作り出す事ができます。 

 

 

第５評議会から上の評議会は、物理的な宇宙

の創造には関わりませんが、創造主達を指導

したり、下の階級の創造主が作り出した宇宙

を検査する役目を持つ創造主達の世界です。 

 

第５評議会の創造主達は、宇宙創造に必要な

エネルギーを、第４評議会の創造主達に供給

します。 

第４評議会の創造主が闇に落ち地球の支配

を計画している事が分かると、他の評議会の

創造主やスターピープル達では対応できな

いので、彼等が中心になって地球の物理世界

を調べ、この創造主達を処理する役目を担っ

てくれました。 
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○光の世界の区分 

 

ここでは、まず光の地球といっても一つでは

なく、光に応じていくつもの地球に分かれて

いる事をお知らせしておきます。 

そして、ここでは大まかに６０％台、７０％

台と書いていますが、本当は、１％単位で世

界が異なっていますが、大まかな区分のみで

説明させていただきます。 

 

地球の光と闇の割合は、およそ光４０％、闇

６０％、現在はもう少し光の割合が多い世界

のようです。 

この割合の世界では、闇の力が強いので、戦

争やテロ、殺人や虐待、人種差別などが起こ

りますが、光の割合が５０％を超えると、戦

光りの世界の区分 光りの世界の区分 
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争や殺人などもほとんど起こらなくなりま

すが、まだ学びが必要な人には、その学びに

ふさわしい事が起こります。 

 

６０％台になると、愛と調和に満ちた人々が

増えてきますので、人間としての完成を目指

すような学びが始まります。 

しかしそれは争いなどの人を傷つける事で

はなく、どれほど愛を注げるか、とかどれほ

ど人のために尽くせるかなどといった、とて

もポジティブな学びになります。 

また人々も、言葉でなく意思疎通ができるよ

うになりますので、嘘を言ったり、心の中に

隠し事ができなくなるような世界になるか

もしれません。 

そしてさらに大切な事は、スターピープル達

に対する理解が求められるようになります。 

 

更に光りの度合いが７０％よりも強くなる

と、学びが少なくなり、愛と共に生きるよう

になりますので、争いや差別などもほとんど

起こらずに調和に満ちた世界が繰り広げら

れます。 

生きている人では７０％台が最高クラスに

なるようです。 

更に光りの割合が８０％を超えると、もう物

理世界に生きている人はほとんどいなくな

り、宇宙の運営に関わる仕事を始める事でし

ょう。 

 

それでは、どのような人がどのような世界に

入れるか、創造主の極秘事項ですが、こっそ

りお教えしますので、少しでも上の世界に入

れるよう努力してください。 

またこの事は、私達の主観ですので、違うと

思う人は信じる必要はありません。 
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光９０％

台の世界 

宇宙のマ

スターの

世界 

宇宙の管理者として働くスピリ

チュアルな存在達の世界。 

憎しみや争いなどとは無縁で愛

と調和のみが存在する世界。 

また宇宙の管理者となるべく学

びを行う世界。 

自らが愛と光りになるために学

びを行うスピリット達の世界。 

 

光８０％

台の世界 

宇宙と地

球に生き

るマスタ

ーの世界 

宇宙のために働くスピリチュル

な領域に生きる人々。 

自らもスターピープルとなり、宇

宙の中にある様々な問題の解決

のために働く事を喜びとしてい

るスピリット達。 

ここに入る人は、宇宙で起きてい

る事を深く理解し、常に真実を求

め努力してきた人。 

地球においては、地球の中にある

不正を知り、それを正すために戦

い、地球と地球に生きうる人々を

自由で平和な者にするために常

に努力してきた人々。 

この地球の闇を知りながらも、憎

しみを捨て愛によって生きてき

た人達。 

人間としてのエゴを捨て、自分の

人生を他人のために奉仕してき

た人達。 
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光７０％

台の世界 

物理的な

光の地球

での指導

者の世界 

光８０％の人達と同じように、地

球の闇と闘い続けてきた人達の

中で、自分のエゴや欲望を捨て、

愛の人として生きる実践を行う

人々。 

またスターピープルの事を深く

知り、彼らと共に働ける人。 

自分の感情に振り回されずに常

にニュートラルな立場にあって

真実を追い求める人 

地球と人の事を、愛をもって考え

行動してきた人達が、肉体を失っ

た後に行く世界。 

現実世界に生きる人も少数存在

し、地球の人達が光りの世界に行

くためのサポートをスピリチュ

アル・レベル、現実レベルで行う。 

６０％台の世界の学びを終えて

からこの世界に来る事が多いよ

うです。 

 

光６０％

台の世界 

地球では

光の世界

として新

しく生ま

れ た 世

界。 

宇宙意識

に目覚め

るための

世界 

 

６０％台の後半の人は・・・ 

常に正義と愛のために生きてき

た人。 

欲望に振り回されず、欲望と感情

を上手にコントロールできて、自

分の中の光と闇を統合してきた

人。 

スターピープルの事を理解し上

手に付き合う事ができる人 

この世界は、さらに上の世界に行

くための通過点として、肉体をも

って学びを行う人達が入る世界。 

少数民族の人達の仲でも、一般社

会を知りながらも、その社会に毒

されず、常に祈りを行ってきたシ

ャーマンや神官、少数民族の文化

やしきたりを守ってきた人々。 

ここに属する人は、これからの

「光の地球」をしっかりと守護

し、人々を導いていく立場にあ

る。 



 
 

157 

 

６０％前半の人は・・ 

光の世界にはいる為の教育が行

われる世界。 

地球や宇宙の仕組みを学ぶため

に生きてきた人達で、さらにその

学びを続ける人。 

しっかりと愛や調和を目指して

生きてきたが、まだ十分に実現出

来ておらず、自分の中の光と闇も

しっかりと統合できていない人。 

周りの人に対して愛と奉仕の気

持ちを持って生きてきたが、今ま

で宇宙や地球に対しての理解も

十分でなくスターピープルの事

もよく知らない人達が、学びを行

うための場所。 

この世界では争いや戦争、差別や

虐待もなくなり、地球人同士でも

愛に基づいた関係がはじまり、安

らぎと光りに満ちた世界が生ま

れてくる。 

  

光５６％

～５９％

の世界  

光りが多

い学びの

世界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

です 

この世界からがアセンションし

た世界としてスターピープル達

により保護される世界になりま

す。 

今の地球よりはさらに光がある

世界で、戦争や争い、虐待、殺人

などは減り、愛と調和に満ち、自

然破壊などもなくなり環境問題

も解決していく世界となるでし

ょう。 

この世界に行く人は、今の世界で

も良心を持って生きてきた人で、

人の役に立ちたいと考えて生き

た人達です。 

そして、地球人としての進化を望

む人がこの世界に入り、光の世界

へ入るための学びを行います。 

この世界の学びは「愛の実践」で

す。 

宇宙の愛を身につけ、人のために

奉仕する事がこの世界の学びと
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なります。 

この世界で学びを終わった人は、

本格的なアセンションの世界で

ある光６０％以上の世界に生ま

れ変わります。 

 

強い欲望や支配欲を持った人や

人と争う事が好きな人は入れま

せん。 

人をだました人、人に不正を働く

人、自己中心的な人は入れませ

ん。 

 

光５１％

～５５％

の世界  

光と闇の

境界の世

界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

です 

ここは光りの世界と闇の世界の

境界線にあたる世界で、中間の世

界とも呼ばれています。 

現在の地球よりは、光が強くなり

ますので、戦争や虐待などはすこ

しずつ減ります。 

時間がたつにつれ、現在よりはま

ともな政治家や経済人が現れ、社

会の変革も進むでしょう。 

この世界にはいる人は、戦争や支

配、抑圧のある世界を嫌っている

人で、もっと愛に満ちた世界、調

和のある世界に入りたいと考え

ている人達です。 

また他人のために役にたちたい

と思い行動している人や他人に

親切にする事が好きな人達がこ

の世界に入ってきます。 

ただしこの世界には、狡猾な地球

外存在達もすでに入り込んでい

るので社会の混乱や自然災害も

起こりますので、その様な事を乗

り越えていく事が、この世界の

人々の学びとなります。 

ヒーリングやスピリチュアルな

仕事をしている人でも、人々の幸

福のために働いている人は、この

世界に入りますが、物欲や支配

欲、名誉欲のためにしている人

は、ここからさらに下の世界に行

く事になります。 
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光４０％

～５０％

の 世 界 

現在の地

球と同じ

学びの世

界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

です 

ここからが、アセンションとは反

対にディセンションした世界と

なります。 

光４０％台の世界は、今までとほ

とんど変わりない世界で、戦争や

争い、テロ、詐欺、レイプ、傷害

などが日常的に起こっている世

界です。 

経済的な侵略によって、世界の

人々は貧富の差が激しくなり差

別を受けます。 

宗教、技術、論理もすべてが争い

のために利用されます。 

この世界に行く人は、自然災害や

戦争、原発の事故なども含め、現

在の地球が体験する未来をとも

に体験する事になります。 

現状の世界を好みお金儲けやぜ

いたくな生活をしたい人達、人や

自分や他人にたいして不誠実な

生き方をしてきた人達は、この世

界にそのまま残るようです。 

他人を支配しようと思う人、他人

に依存したり、他人支配される事

を好む人もこの世界にとどまり

ます。 

この世界は多くの地球外生命体

達も存在しますので、彼等の支配

をうけず自立していく事が、この

世界の学びとなるでしょう。 

 

光３０％

台の世界 

闇が多い

学びの世

界 

今の地球よりもさらに闇が多く

なりますので、現在よりも状況が

はるかに悪くなります。 

戦争やテロが多発し、多くの人が

争いや原発事故、自然災害に巻き

込まれ苦難の多い人生を送る事

になるでしょう。 

そして人々はその中で多くの事

を学び目覚めていくための機会

を待つ事になると思います。 

この世界には、多くの欲望に取り
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付かれ、他人を支配したり傷つけ

る事を好んで行ってきた人達が

いく世界になると思います。 

 

 

 

 

 

 


